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は
じ
め
に

　
阿
波
市
は
徳
島
県
中
央
北
部
に
位
置

し
、
北
に
阿
讃
山
脈
、
南
に
吉
野
川
を
望

む
、
自
然
豊
か
な
環
境
に
恵
ま
れ
た
、
人

口
約
三
八
、
〇
〇
〇
人
の
町
で
す
。
平
成

十
七
年
四
月
に
板
野
郡
の
吉
野
町
・
土
成

町
、
阿
波
郡
の
市
場
町
・
阿
波
町
の
郡
を

越
え
た
四
町
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
阿

波
市
は
、
温
暖
か
つ
南
面
傾
斜
で
日
照
時

間
の
多
い
地
理
的
条
件
を
活
か
し
た
農
業

が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
県
下
有
数
の
農
業
立

市
の
ま
ち
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
に
は
、
国
の
天
然
記
念
物

「
阿
波
の
土
柱
」
や
、
四
国
八
十
八
ヶ
所

霊
場
の
第
七
番
札
所
十
楽
寺
か
ら
第
十
番

札
所
切
幡
寺
ま
で
の
四
つ
の
札
所
を
有
す

る
と
と
も
に
、
う
ど
ん
を
大
き
な
木
製
の

飯
盆
に
入
れ
、
皆
で
囲
む
郷
土
料
理
「
た

ら
い
う
ど
ん
」
や
、
市
民
の
皆
様
が
自
宅

の
庭
や
花
壇
を
一
般
公
開
す
る
「
オ
ー
プ

ン
ガ
ー
デ
ン
」
で
知
ら
れ
る
な
ど
、
深
い

歴
史
や
文
化
と
と
も
に
受
け
継
が
れ
て
き

た
、
お
接
待
と
お
も
て
な
し
の
こ
こ
ろ
が

息
づ
く
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。 

　

ま
ち
づ
く
り
の
象
徴
と

な
る
新
庁
舎

　
阿
波
市
の
象
徴
と
も
言
え
る
新
庁
舎
は
、

「
市
民
の
た
め
の
庁
舎
」
を
基
本
理
念
に

掲
げ
、
市
政
施
行
か
ら
十
年
の
節
目
の
年

で
あ
る
平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
に
供
用

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
の
新
庁
舎
に
は
、
利
用
す
る
す
べ
て

の
方
に
優
し
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

を
採
用
し
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

に
も
配
慮
し
た
構
造
を
実
現
す
る
と
と
も

に
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
は
じ
め
と

す
る
地
震
の
被
害
を
低
減
す
る
免
震
構
造

や
自
家
発
電
設
備
を
有
す
る
な
ど
、
防
災

拠
点
と
し
て
の
機
能
を
大
幅
に
強
化
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
分
庁
舎
方

式
を
改
め
、
市
役
所
機
能
を
集
約
す
る
こ

と
で
、
行
政
運
営
の
効
率
化
、
緊
急
時
の

情
報
収
集
能
力
、
対
応
力
の
向
上
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
新
庁
舎
の
西
隣
に
は
、

交
流
防
災
拠
点
施
設
「
ア
エ
ル
ワ
」
と
名

付
け
ら
れ
た
、
免
震
構
造
を
持
つ
多
目
的

ホ
ー
ル
を
配
置
し
て
い
ま
す
。「
ア
エ
ル

ワ
」
の
命
名
に
は
、
文
化
・
芸
術
を
「
楽

し
み
合●

●
●

え
る
」「
分
か
ち
合●

●
●

え
る
」、
災
害

時
に
は
「
支
え
合●

●
●

え
る
」「
助
け
合●

●
●

え
る
」

施
設
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
が
込
め

ら
れ
て
お
り
、
普
段
は
市
民
の
交
流
の
場

愛
さ
れ
、
選
ば
れ
る
、

　
将
来
に
夢
を
持
て
る
阿
波
市
を
目
指
し
て

藤
　
井
　
正
　
助

阿
波
市
長

愛
さ
れ
、
選
ば
れ
る
、

　
将
来
に
夢
を
持
て
る
阿
波
市
を
目
指
し
て

免震構造を有する市役所庁舎と交流防災
拠点施設アエルワ（左奥）



3　2018.6 AWA no JICHI No.92

と
し
て
、
災
害
時
に
は
、
支
援
物
資
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
基
地
と
し
て
運

用
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
県
沿
岸
地
域
で
の
津
波
被
害
が
予
想
さ

れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
発
生
時
に
は
、

内
陸
部
に
あ
る
立
地
条
件
を
生
か
し
た
後

方
支
援
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ

て
お
り
、
国
の
応
急
対
策
活
動
計
画
に
お

け
る
「
広
域
物
資
輸
送
拠
点
」
の
一
つ
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
庁

舎
、
ア
エ
ル
ワ
と
一
体
的
に
整
備
し
た
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
平
時
は
市
内
の
小

中
学
校
へ
の
地
産
地
消
の
給
食
の
提
供
を

行
う
と
と
も
に
、
災
害
時
に
は
、
避
難
所

へ
の
食
糧
供
給
に
活
用
で
き
る
設
備
と
し

て
、
一
時
間
に
三
、
〇
〇
〇
個
の
製
造
能

力
を
持
つ
お
に
ぎ
り
製
造
機
を
二
台
導
入

し
、
災
害
対
応
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。

市
長
と
し
て

　
新
庁
舎
が
完
成
し
、
阿
波
市
が
新
し
い

一
歩
を
踏
み
出
し
た
平
成
二
十
九
年
五
月
、

市
長
職
を
拝
命
し
、
本
市
の
舵
取
り
役
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
市
職
員
、
政
策
監
、
副
市
長

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
本
市
行
政
に
携

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
意
を
新
た
に

市
長
と
し
て
、
そ
の
職
責
を
果
た
す
べ
く
、

全
力
で
市
政
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
県
内
各
自
治
体
と
同
様
に
、
本
市
も
少

子
高
齢
化
、
人
口
減
少
と
い
う
課
題
を
抱

え
る
な
か
、
合
併
後
の
地
方
交
付
税
の
優

遇
措
置
期
間
が
終
了
し
、
平
成
二
十
八
年

度
よ
り
段
階
的
な
逓
減
が
開
始
さ
れ
る
な

ど
、
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
お
り
ま
す

が
、
山
積
す
る
課
題
に
向
き
合
い
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
持
続
的
な
自
治
体
運

営
を
両
立
さ
せ
て
い
く
た
め
に
重
要
と
な

る
の
は
、市
民
の
皆
様
と
行
政
が
「
連
携
・

補
完
」
し
あ
う
協
働
体
制
の
構
築
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
体
制
を
整
え
、

皆
様
と
共
に
知
恵
を
絞
り
工
夫
を
重
ね
な

が
ら
、本
市
の
強
み
で
あ
る
「
農
業
」、「
子

育
て
環
境
」、「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
」
を
軸
と
し
た
事
業
を
拡
充
さ
せ
、
多

く
の
方
々
に
「
愛
さ
れ
、選
ば
れ
る
」、「
将

来
に
夢
を
持
て
る
阿
波
市
」
の
実
現
に
向

け
、
力
を
注
い
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

阿
波
市
の
特
色
あ
る

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
本
市
で
は
、
市
の
特
色
で
あ
り
、
強
み

で
も
あ
る
「
農
業
」、「
子
育
て
環
境
」、「
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
三
つ
を
軸

と
し
た
施
策
を
重
点
的
に
推
進
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
三
分
野
で
の
特
色

あ
る
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
農
業
立
市

　
阿
波
市
の
最
大
の
強
み
で
あ
る
農
業
は
、

平
成
二
十
七
年
度
に
お
け
る
農
業
産
出

額
が
一
五
〇
億
九
、
〇
〇
〇
万
円
を
記
録

し
、
県
内
二
十
四
市
町
村
で
第
一
位
、
四

国
で
四
位
、
中
四
国
で
は
七
位
を
誇
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
肥
沃
な
大
地
と
温
暖

な
気
候
に
加
え
、
農
地
の
八
〇
％
以
上
に

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
整
備
さ
れ
、
農
業
に
有

利
な
環
境
を
有
す
る
こ
と
に
起
因
し
て
お

り
、
こ
の
利
点
を
活
か
し
た
高
品
質
で
多

種
多
様
な
農
産
物
の
生
産
が
、
市
内
全
域

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
農
業

産
出
額
に
お
け
る
県
内
シ
ェ
ア
は
、
野
菜

は
一
九
・
五
％
、
乳
用
牛
で
は
三
四
・
一
％
、

豚
肉
に
関
し
て
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
を
占
め
、

Ｊ
Ａ
系
列
で
の
農
業
出
荷
額
で
は
、
茄
子

や
レ
タ
ス
、
ト
マ
ト
な
ど
十
七
品
目
で
県

下
第
一
位
と
な
る
な
ど
、
県
内
や
京
阪
神

に
お
け
る
一
大
農
産
物
供
給
拠
点
と
し
て
、

確
か
な
存
在
感
を
示
す
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
本
市
も
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加

と
い
っ
た
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
本
市

の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
安
定
的
な
維

持
・
発
展
に
向
け
、
農
業
従
事
者
の
所
得

向
上
、
農
畜
産
物
の
付
加
価
値
向
上
は
欠

か
せ
な
い
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
農
業

生
産
基
盤
整
備
と
農
畜
産
物
の
販
売
促
進

の
二
点
に
注
力
し
、
本
市
が
誇
る
農
業
の

維
持
・
発
展
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
吉
野
川
北
岸
農
業
用
水
関
連
施

設
の
充
実
や
農
道
、
農
業
用
排
水
施
設
の

計
画
的
整
備
や
有
害
鳥
獣
へ
の
対
策
を
推

進
す
る
だ
け
で
な
く
、
農
業
の
担
い
手
不

巻頭言　愛され、選ばれる、将来に夢を持てる阿波市を目指して

１時間3,000個の製造能力を持つ
「おにぎり製造機」

阿波市特産品として認証され
ている「GOTTSO 美～®ナス」
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足
に
関
し
て
も
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
新
規
就
農
者
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、

農
業
従
事
者
の
育
成
、
確
保
を
図
る
と
と

も
に
、
集
落
営
農
組
織
の
拡
充
や
小
規
模

農
家
に
お
け
る
経
営
規
模
拡
大
に
取
り
組

み
、
組
織
面
で
の
底
上
げ
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、
農
畜
産
物
の
販
売
促
進
に
つ

い
て
も
、「
活
力
あ
る
阿
波
市
農
業
振
興

事
業
」
に
よ
る
加
工
品
開
発
な
ど
の
六
次

産
業
化
へ
の
取
り
組
み
支
援
を
継
続
し
、

農
畜
産
物
の
付
加
価
値
の
向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
図
り
、
知
名
度
と
商
品
価
値
双
方
の
向

上
に
つ
な
げ
る
た
め
、
優
れ
た
産
品
や
加

工
品
を
特
産
品
と
し
て
認
証
す
る
「
阿
波

市
特
産
品
認
証
制
度
」
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
、
茄
子
や
ト
マ
ト
、
米

焼
酎
や
蜂
蜜
な
ど
十
九
品
目
が
認
証
品
と

な
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て

も
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
引
き
続
き
、
更
な
る
認
証
品
の
増
加

に
取
り
組
み
、
阿
波
市
ブ
ラ
ン
ド
の
確
固

た
る
地
位
の
確
立
に
向
け
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
　

・
子
育
て
す
る
な
ら
阿
波
市

　
阿
波
市
で
は
、「
子
育
て
す
る
な
ら
阿

波
市
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、

子
育
て
を
重
視
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
全
国
的
に
少

子
・
高
齢
化
が
進
行
し
、
本
市
に
お
い
て

も
、
人
口
減
少
対
策
に
関
す
る
取
り
組
み

は
待
っ
た
無
し
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
現
状
を
踏
ま
え
、
本
市
で
は
平
成
三
十

八
年
度
の
人
口
目
標
と
し
て
三
三
、
六
四

〇
人
の
維
持
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
達
成

に
向
け
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
子

育
て
支
援
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
は
、
就
学

前
の
子
ど
も
へ
の
切
れ
目
の
な
い
教
育
・

保
育
の
提
供
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
、
効
率
的
な
施
設
運
営
を
実
現
す

べ
く
、
民
間
活
力
の
導
入
を
図
り
な
が
ら
、

平
成
三
十
三
年
度
を
目
途
に
市
内
全
域
で

九
つ
の
認
定
こ
ど
も
園
を
順
次
整
備
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
満
一
歳
か

ら
小
学
校
六
年
生
ま
で
の
子
ど
も
が
病
気

と
な
り
、
仕
事
の
都
合
で
家
庭
で
の
看
護

が
難
し
い
場
合
に
、
そ
の
子
ど
も
を
一
時

的
に
預
か
る
「
病
児
・
病
後
児
保
育
」
施

設
を
、
こ
れ
ま
で
の
一
カ
所
か
ら
二
カ
所

へ
増
設
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
保
護
者

が
日
中
家
庭
に
い
な
い
小
学
生
へ
遊
び
や

生
活
の
場
を
提
供
す
る
「
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
」
を
十
カ
所
、
保
護
者
同
士
の
交
流

や
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
る

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
四
カ
所
設

置
す
る
な
ど
、
子
ど
も
達
の
健
全
な
育
成

を
図
る
た
め
の
環
境
整
備
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
は
、
子
育

て
に
お
け
る
経
済
的
負
担
に
対
す
る
支
援

を
行
っ
て
お
り
、
認
定
こ
ど
も
園
、
保
育

所
の
保
育
料
を
国
の
基
準
の
約
四
三
％
に

抑
え
る
と
と
も
に
、
医
療
費
の
保
険
適
用

分
を
全
額
助
成
す
る
「
あ
わ
っ
子
は
ぐ
く

み
医
療
費
助
成
制
度
」
に
お
い
て
、
平
成

二
十
九
年
十
月
よ
り
、
そ
の
助
成
対
象
を

十
八
歳
ま
で
拡
大
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
少
子
高
齢
化
の
傾
向
は
続
く
と

予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
市
で
は
引

き
続
き
、「
子
育
て
す
る
な
ら
阿
波
市
」

の
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、「
阿
波
市
に
住
み

た
い
、
住
ん
で
み
た
い
」
と
感
じ
ら
れ
る

魅
力
を
持
っ
た
子
育
て
支
援
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

・
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　
穏
や
か
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
環
境
を
持

つ
本
市
で
は
あ
り
ま
す
が
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
や
、
市
内
を
横
断
す
る
中
央
構

造
線
活
断
層
帯
を
震
源
と
す
る
地
震
の
被

害
想
定
で
は
、
多
数
の
家
屋
が
倒
壊
す
る

と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

危
険
予
測
に
対
応
し
、
大
規
模
自
然
災
害

へ
の
対
応
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
お
い
て
、
様
々
な
施

策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
緊
急
対
応
の
要
と
な
る
「
市
本
庁
舎
」、

「
交
流
防
災
拠
点
施
設
ア
エ
ル
ワ
」、「
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
を
集
約
し
て
整
備
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
周
辺
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト

や
耐
震
性
貯
水
タ
ン
ク
を
配
置
す
る
こ
と

国の天然記念物「阿波の土柱」

郷土料理「たらいうどん」
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巻頭言　愛され、選ばれる、将来に夢を持てる阿波市を目指して

で
、「
市
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
拠
点
」

と
し
て
の
機
能
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
加
え
、
発
災
後
速
や
か
に
仮

設
住
宅
の
建
設
に
着
手
で
き
る
よ
う
、
旧

庁
舎
跡
地
を
防
災
公
園
と
し
て
再
整
備
す

る
こ
と
で
、
仮
設
住
宅
建
設
用
地
の
確
保

へ
と
つ
な
げ
て
い
く
計
画
を
進
め
て
お
り
、

先
を
見
据
え
た
防
災
関
連
施
設
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
も
、
自
助
・

共
助
・
公
助
の
強
化
を
目
的
と
し
た
取
り

組
み
を
加
速
し
て
お
り
、
そ
の
主
な
も
の

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、「
自
主
防
災

組
織
の
活
性
化
」、「
救
援
機
動
隊
の
結
成

と
ハ
イ
パ
ー
消
防
団
員
の
認
定
」、「
各
種

団
体
と
の
連
携
体
制
の
構
築
」
の
三
項
目

に
な
り
ま
す
。

　
一
つ
目
の
自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
に

つ
い
て
は
、
自
治
会
を
単
位
と
す
る
自
主

防
災
組
織
の
結
成
を
進
め
る
と
と
も
に
、

各
組
織
間
の
協
力
体
制
を
構
築
し
、
避
難

所
運
営
の
円
滑
化
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

自
主
防
災
組
織
の
連
合
化
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　
次
に
、
消
防
団
に
お
い
て
は
、
地
元
消

防
団
に
加
え
、
市
職
員
に
よ
る
「
救
援
機

動
隊
」
を
組
織
し
、
迅
速
か
つ
柔
軟
な
救

助
活
動
を
行
う
体
制
づ
く
り
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
団
員
の
中
か
ら
、

重
機
操
作
等
の
技
能
を
有
す
る
者
や
地
域

に
精
通
す
る
者
を「
ハ
イ
パ
ー
消
防
団
員
」

と
し
て
登
録
、
招
集
す
る
制
度
を
導
入
す

る
な
ど
、
行
政
と
地
域
の
消
防
団
と
が
緊

密
に
連
携
し
、
自
然
災
害
へ
の
対
応
力
強

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
各
種
団
体
と
の
連
携
体
制
の

構
築
に
関
し
て
も
、
医
療
救
護
活
動
や
福

祉
避
難
所
の
開
設
等
に
関
し
、
関
係
機

関
・
団
体
と
の
協
定
締
結
を
進
め
、
避
難

所
・
被
災
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
域

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
福
祉
避
難

所
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
を

対
象
と
し
て
、
民
間
の
社
会
福
祉
施
設
等

と
協
定
を
結
び
、
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
今
後
は
、
新
た
に
整
備
す
る
「
認
定

こ
ど
も
園
」
を
乳
幼
児
や
妊
産
婦
の
福
祉

避
難
所
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、
事
業

者
と
共
同
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
と

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
市
で
は
、
災
害
に
先

回
り
す
る
防
災
対
策
を
計
画
的
に
推
進
し

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、
要
支

援
者
を
支
え
る
体
制
の
整
備
や
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
施
設
の
安
全
性
強
化
な
ど
に
取
り
組

み
、
様
々
な
手
法
と
視
点
を
複
合
的
に
組

み
合
わ
せ
た
、
進
化
す
る
防
災
・
減
災
対

策
に
よ
る
市
民
の
皆
様
の
安
全
と
安
心
の

確
保
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。結

び
に

　
阿
波
市
は
平
成
二
十
七
年
の
市
政
施
行

十
周
年
を
経
て
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
新

た
な
段
階
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
間
、
市
民
の
一
体
感
の
醸
成
を
図
る
た

め
の
施
策
や
、
官
民
の
垣
根
を
越
え
た
協

働
体
制
の
構
築
、
独
自
性
を
持
っ
た
取
り

組
み
が
行
わ
れ
た
結
果
、
本
市
の
持
つ
力

は
飛
躍
的
な
向
上
を
遂
げ
ま
し
た
。
ご
尽

力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、
こ
の
場
を
借

り
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
改

め
て
敬
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
先
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
の

阿
波
市
が
そ
の
機
能
を
維
持
し
、
持
続
的

な
発
展
を
続
け
る
た
め
に
は
、
地
域
と
行

政
が
二
人
三
脚
と
な
っ
た
取
り
組
み
が

重
要
な
要
素
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
足
元
の
課

題
と
将
来
の
展
望
の
両
面
に
気
を
配
り
つ

つ
、
着
実
に
施
策
に
取
り
組
み
、「
将
来

に
夢
を
持
て
る
阿
波
市
」
を
築
い
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協

力
を
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
読
者
の
皆
様
が
本
市
を
訪
れ
る
機
会
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
本
市
の
歴
史
や
文
化
、

全
国
に
誇
る
新
鮮
な
農
産
物
や
名
産
品
な

ど
を
存
分
に
お
楽
し
み
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
特
色
あ
る
取
り
組
み
や
、
各
施
策
に

つ
い
て
も
、
ご
注
目
を
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
皆
様
の
思
い
出
と

な
る
ひ
と
時
を
、
お
過
ご
し
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
皆
様
の
ご
来
訪
を
、
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

自宅の庭や花壇を一般公開する「オープンガーデン」

市職員で構成する「阿波市消防団
救援機動隊」による震災救助訓練
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１
　
は
じ
め
に

　「
地
方
財
政
計
画
」
は
、
地
方
交
付
税
法

第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
る
「
地

方
団
体
の
歳
入
歳
出
総
額
の
見
込
額
に
関
す

る
書
類
」
の
こ
と
で
あ
り
、
同
条
の
規
定
に

よ
り
、
国
会
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
一
般

へ
の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
人
口
や
産
業
集
積
の
度
合

い
に
よ
る
地
域
間
格
差
や
景
気
の
動
向
に
よ

る
税
収
の
年
度
間
格
差
に
か
か
わ
ら
ず
、
地

方
団
体
が
そ
の
重
要
な
責
任
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、

　
○
地
方
交
付
税
制
度
と
関
連
し
て
、
地
方

財
源
を
保
障
す
る
機
能

　
○
地
方
団
体
に
お
け
る
当
該
年
度
の
「
財

政
運
営
の
指
針
」
と
し
て
の
機
能

  

○
「
国
家
財
政
・
国
民
経
済
等
と
の
整
合

性
」
を
確
保
す
る
機
能

を
担
っ
て
い
ま
す
。

２
　
平
成
三
十
年
度
の

　
地
方
財
政
計
画

　
平
成
三
十
年
度
の
地
方
財
政
計
画
は
、
二

月
六
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
国
会
に
提
出
さ

れ
る
と
と
も
に
、
一
般
に
も
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
、

被
災
地
が
自
立
し
、
地
方
創
生
の
モ
デ
ル
と

な
る
復
興
を
目
指
す

｢

復
興
・
創
生
期
間
」

に
移
行
し
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
「
通
常

収
支
分
」
と
「
東
日
本
大
震
災
分
」
に
区
分

し
て
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
１
）
通
常
収
支
分
（
資
料
１
）

　
通
常
収
支
分
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
厳
し

い
地
方
財
政
の
現
状
及
び
現
下
の
経
済
情
勢

等
を
踏
ま
え
、
歳
出
面
に
お
い
て
は
、「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
」、「
地
方
創
生
」及
び「
公

共
施
設
等
の
適
正
管
理
」
に
対
応
す
る
た
め

に
必
要
な
経
費
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、「
社

会
保
障
関
係
費
」
の
増
加
を
適
切
に
反
映
し

た
計
上
を
行
う
一
方
、
国
の
取
組
み
と
基
調

を
合
わ
せ
た
歳
出
改
革
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
歳
入
面
に
お
い
て
は
、「
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
二
○
一
五
」（
平

成
二
十
七
年
六
月
三
十
日
閣
議
決
定
）
で
示

さ
れ
た
「
経
済
・
財
政
再
生
計
画
」
を
踏
ま

え
、
交
付
団
体
を
は
じ
め
地
方
の
安
定
的
な

財
政
運
営
に
必
要
と
な
る
地
方
の
一
般
財
源

総
額
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
九
年
度
地
方
財

政
計
画
の
水
準
を
下
回
ら
な
い
よ
う
実
質
的

に
同
水
準
を
確
保
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、

引
き
続
き
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
大
幅
な
財

源
不
足
に
つ
い
て
、
地
方
財
政
の
運
営
上
支

障
が
生
じ
な
い
よ
う
適
切
な
補
填
措
置
が
講

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

　「
通
常
収
支
分
」
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、

次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
一
般
財
源
総
額
の
確
保

　
平
成
三
十
年
度
の
一
般
財
源
総
額
は
、

前
年
度
を
上
回
る
六
二
・
一
兆
円
（
水
準

平
成
三
十
年
度
　
地
方
財
政
計
画
の
概
要
等
に
つ
い
て

市
町
村
課
課
長
補
佐
（
企
画
財
政
担
当
）　

田
　
村
　
俊
　
幸
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超
経
費
を
除
く
一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て

も
前
年
度
を
上
回
る
六
○
・
三
兆
円
）
が

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
等
の
「
社
会
保
障
関
係
経
費
」、「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
（
前
年

度
と
同
額
の
一
・
○
兆
円
）」
及
び
「
重

点
課
題
対
応
分
（
前
年
度
と
同
額
の
○
・

二
五
兆
円
」
等
の
歳
出
が
適
切
に
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
で
き
る
限
り
「
地
方
交
付
税
」

を
確
保
す
る
と
と
も
に
「
臨
時
財
政
対
策

債
」
を
抑
制
す
る
た
め
、
精
算
減
（
平
成

二
十
八
年
度
国
税
決
算
分
）
の
繰
延
べ
、

地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
の
公
庫
債
権
金

利
変
動
準
備
金
の
活
用
な
ど
、
様
々
な
工

夫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、「
地
方
交
付
税
」
に
つ
い

て
は
、
前
年
度
か
ら
の
減
を
概
算
要
求
時

点
の
▲
○
・
四
兆
円
か
ら
▲
○
・
三
兆
円

に
減
少
を
抑
制
し
、
一
六
・
○
兆
円
を
確

保
し
つ
つ
、「
臨
時
財
政
対
策
債
」
に
つ

い
て
は
、
概
算
要
求
時
点
の
＋
○
・
五
兆

円
か
ら
大
幅
に
増
加
を
抑
制
し
、
前
年
度

か
ら
▲
○
・
一
兆
円
の

減
に
抑
制
さ
れ
ま
し
た
。

②
公
共
施
設
等
の
適
正

　
管
理
の
推
進
等

　（
資
料
２
）

　
公
共
施
設
等
の
老
朽

化
対
策
を
は
じ
め
適
正

管
理
を
推
進
す
る
た
め
、

「
公
共
施
設
等
適
正
管

理
推
進
事
業
費
」
に
つ

い
て
、
河
川
、
港
湾
等

の
長
寿
命
化
事
業
や
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

化
事
業
を
対
象
に
追
加

す
る
な
ど
、
内
容
を
拡

充
す
る
と
と
も
に
、
事

業
費
を
増
額
し
、
前
年
度
か
ら
＋
○
・
一

兆
円
増
の
○
・
五
兆
円
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
、
公
共
施
設
等
適

正
管
理
推
進
事
業
の
進
捗
に
伴
い
増
加
が

見
込
ま
れ
る
公
共
施
設
等
の「
維
持
補
修
」

に
要
す
る
経
費
が
増
額（
＋
二
五
○
億
円
）

さ
れ
て
い
ま
す
。

③
歳
出
特
別
枠
の
廃
止
及
び
必
要
な
歳
出
の

　
確
保

　
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
行
っ
て
き
た
、

資料１

出典：平成30年度地方財政計画のポイント（平成30年２月６日総務省）
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「
危
機
対
応
モ
ー
ド
」
か
ら
「
平
時
モ
ー

ド
」
へ
の
切
替
え
を
進
め
る
た
め
、
公
共

施
設
等
の
老
朽
化
対
策
・
維
持
補
修
の
た

め
の
経
費
や
、
社
会
保
障
関
係
の
地
方
単

独
事
業
の
増
に
対
応
し
た
歳
出
を
○
・
二

兆
円
確
保
し
た
上
で
、「
歳
出
特
別
枠
（
前

年
度
○
・
二
兆
円
）」
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

  （
２
）
東
日
本
大
震
災
分

　
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
事
業
等
の

財
源
と
し
て
、「
震
災
復
興
特
別
交
付
税
」

が
○
・
四
兆
円
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
　
地
方
自
治
体
の
基
金

　
調
査
結
果
等
か
ら

　
平
成
二
十
九
年
度
に
総
務
省
が
実
施
し
た

基
金
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
八

年
度
末
ま
で
の
十
年
間
の
残
高
増
加
の
要
因

と
し
て
、
市
町
村
で
は
「
合
併
に
よ
る
財
政

支
援
終
了
後
を
見
据
え
た
蓄
え
」
と
、「
公

共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
」
や
「
災
害
対
応
」

な
ど
将
来
の
備
え
の
た
め
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。（
資
料
３
）

　
こ
の
調
査
結
果
や
平
成
二
十
九
年
度
の
経

済
財
政
諮
問
会
議
等
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま

え
、
総
務
省
か
ら
「
平
成
三
十
年
度
の
地
方

財
政
の
見
通
し
・
予
算
編
成
上
の
留
意
事
項

等
に
つ
い
て
（
平
成
三
十
年
一
月
二
十
五
日

事
務
連
絡
）」
で
、
地
方
自
治
体
の
「
基
金
」

に
関
す
る
留
意
点
と
し
て
、
次
の
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

①
　「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
つ

い
て
、
不
断
の
見
直
し
に
よ
る
充
実
化
を

図
る
と
と
も
に
、
充
当
可
能
な
財
源
と
し

て
地
方
債
や
「
基
金
」
等
を
的
確
に
見
込

み
、
計
画
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
適
時

適
切
な
対
策
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
こ

と
②
　
そ
の
規
模
や
管
理
な
ど
に
つ
い
て
十
分

↓

―

出典：平成30年度地方財政計画の概要（平成30年２月６日総務省）

資料２
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検
討
を
行
っ
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
基

金
」
の
設
置
の
趣
旨
に
即
し
て
、
確
実
か

つ
効
率
的
な
運
用
を
行
い
つ
つ
、
優
先
的

に
取
り
組
む
べ
き
事
業
へ
の
活
用
を
図
る

な
ど
、
適
正
な
管
理
・
運
営
に
努
め
ら
れ

た
い
こ
と

③
　「
基
金
」
の
考
え
方
・
増
減
の
理
由
・

今
後
の
方
針
等
の
基
金
の
積
立
状
況
等
に

つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
度
に
実
施
し

た「
基
金
の
積
立
状
況
等
に
関
す
る
調
査
」

の
内
容
を
参
考
に
、「
公
表
情
報
の
充
実
」

を
図
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
こ
と

４
　
お
わ
り
に

　
今
回
の
地
方
財
政
対
策
に
お
い
て
、
地
方

自
治
体
の
基
金
残
高
の
増
加
を
理
由
と
し
た

地
方
交
付
税
等
の
削
減
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
後
、
い
わ
ゆ
る
「
骨
太
の
方
針

二
○
一
八
」
や
平
成
三
十
一
年
度
の
国
の
予

算
編
成
に
向
け
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
等
に

お
い
て
、
基
金
増
加
に
着
目
し
た
一
方
的
な

地
方
財
政
の
見
直
し
議
論
が
継
続
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
ま
す
。                     

　
ま
た
、
先
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
国
の

「
経
済
・
財
政
再
建
計
画
」
に
お
け
る
、「
地

方
一
般
財
源
の
実
質
的
に
同
水
準
確
保
ル
ー

ル
」
は
平
成
三
十
年
度
ま
で
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
後
の
地
方
財
政
の
見
通
し
が
懸
念

さ
れ
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
市
町
村
課
に
お

き
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
、
県
内
市
町
村

と
の
連
携
を
密
に
し
、

「
徳
島
発
の
政
策
提

言
」
は
も
と
よ
り
、

全
国
知
事
会
な
ど
を

通
じ
て
、
国
に
対
し

「
将
来
に
わ
た
っ
て

安
定
的
な
地
方
一
般

財
源
総
額
の
確
保
」

を
強
く
訴
え
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

出典：地方公共団体の基金の積立状況等に関する調査結果のポイント及び分析（平成29年11月７日総務省）

基金残高増加の要因分析資料３
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平
成
三
十
年
度
地
方
債
計
画
は
、
平
成
二

十
九
年
十
二
月
二
十
二
日
に
取
り
ま
と
め
ら

れ
た
。

　
毎
年
度
の
地
方
債
計
画
は
、
地
方
財
政
法

第
五
条
の
三
第
十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

同
意
等
を
行
う
地
方
債
の
予
定
額
の
総
額
そ

の
他
政
令
で
定
め
る
事
項
に
関
す
る
書
類
と

し
て
作
成
、
公
表
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
地

方
交
付
税
制
度
と
と
も
に
地
方
財
源
を
保
障

す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

Ⅰ
　
地
方
債
計
画
の
策
定
方
針

　
平
成
三
十
年
度
地
方
債
計
画
は
、
引
き
続

き
厳
し
い
地
方
財
政
の
状
況
の
下
で
、
地
方

財
源
の
不
足
に
対
処
す
る
た
め
の
措
置
を
講

じ
、
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
が
公
共
施
設
等

の
適
正
管
理
、
防
災
・
減
災
対
策
及
び
地
域

の
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
を
着
実
に
推
進
で

き
る
よ
う
、
所
要
の
地
方
債
資
金
の
確
保
を

図
る
と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
に
関
連
す

る
事
業
を
円
滑
に
推
進
で
き
る
よ
う
、
所
要

額
に
つ
い
て
そ
の
全
額
を
公
的
資
金
で
確
保

を
図
る
こ
と
と
し
て
、
通
常
収
支
分
、
東
日

本
大
震
災
分
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
策
定
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
両
者
を
合
計
し
た
地
方
債

の
総
額
は
、
一
一
兆
六
、
五
○
九
億
円
と
な

り
、
前
年
度
に
比
べ
て
六
四
億
円
、
○
・
一
％

の
増
と
な
っ
て
い
る
。

Ⅱ
　
地
方
債
計
画
の
主
な
特
色

１
　
通
常
収
支
分

（
１
）
概
況

　
平
成
三
十
年
度
地
方
債
計
画
の
通
常
収

支
分
に
つ
い
て
は
、
地
方
財
政
の
見
通
し

に
基
づ
き
、
さ
ら
に
公
営
企
業
会
計
等
分

に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
所
要
額

等
を
勘
案
し
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。

　
総
計
で
は
、
普
通
会
計
分
が
九
兆
二
、

一
八
六
億
円
、
公
営
企
業
会
計
等
分
が
二

兆
四
、
二
七
○
億
円
で
、
合
わ
せ
て
一
一

兆
六
、
四
五
六
億
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、

前
年
度
に
比
べ
て
一
九
九
億
円
、○
・
二
％

の
増
と
な
っ
て
い
る
。（
表
１
）

（
２
）
主
な
特
色

　
①
　
公
共
施
設
等
の
適
正
管
理
の
推
進

　
　
地
方
公
共
団
体
が
、
公
共
施
設
等
の

適
正
管
理
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

け
る
よ
う
、
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推

進
事
業
に
お
い
て
、
長
寿
命
化
に
係
る

事
業
の
対
象
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
に
係
る
事

業
を
加
え
、
四
、
三
二
○
億
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。

　
　
ま
た
、
過
疎
地
域
に
お
い
て
も
、
公

共
施
設
の
適
正
管
理
を
推
進
す
る
た
め
、

過
疎
対
策
事
業
が
充
実
さ
れ
、
前
年
度

比
一
○
○
億
円
増
の
四
、
六
○
○
億
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
　
各
市
町
村
に
お
か
れ
て
は
、
こ
れ
ら

の
措
置
を
活
用
し
、
公
共
施
設
の
適
正

管
理
に
つ
い
て
、
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
等
に
基
づ
く
取
り
組
み
の
推
進

を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
②
　
財
政
融
資
資
金
の
償
還
期
間
の
延
長

　
　
辺
地
対
策
事
業
（
義
務
教
育
諸
学
校

施
設
）
に
つ
い
て
、
十
年
以
内
（
う
ち

据
置
二
年
以
内
）を
二
十
五
年
以
内（
う

ち
据
置
三
年
以
内
）
に
延
長
さ
れ
、
過

平
成
三
十
年
度
　
地
方
債
計
画
の
概
要
に
つ
い
て

市
町
村
課
係
長
（
企
画
財
政
担
当
）　

青
　
木
　
秀
　
夫
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（単位：億円、％）

平成30年度地方債計画
（通常収支分）

表１

項　　　　目
平成30年度
計画額（Ａ)

平成29年度
計画額（Ｂ)

差　　引
(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)

増　減　率
(Ｃ)／(Ｂ)×100

一　一 般 会 計 債

　１　公 共 事 業 等 16,476 16,443 33 0.2

　２　公 営 住 宅 建 設 事 業 1,130 1,130 0 0.0

　３　災 害 復 旧 事 業 873 873 0 0.0

　４　教育・福祉施設等整備事業 3,391 3,391 0 0.0

　　(1)　学 校 教 育 施 設 等 1,245 1,245 0 0.0

　　(2)　社 会 福 祉 施 設 383 383 0 0.0

　　(3)　一 般 廃 棄 物 処 理 656 656 0 0.0

　　(4)　一 般 補 助 施 設 等 567 567 0 0.0

　　(5)　施 設（ 一 般 財 源 化 分） 540 540 0 0.0

　５　一 般 単 独 事 業 22,634 21,927 707 3.2

　　(1)　一　　　　　　　　　般 2,332 2,795 △ 463 △ 16.6

　　(2)　地 域 活 性 化 690 690 0 0.0

　　(3)　防 災 対 策 871 871 0 0.0

　　(4)　地 方 道 路 等 3,221 3,221 0 0.0

　　(5)　旧 合 併 特 例 6,200 6,200 0 0.0

　　(6)　緊 急 防 災 ・ 減 災 5,000 5,000 0 0.0

　　(7)　公 共 施 設 等 適 正 管 理 4,320 3,150 1,170 37.1

　６　辺 地 及 び 過 疎 対 策 事 業 5,085 4,975 110 2.2

　　(1)　辺 地 対 策 485 475 10 2.1

　　(2)　過 疎 対 策 4,600 4,500 100 2.2

　７　公 共 用 地 先 行 取 得 等 事 業 345 345 0 0.0

　８　行 政 改 革 推 進 700 700 0 0.0

　９　調　　　　　　　　　　　整 100 100 0 0.0

計 50,734 49,884 850 1.7

二　公 営 企 業 債

　１　水 道 事 業 5,389 5,043 346 6.9

　２　工　業　用　水　道　事　業 216 247 △ 31 △ 12.6

　３　交 通 事 業 1,327 1,611 △ 284 △ 17.6

　４　電 気 事 業 ・ ガ ス 事 業 225 202 23 11.4

　５　港 湾 整 備 事 業 508 509 △ 1 △ 0.2

　６　病院事業・介護サービス事業 3,822 4,614 △ 792 △ 17.2

　７　市 場 事 業 ・ と 畜 場 事 業 358 235 123 52.3

　８　地 域 開 発 事 業 745 622 123 19.8

　９　下 水 道 事 業 12,298 11,904 394 3.3

　10　観 光 そ の 他 事 業 169 134 35 26.1

計 25,057 25,121 △ 64 △ 0.3

合　　　　　計 75,791 75,005 786 1.0
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疎
対
策
事
業
（
義
務
教
育
諸
学
校
及
び

高
等
学
校
施
設
）
に
つ
い
て
、
十
二
年

以
内
（
う
ち
据
置
三
年
以
内
）
を
二
十

五
年
以
内
（
う
ち
据
置
三
年
以
内
）
に

延
長
さ
れ
て
い
る
。

　
③
　
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行

　
　
地
方
財
源
の
不
足
に
対
処
す
る
た
め
、

地
方
財
政
法
第
五
条
の
特
例
と
し
て
、

前
年
度
に
比
べ
て
五
八
七
億
円
、
一
・

五
％
減
の
三
兆
九
、
八
六
五
億
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。

２
　
東
日
本
大
震
災
分

　
平
成
三
十
年
度
地
方
債
計
画
の
東
日
本
大

震
災
分
に
つ
い
て
は
、
復
旧
・
復
興
事
業
と

し
て
、
総
計
で
五
三
億
円
が
計
上
さ
れ
て
お

り
、
前
年
度
に
比
べ
て
一
三
五
億
円
、
七
一
・

八
％
の
減
と
な
っ
て
い
る
。（
表
２
）

Ⅲ
　
地
方
債
資
金
の
確
保

　　
平
成
三
十
年
度
地
方
債
計
画
の
資
金
の
構

成
は
、表
１
、表
２
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
通
常
収
支
分
の
公
的
資
金
（
財
政
融
資
資

金
、
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
資
金
）
に
つ

い
て
は
、
前
年
度
と
同
程
度
の
割
合
が
確
保

さ
れ
、
所
要
額
と
し
て
、
四
兆
五
、
八
四
八

億
円
（
前
年
度
比
七
六
一
億
円
、一
・
六
％
減
、

構
成
比
三
九
・
四
％
）
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

（単位：億円、％）

項　　　　目
平成30年度
計画額（Ａ)

平成29年度
計画額（Ｂ)

差　　引
(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)

増　減　率
(Ｃ)／(Ｂ)×100

三　臨 時 財 政 対 策 債 39,865 40,452 △ 587 △ 1.5

四　退 職 手 当 債 800 800 0 0.0

五　国 の 予 算 等 貸 付 金 債 （　　　276） （　　　266） （ 10） （ 3.8）

総　　　　　計
（　　　276） （　　　266） （ 10） （ 3.8）

116,456 116,257 199 0.2

内 

訳

普 通 会 計 分 92,186 91,907 279 0.3

公 営 企 業 会 計 等 分 24,270 24,350 △ 80 △ 0.3

資　金　区　分

公 的 資 金 45,848 46,609 △ 761 △ 1.6

財 政 融 資 資 金 28,066 28,545 △ 479 △ 1.7

地 方 公 共 団 体 金 融 機 構 資 金 17,782 18,064 △ 282 △ 1.6

（ 国 の 予 算 等 貸 付 金 ） （　　　276） （　　　266） （ 10） （ 3.8）

民 間 等 資 金 70,608 69,648 960 1.4

市 場 公 募 38,200 38,200 0 0.0

銀 行 等 引 受 32,408 31,448 960 3.1

その他同意等の見込まれる項目
　１　資金区分の変更等を行う場合において発行する借換債
　２　地方税等の減収が生じることとなる場合において発行する減収補塡債
　３　財政再生団体が発行する再生振替特例債

（備考）
１　一般補助施設等のうち、特別転貸債分として 58 億円を計上している。
２　国の予算等貸付金債の（　）書は、災害援護資金貸付金などの国の予算等に基づく貸付金を財源とするものであって外

書である。
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（単位：億円、％）

平成30年度地方債計画
（東日本大震災分）

表２

項　　　　　目
平成30年度
計画額（Ａ)

平成29年度
計画額（Ｂ)

差　　引
(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)

増　減　率
(Ｃ)／(Ｂ)×100

一般会計債

公営住宅建設事業 30 158 △ 128 △ 81.0

災害復旧事業 9 18 △ 9 △ 50.0

一般単独事業 2 3 △ 1 △ 33.3

公営企業債

市場事業・と畜場事業 0 1 △ 1 △ 100.0

下水道事業 12 8 4 50.0

国の予算等貸付金債 （　　　　　4） （　　　　　5） （△ 1） （△ 20.0）

総　　　　　　　　計
（　　　　　4） （　　　　　5） （△ 1） （△ 20.0）

53 188 △ 135 △ 71.8

内
訳

普 通 会 計 分 32 161 △ 129 △ 80.1

公 営 企 業 会 計 等 分 21 27 △ 6 △ 22.2

資
金
区
分

公 的 資 金

財 政 融 資 資 金 36 135 △ 99 △ 73.3

地方公共団体金融機構資金 17 53 △ 36 △ 67.9

（ 国 の 予 算 等 貸 付 金 ） （　　　　　4） （　　　　　5） （△ 1） （△ 20.0）

その他同意等の見込まれる項目
　１　東日本大震災復興特別会計予算に係る国庫支出金を受けて事業を実施する場合に発行する一般補助施設

整備等事業債
　２　上記以外の東日本大震災復興特別会計予算に係る復興交付金等を受けて事業を実施する場合に発行する

公営企業債
　３　上記以外の公営企業の事業区分において発行する震災減収対策企業債
　４　旧公営企業金融公庫資金又は地方公共団体金融機構資金の使用によって取得した財産が、東日本大震災に
　　より焼失又は滅失した場合において繰上償還の財源として発行する被災施設借換債

（備考）
　　国の予算等貸付金債の（　）書は、国の予算等に基づく貸付金を財源とするものであって外書である。

復旧・復興事業

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
分
に
つ
い
て
は
、

関
連
す
る
事
業
が
円
滑
に
推
進
で
き
る
よ
う
、

所
要
額
の
全
額
が
公
的
資
金
で
確
保
さ
れ
て

い
る
。

　
一
方
、
民
間
等
資
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の

円
滑
な
調
達
を
図
る
た
め
、
市
場
公
募
地
方

債
の
発
行
を
引
き
続
き
推
進
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

Ⅳ
　
お
わ
り
に

　
各
市
町
村
に
お
か
れ
て
は
、
中
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
た
計
画
的
な
財
政
運
営
に
資
す

る
た
め
、
地
方
債
の
発
行
に
当
た
っ
て
は
、

当
該
年
度
の
地
方
債
計
画
の
内
容
に
十
分
ご

留
意
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
将
来
に
わ
た

る
地
方
債
の
発
行
計
画
や
償
還
計
画
等
に
よ

り
、
総
合
的
な
地
方
債
の
管
理
に
努
め
つ
つ
、

地
方
債
を
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
方
創
生
に
関
す
る
取
り
組
み
や
、
公
共
施

設
の
適
正
管
理
等
の
着
実
な
推
進
を
お
願
い

し
た
い
。

　
な
お
、
平
成
三
十
年
度
の
各
事
業
債
の
詳

細
な
取
扱
い
等
、
具
体
的
な
起
債
事
務
に
つ

い
て
は
、
総
務
省
が
告
示
す
る
地
方
債
同
意

等
基
準
や
、
総
務
副
大
臣
が
通
知
す
る
地
方

債
同
意
等
基
準
運
用
要
綱
等
を
踏
ま
え
、
適

切
な
事
務
処
理
を
お
願
い
し
た
い
。
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（単位：億円、％）

平成30年度地方債計画
（通常収支分と東日本大震災分の合計）

（参考）

項　　　　目
平成30年度
計画額（Ａ)

平成29年度
計画額（Ｂ)

差　　引
(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)

増　減　率
(Ｃ)／(Ｂ)×100

一　一 般 会 計 債

　１　公 共 事 業 等 16,476 16,443 33 0.2

　２　公 営 住 宅 建 設 事 業 1,160 1,288 △ 128 △ 9.9

　３　災 害 復 旧 事 業 882 891 △ 9 △ 1.0

　４　教育・福祉施設等整備事業 3,391 3,391 0 0.0

　　(1)　学 校 教 育 施 設 等 1,245 1,245 0 0.0

　　(2)　社 会 福 祉 施 設 383 383 0 0.0

　　(3)　一 般 廃 棄 物 処 理 656 656 0 0.0

　　(4)　一 般 補 助 施 設 等 567 567 0 0.0

　　(5)　施 設（ 一 般 財 源 化 分） 540 540 0 0.0

　５　一 般 単 独 事 業 22,636 21,930 706 3.2

　　(1)　一　　　　　　　　　般 2,334 2,798 △ 464 △ 16.6

　　(2)　地 域 活 性 化 690 690 0 0.0

　　(3)　防 災 対 策 871 871 0 0.0

　　(4)　地 方 道 路 等 3,221 3,221 0 0.0

　　(5)　旧 合 併 特 例 6,200 6,200 0 0.0

　　(6)　緊 急 防 災 ・ 減 災 5,000 5,000 0 0.0

　　(7)　公 共 施 設 等 適 正 管 理 4,320 3,150 1,170 37.1

　６　辺 地 及 び 過 疎 対 策 事 業 5,085 4,975 110 2.2

　　(1)　辺 地 対 策 485 475 10 2.1

　　(2)　過 疎 対 策 4,600 4,500 100 2.2

　７　公 共 用 地 先 行 取 得 等 事 業 345 345 0 0.0

　８　行 政 改 革 推 進 700 700 0 0.0

　９　調　　　　　　　　　　　整 100 100 0 0.0

計 50,775 50,063 712 1.4

二　公 営 企 業 債

　１　水 道 事 業 5,389 5,043 346 6.9

　２　工　業　用　水　道　事　業 216 247 △ 31 △ 12.6

　３　交 通 事 業 1,327 1,611 △ 284 △ 17.6

　４　電 気 事 業 ・ ガ ス 事 業 225 202 23 11.4

　５　港 湾 整 備 事 業 508 509 △ 1 △ 0.2

　６　病院事業・介護サービス事業 3,822 4,614 △ 792 △ 17.2

　７　市 場 事 業 ・ と 畜 場 事 業 358 236 122 51.7

　８　地 域 開 発 事 業 745 622 123 19.8

　９　下 水 道 事 業 12,310 11,912 398 3.3

　10　観 光 そ の 他 事 業 169 134 35 26.1

計 25,069 25,130 △ 61 △ 0.2

合　　　　　計 75,844 75,193 651 0.9
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（単位：億円、％）

項　　　　目
平成30年度
計画額（Ａ)

平成29年度
計画額（Ｂ)

差　　引
(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)

増　減　率
(Ｃ)／(Ｂ)×100

三　臨 時 財 政 対 策 債 39,865 40,452 △ 587 △ 1.5

四　退 職 手 当 債 800 800 0 0.0

五　国 の 予 算 等 貸 付 金 債 （　　　280） （　　　271） （ 9） （ 3.3）

総　　　　　計
（　　　280） （　　　271） （ 9） （ 3.3）

116,509 116,445 64 0.1

内 

訳

普 通 会 計 分 92,218 92,068 150 0.2

公 営 企 業 会 計 等 分 24,291 24,377 △ 86 △ 0.4

資　金　区　分

公 的 資 金 45,901 46,797 △ 896 △ 1.9

財 政 融 資 資 金 28,102 28,680 △ 578 △ 2.0

地 方 公 共 団 体 金 融 機 構 資 金 17,799 18,117 △ 318 △ 1.8

（ 国 の 予 算 等 貸 付 金 ） （　　　280） （　　　271） （ 9） （ 3.3）

民 間 等 資 金 70,608 69,648 960 1.4

市 場 公 募 38,200 38,200 0 0.0

銀 行 等 引 受 32,408 31,448 960 3.1

その他同意等の見込まれる項目
　１　資金区分の変更等を行う場合において発行する借換債
　２　地方税等の減収が生じることとなる場合において発行する減収補塡債
　３　財政再生団体が発行する再生振替特例債
　４　旧公営企業金融公庫資金又は地方公共団体金融機構資金の使用によって取得した財産が、東日本大震災に
　　より焼失又は滅失した場合において繰上償還の財源として発行する被災施設借換債

（備考）

　１　一般補助施設等のうち、特別転貸債分として 58 億円を計上している。
　２　国の予算等貸付金債の（　）書は、災害援護資金貸付金などの国の予算等に基づく貸付金を財源とするもの

であって外書である。
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は
じ
め
に

　
平
成
三
十
年
度
の
税
制
改
正
大
綱
で
は
、

経
済
の
成
長
軌
道
を
確
か
な
も
の
と
す
る
た

め
、
最
大
の
課
題
で
あ
る
少
子
高
齢
化
の
克

服
に
向
け
て
「
生
産
性
革
命
」
と
「
人
づ
く

り
革
命
」
を
断
行
し
デ
フ
レ
か
ら
の
完
全
脱

却
を
図
り
、
人
生
一
〇
〇
年
時
代
を
見
据
え
、

誰
も
が
生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
「
一
億
総

活
躍
時
代
」
を
作
り
上
げ
る
と
さ
れ
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
働
き
方
の
多
様
化
を
踏
ま
え

た
給
与
所
得
控
除
等
の
見
直
し
や
中
小
企
業

の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
設
備
投
資
促
進
税

制
の
大
胆
な
拡
充
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
環
境
面
に
関
し
ま
し
て
、
地
方
が

実
施
す
る
森
林
整
備
等
に
必
要
な
財
源
に
充

て
る
た
め
、
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
等
の
創

設
も
決
定
さ
れ
る
な
ど
多
様
な
改
正
が
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
以
下
、
市
町
村
税
に
関

す
る
主
な
改
正
点
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

１
　
個
人
住
民
税
関
係

（
１
）　
個
人
住
民
税
に
お
け
る
給
与
所
得
控

除
制
度
等
の
見
直
し(

平
成
三
十
三
年
度

課
税
分
～
）

　「
働
き
方
改
革
」
を
後
押
し
す
る
と
し
て
、

平
成
二
十
九
年
度
税
制
改
正
に
お
け
る
配
偶

者
向
上
等
の
見
直
し
（
平
成
三
十
一
年
度
課

税
分
か
ら
適
用
）
に
引
き
続
き
、
所
得
税
と

同
様
に
給
与
所
得
控
除
・
公
的
年
金
等
控
除

の
制
度
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、
そ
の
一
部

を
基
礎
控
除
に
振
り
替
え
る
等
の
改
正
が
行

わ
れ
ま
す
。
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

①
　
給
与
所
得
控
除
・
公
的
年
金
控
除
か
ら

の
基
礎
控
除
へ
の
振
替 

　
働
き
方
の
多
様
化
を
踏
ま
え
、
特
定
の
働

き
方
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
働
く
方
を
広
く

応
援
す
る
と
し
て
、
給
与
所
得
控
除
・
公
的

年
金
等
控
除
が
十
万
円
引
き
下
げ
ら
れ
る
と

と
も
に
、
基
礎
控
除
額
が
同
額
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
の
改
正
に
よ
り
基
礎
控
除
額
は
、

現
行
の
三
十
三
万
円
か
ら
四
十
三
万
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

②
　
給
与
所
得
控
除
の
見
直
し

　
現
行
の
所
得
控
除
水
準
は
、
諸
外
国
に
比

べ
過
大
で
あ
る
と
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
給

与
所
得
控
除
が
上
限
と
な
る
給
与
収
入
の
見

直
し
が
行
わ
れ
、
上
限
と
な
る
給
与
収
入
が

一
千
万
円
か
ら
八
百
五
十
万
円
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
と
合
わ
せ
て
、
二
十
二
歳
以
下
の
扶

養
親
族
が
い
る
子
育
て
世
帯
や
特
別
障
害
者

控
除
の
対
象
と
な
る
扶
養
親
族
等
が
同
一
生

計
内
に
い
る
介
護
世
帯
に
つ
い
て
は
、
負
担

増
と
な
ら
な
い
よ
う
所
得
金
額
調
整
控
除
が

創
設
さ
れ
、
年
末
調
整
に
お
い
て
、
給
与
等

の
収
入
金
額
が
八
百
五
十
万
円
を
超
え
る
居

住
者
で
、
特
別
障
害
者
に
該
当
す
る
も
の
又

は
二
十
三
歳
未
満
の
扶
養
親
族
を
有
す
る
も

の
若
し
く
は
特
別
障
害
者
で
あ
る
同
一
生
計

配
偶
者
若
し
く
は
扶
養
親
族
を
有
す
る
も
の

で
あ
る
場
合
は
、
給
与
等
の
収
入
金
額
（
一

千
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
一
千
万
円
）
か

ら
八
百
五
十
万
円
を
控
除
し
た
金
額
の
一

〇
％
に
相
当
す
る
金
額
が
給
与
所
得
の
金
額

か
ら
控
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
成
三
十
年
度
　
税
制
改
正
（
市
町
村
税
関
係
）
に
つ
い
て

市
町
村
課
課
長
補
佐
（
税
政
担
当
）　

美
　
吉
　
克
　
春
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③
　
公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し

　
公
的
年
金
等
控
除
に
つ
い
て
は
、
収
入
が

増
加
し
て
も
上
限
が
な
く
高
所
得
の
年
金
所

得
者
に
手
厚
い
制
度
と
な
っ
て
い
る
な
ど
か

ら
、
控
除
額
に
上
限
が
設
定
さ
れ
、
控
除
の

上
限
額
は
、
百
九
十
五
・
五
万
円
（
基
礎
控

除
へ
の
振
替
に
伴
う
十
万
円
引
下
げ
分
を
含

む
。）
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
公
的
年
金
等
収
入
以
外
の
所
得
金

額
が
一
千
万
円
を
超
え
る
場
合
は
更
な
る
控

除
額
の
引
下
げ
が
行
わ
れ
、
他
の
所
得
金
額

が
一
千
万
円
超
の
場
合
は
、
十
万
円
、
二
千

万
円
超
の
場
合
は
、
二
十
万
円
控
除
額
が
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

④
　
基
礎
控
除
の
見
直
し

　
高
所
得
者
ま
で
税
負
担
の
軽
減
効
果
を
及

ぼ
す
必
要
性
は
乏
し
い
と
の
議
論
を
経
て
、

所
得
控
除
方
式
を
維
持
し
つ
つ
控
除
額
を
逓

減
消
失
さ
せ
る
仕
組
み
が
次
の
と
お
り
と
さ

れ
ま
す
。

　
・
合
計
所
得
金
額

　
　
　
二
千
四
百
万
円
超
～
二
千
四
百
五
十

　
　
　
万
円
以
下
　
　
　
　
　
二
十
九
万
円

　
・
合
計
所
得
金
額

　
　
　
二
千
四
百
五
十
万
円
超
～
二
千
五
百

　
　
　
万
円
以
下
　
　
　
　
　
　
十
五
万
円

　
・
合
計
所
得
金
額

　
　
　
二
千
五
百
万
円
超
　
　
　
適
用
な
し

（
２
）　
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
等
の
創
設

　
パ
リ
協
定
の
下
、
我
が
国
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
削
減
目
標
の
達
成
等
の
た
め
、
地
方

が
実
施
す
る
森
林
整
備
等
に
係
る
経
費
を
安

定
的
に
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
森
林
環
境
税

（
仮
称
）
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）

が
創
設
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
　
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
の
創
設

　
ア
　
基
本
的
な
仕
組
み

　(

ア)

　
納
税
義
務
者
等

：

国
税
と
し
て
国

　
　
　
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

　(

イ)

　
税
率

：

年
額
一
千
円

　(

ウ)

　
賦
課
徴
収

：

市
町
村
が
個
人
住
民

　
　
　
税
と
併
せ
て
徴
収

　(

エ)

　
国
へ
の
払
込
み

：

納
付
納
入
さ
れ

　
　
　
た
税
額
を
、
都
道
府
県
を
経
由
し
て

　
　
　
国
の
譲
与
税
特
別
会
計
に
払
い
込
み

　
イ
　
施
行
期
日

　
　
　
平
成
三
十
六
年
度
か
ら

　
ウ
　
そ
の
他

　
　
　
個
人
住
民
税
に
準
じ
て
非
課
税
、
減

　
　
免
の
範
囲
な
ど
を
設
計

②
　
森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）
の
創
設

　
ア
　
基
本
的
な
仕
組
み

　(

ア)

　
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
の
収
入
額

　
　
　
に
相
当
す
る
額
を
、
市
町
村
及
び
都

　
　
　
道
府
県
に
譲
与

　(

イ)

　
譲
与
基
準
等

　
　
ａ
　
市
町
村
分   

　
　(

ａ)

　
譲
与
割
合

　
　
　
　
　
森
林
環
境
譲
与
税
の
９
／
10

　
　(

ｂ)

　
譲
与
基
準

　
　
　
　
・
私
有
林
人
工
林
面
積
　
５
／
10

　
　
　
　
・
林
業
就
業
者
数
　
２
／
10

　
　
　
　
・
人
口
　
３
／
10

　
　
ｂ
　
都
道
府
県
分   

　
　(

ａ)

　
譲
与
割
合

　
　
　
　
　
森
林
環
境
譲
与
税
の
１
／
10

　
　(

ｂ)

　
譲
与
基
準

　
　
　
　
・
私
有
林
人
工
林
面
積
　
５
／
10

　
　
　
　
・
林
業
就
業
者
数
　
２
／
10

　
　
　
　
・
人
口
　
３
／
10

　
　
※
　
私
有
林
人
工
林
面
積
は
、
林
野
率

　
　
　
に
よ
り
補
正

　(

ウ)

　
使
途
及
び
公
表

　
　
ａ
　
使
途

　
　(

ａ)

　
市
町
村

            

森
林
整
備
及
び
そ
の
促
進
に
関
す

　
　
　
る
費
用

　
　(

ｂ)

　
都
道
府
県

            

市
町
村
の
支
援
等
に
関
す
る
費
用

　
　
ｂ
　
公
表

　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
使
途
の

　
　
　
公
表
を
義
務
づ
け

   

イ
　
施
行
期
日

　
　
　
平
成
三
十
一
年
度
か
ら

③
　
経
過
措
置

　
地
方
に
お
け
る
森
林
整
備
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
森
林
環
境
税（
仮
称
）に

先
立
ち
、
森
林
環
境
譲
与
税（
仮
称
）の
譲
与

を
開
始
す
る
こ
と
に
伴
い
、
次
の
よ
う
な
経
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過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
課
税
開
始
ま
で
の
譲
与
税
財
源
に

つ
い
て
は
、
譲
与
税
特
別
会
計
か
ら
の
借
入

金
を
充
て
る
こ
と
と
し
、
後
年
度
の
税
額
の

一
部
か
ら
返
済
し
て
い
く
と
さ
れ
て
お
り
、

平
成
四
十
五
年
度
か
ら
森
林
環
境
税（
仮
称
）

の
全
額
が
譲
与
税
財
源
と
な
る
予
定
で
す
。

　
ア
　
譲
与
予
定
額

　
　
・
平
成
三
十
一
年
度
～
三
十
三
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
百
億
円

　 

・
平
成
三
十
四
年
度
～

　
　
　
　
　
三
十
六
年
度

　
　
　
　
　
　
　
三
百
億
円

　
・
平
成
三
十
七
年
度
～

　
　
　
　
　
　
四
十
年
度

　
　
　
　
　
　
　
四
百
億
円

　
・
平
成
四
十
一
年
度
～

　
　
　
　
　
四
十
四
年
度

　
　
　
　
　
　
　
五
百
億
円

　
・
平
成
四
十
五
年
度
～

　
　
　
　
　
　
　
六
百
億
円

イ
　
償
還
予
定
額

　
・
平
成
三
十
七
年
度
～

　
　
　
　
　
　
四
十
年
度

　
　
　
　
　
　
　
二
百
億
円

　
・
平
成
四
十
一
年
度
～

　
　
　
　
　
四
十
四
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
百
億
円

ウ
　
譲
与
予
定
割
合

　
制
度
開
始
当
初
は
、
市
町

村
の
体
制
整
備
の
た
め
の
都

道
府
県
の
支
援
が
不
可
欠
と

し
て
、
都
道
府
県
へ
の
譲
与
割
合
が
高

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
表
１
）

２
　
固
定
資
産
税
関
係

（
１
）　
償
却
資
産
に
係
る
生
産
革
命
の
実
現

に
向
け
た
中
小
企
業
の
設
備
投
資
の
特

例
措
置
等

　
固
定
資
産
税
が
市
町
村
を
支
え
る
基
幹
税

で
あ
る
と
し
て
、
償
却
資
産
に
対
す
る
固
定

資
産
税
制
度
を
維
持
し
た
上
で
、
政
府
に
お

い
て
は
、
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
の
三
年
間

を
「
生
産
性
革
命
集
中
投
資
期
間
」
と
位
置

づ
け
、
大
胆
な
税
制
・
予
算
・
規
制
改
革
等

の
施
策
を
講
じ
る
予
定
と
し
て
お
り
、
中
小

企
業
の
設
備
投
資
促
進
に
向
け
て
、「
生
産

性
向
上
特
別
措
置
法
（
仮
称
）」
の
規
定
に

よ
り
市
町
村
が
策
定
す
る
「
導
入
促
進
基
本

計
画
」
に
合
致
す
る
と
認
め
ら
れ
た
中
小
企

業
が
導
入
す
る
一
定
の
設
備
に
つ
い
て
、
異

例
の
措
置
と
し
て
、
固
定
資
産
税
の
価
格
を

ゼ
ロ
か
ら
二
分
の
一
に
軽
減
で
き
る
仕
組
み

が
創
設
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
中
小
企
業
の
設
備
を
助
成
す
る
措

置
と
し
て
、
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
特
例

率
を
ゼ
ロ
と
定
め
た
市
区
町
村
の
中
小
企
業

は
、「
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
経

営
力
向
上
支
援
補
助
金
」
等
の
補
助
事
業
に

お
い
て
、「
優
先
採
択
」
や
「
補
助
率
引
上
げ
」

な
ど
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

期
　
　
　
間

市
町
村

都
道
府
県

平
成
三
十
一
年
度
～

　
　
　
三
十
六
年
度

80
／
100

20
／
100

平
成
三
十
七
年
度
～

　
　
　
　
四
十
年
度

85
／
100

15
／
100

平
成
四
十
一
年
度
～

　
　
　
四
十
四
年
度

88
／
100

12
／
100

平
成
四
十
五
年
度
～

90
／
100

10
／
100

表１

森林整備等のために必要な費用を、国民一人一人が広く等しく負担を分任して森林を支える仕組み

1,000円/年

1,000円/年

3,000円/年

道 府 県 民 税

市 町 村 民 税

（賦課徴収は市町村が行う）
森 林 環 境 税（仮称）国

税

賦
課
決
定

森 林 環 境 譲 与 税（仮称）

公 益 的 機 能 の 発 揮

地球温暖化
防止機能

災害防止・
国土保全機能 水源涵養機能

約6,200万人
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対
象
と
な
る
設
備
投
資

①
　
市
町
村
計
画
に
基
づ
き
中
小
企
業
が

　
実
施
す
る
設
備
投
資

　
・
中
小
企
業
は
商
工
会
等
と
連
携
し
、

　
　
設
備
投
資
計
画
を
策
定

　
・
企
業
の
設
備
投
資
計
画
が
市
町
村
計

　
　
画
に
合
致
す
る
か
を
市
町
村
が
認
定

②
　
真
に
生
産
性
革
命
を
実
現
す
る
た
め

　
の
設
備
投
資

　（
導
入
に
よ
り
、
労
働
生
産
性
が
年
平

　
均
三
％
以
上
向
上
す
る
設
備
投
資
）

③
　
企
業
の
収
益
向
上
に
直
接
つ
な
が
る

　
設
備
投
資

　（
生
産
、
販
売
活
動
等
の
用
に
直
接
供

　
さ
れ
る
新
た
な
設
備
へ
の
投
資
）

　
※
②
及
び
③
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
に

　
　
よ
り
、
単
純
な
更
新
投
資
は
除
外
さ

　
　
れ
る

（
表
２
）

（
２
）　
そ
の
他
の
措
置
等

①
　
固
定
資
産
税
（
土
地
）
の
負
担
調
整
措

置
の
延
長

②
　
首
都
圏
の
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の

た
め
の
首
都
圏
以
外
に
整
備
し
た
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
の
設
備
に
係
る
課
税
標
準
の
特

例
措
置
の
創
設

③
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
が
行
わ
れ
た
劇
場

や
音
楽
堂
に
係
る
税
額
の
減
額
措
置
の
創

設
④
　
新
築
住
宅
に
係
る
税
額
の
減
額
措
置
の

適
用
期
限
の
延
長

⑤
　
耐
震
改
修
等
を
行
っ
た
住
宅
に
係
る
固

定
資
産
税
の
減
額
措
置
の
延
長
　
　
な
ど

３
　
地
方
の
た
ば
こ
税
率

　
の
引
上
げ

　
国
と
地
方
の
た
ば
こ
税
の
配
分
比
率

（
一

：

一
）
を
維
持
し
た
上
で
、

た
ば
こ
税
率
が
平
成
三
十
年
十
月

一
日
か
ら
三
段
階
で
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。（
国
と
地
方
分
合
わ
せ

て
一
本
当
た
り
一
円
ず
つ
計
三

円
）

　
ま
た
、
加
熱
式
た
ば
こ
の
課
税

方
式
に
つ
い
て
、
新
た
な
区
分
と

し
て
、
加
熱
式
た
ば
こ
の
区
分
が

創
設
さ
れ
、
紙
巻
き
た
ば
こ
の
本

数
へ
の
換
算
方
法
と
し
て
重
量
と

価
格
の
要
素
を
勘
案
し
た
換
算
方

式
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
五
年
間
か
け
て
段
階
的
に
移

行
さ
れ
、
第
一
段
階
（
平
成
三
十

年
十
月
一
日
）
で
は
、
旧
課
税
方

式
で
換
算
し
た
本
数
を
五
分
の
四
、

新
課
税
方
式
で
換
算
し
た
本
数
を

五
分
の
一
と
し
て
、
そ
れ
を
合
わ

せ
た
数
が
加
熱
式
た
ば
こ
の
紙
巻

き
た
ば
こ
へ
の
換
算
本
数
と
な
り

ま
す
。

　
二
段
階
目
（
平
成
三
十
一
年
十

月
一
日
）
は
、
旧
課
税
方
式
五
分
の
三
、
新

課
税
方
式
五
分
の
二
、
三
段
階
目
（
平
成
三

十
二
年
十
月
一
日
）
は
旧
課
税
方
式
五
分
の

二
、
新
課
税
方
式
五
分
の
三
と
、
換
算
方
式

を
一
年
毎
に
変
更
し
て
い
き
、
平
成
三
十
四

年
十
月
一
日
に
新
課
税
方
式
へ
の
移
行
が
完

了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
表
３
）
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〈生産性向上特別措置法案〉

表２
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４
　
地
方
消
費
税
の
清
算
基

　
準
の
抜
本
的
な
見
直
し

　
地
方
消
費
税
の
清
算
基
準
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
九
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
三

十
年
度
税
制
改
正
で
抜
本
的
な
見
直
し
を
す

る
と
明
記
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
検
討
会
で
検
討
さ
れ
た

結
果
、
最
終
消
費
地
と
の
乖
離
が
あ
る
統
計

デ
ー
タ
に
つ
い
て
除
外
す
る
と
い
う
見
直
し

が
行
わ
れ
、
小
売
業
に
お
い
て
、
百
貨
店
・

家
電
大
型
専
門
店
等
を
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
つ

い
て
は
、
建
物
売
買
業
・
娯
楽
附
帯
サ
ー
ビ

ス
業
の
額
を
除
外
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
統
計
カ
バ
ー
率
が

五
十
％
程
度
に
低
下
し
た
の
で
、
統
計
カ

バ
ー
率
を
七
十
五
％
か
ら
五
十
％
に
引
き
下

げ
、
残
り
の
統
計
カ
バ
ー
外
の
指
標
に
つ
い

て
、
全
て
人
口
で
代
替
す
る
と
い
う
改
正
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
清
算
基
準
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
平
成
三
十
年
四
月
以
降
の
清
算
か
ら

使
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。（
表
４
）

表３

表４
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５
　
地
方
税
の
電
子
化

（
１
）　
共
通
電
子
納
税
シ
ス
テ
ム
（
共
同
収

　
　
納
）
の
導
入

　
企
業
が
一
度
の
手
続
き
で
複
数
の
地
方
団

体
へ
の
納
税
を
可
能
と
す
る
た
め
、
全
地
方

公
共
団
体
が
加
入
・
運
営
し
て
い
る
電
子
情

報
処
理
組
織
（ e LT

A
X

）
を
活
用
し
て
で

き
る
仕
組
み
が
平
成
三
十
一
年
十
月
か
ら
導

入
さ
れ
、 e LT

A
X

の
運
営
主
体
に
つ
い
て
、

秘
密
保
持
義
務
な
ど
を
制
度
上
措
置
す
る
と

し
て
地
方
税
法
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
す
。

（
表
５
）

（
２
）　
大
法
人
の
法
人
住
民
税
等
に
係
る
電

　
　
子
申
告
の
義
務
化

　
平
成
三
十
二
年
度
か
ら
、
資
本
金
一
億
円

超
の
普
通
法
人
等
に
対
し
て
、
法
人
住
民
税
、

法
人
事
業
税
及
び
地
方
消
費
税
の
電
子
申
告

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

む
す
び
に

  

今
年
度
の
税
制
改
正
で
は
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
っ
た
地
方
の
森
林
整
備
に
充
て
る
財
源

と
し
て
新
税
が
創
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、
課

題
で
あ
る
地
方
税
の
偏
在
是
正
に
向
け
て
地

方
消
費
税
の
清
算
基
準
の
見
直
し
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
地
方
税
の
偏
在
是
正
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
検
討
事
項
と
し
て
、「
都
市
・
地
方

の
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の
地
方
税
体
系

の
構
築
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
よ
り
偏
在
性

の
小
さ
い
地
方
税
体
系
の
構
築
に
向
け
て
、

新
た
に
抜
本
的
な
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
と

し
て
、
特
に
偏
在
度
の
高
い
地
方
法
人
課
税

に
お
け
る
税
源
の
偏
在
を
是
正
す
る
新
た
な

措
置
に
つ
い
て
、
消
費
税
率
一
〇
％
段
階
に

お
い
て
地
方
法
人
特
別
税
・
譲
与
税
が
廃
止

さ
れ
法
人
事
業
税
に
復
元
さ
れ
る
こ
と
等
も

踏
ま
え
て
検
討
し
、
平
成
三
十
一
年
度
税
制

改
正
に
お
い
て
結
論
を
得
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。 

  

ま
た
、
地
方
税
の
電
子
化
に
つ
い
て
は
、

給
与
所
得
に
係
る
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

通
知
（
納
税
義
務
者
用
）
に
つ
い
て
、 e LT

A
X

に
よ
り
特
別
徴
収
義
務
者
を
経
由
し
、
送
付

す
る
仕
組
み
を
、
地
方
公
共
団
体
間
の
差
異

が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
検
討
す
る
と

さ
れ
、
更
な
る
電
子
化
の

推
進
が
見
込
ま
れ
て
お
り

ま
す
。

  

皆
さ
ま
方
に
は
、
こ
れ

ら
の
今
後
の
検
討
事
項
と

さ
れ
た
事
項
の
動
向
を
注

視
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と

と
も
に
、
地
方
財
源
確
保

に
向
け
た
よ
り
一
層
の
適

正
な
課
税
・
徴
収
事
務
の

執
行
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

表５
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は
じ
め
に

　
私
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
二
年
間
、

県
庁
か
ら
三
好
市
に
派
遣
と
な
り
、
三
好
市

政
策
監
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
世
界
選
手
権
実
行

委
員
会
事
務
局
長
と
し
て
の
業
務
に
従
事
し

ま
し
た
。
平
成
三
十
年
四
月
の
人
事
異
動
で

三
好
市
を
離
れ
ま
し
た
が
、
七
一
カ
国
五
二

二
名
の
選
手
が
参
加
し
た
「
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

世
界
選
手
権
２
０
１
７
」
の
開
催
に
か
か

わ
っ
た
者
の
一
人
と
し
て
、
そ
の
内
容
を
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
具
体
的
な
「
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
世
界

選
手
権
２
０
１
７
」
に
つ
い
て
の
説
明
の
前

に
、
三
好
市
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
状
況
に
つ

い
て
、
少
し
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
、「
ラ
フ
ト
」
と
呼
ば

れ
る
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
激
流
を
下
っ
て
い
く
、

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
日
本
で
は
一

九
九
〇
年
代
初
め
よ
り
、
一
般
体
験
型
の

「
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
・（
商
業
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
）」
が
開
始
さ
れ
、
子
供
か
ら

大
人
ま
で
気
軽
に
大
自
然
を
満
喫
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
三
好
市
と
そ
の
上
流
に
位
置
す
る
高
知
県

大
豊
町
で
は
「
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
」
と
し
て
二
十
の
事
業
者
が
営
業
を
行
っ

て
お
り
、
毎
年
約
四
万
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、「
レ
ー
ス
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
」
に
つ

い
て
で
す
が
、
ラ
フ
ト
ボ
ー
ト
に
四
人
も
し

く
は
六
人
で
乗
り
込
み
、
激
流
を
い
か
に
早

く
正
確
に
下
れ
る
か
を
タ
イ
ム
で
競
う
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

　
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
世
界
選
手
権
で
の
種
目
と

し
て
は
、

・
ス
プ
リ
ン
ト
（
短
距
離
の
タ
イ
ム
ト
ラ
イ

ア
ル
）
　
　
　
　
　
（
優
勝
一
〇
〇
点
）

・
Ｈ
２
Ｈ
（
二
艇
同
時
ス
タ
ー
ト
に
よ
る
短

距
離
レ
ー
ス
）
　
　
（
優
勝
二
〇
〇
点
）

・
ス
ラ
ロ
ー
ム
（
指
定
さ
れ
た
順
番
に
ゲ
ー

ト
を
通
過
し
、
タ
イ
ム
を
競
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
優
勝
三
〇
〇
点
）

・
ダ
ウ
ン
リ
バ
ー
（
三
～
四
艇
ず
つ
ス
タ
ー

ト
し
、
長
距
離
で
の
タ
イ
ム
を
競
う
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
優
勝
四
〇
〇
点
）

の
四
種
目
が
あ
り
、
各
種
目
の
順
位
に
よ
っ

て
ポ
イ
ン
ト
が
与
え
ら
れ
、
獲
得
ポ
イ
ン
ト

の
合
計
で
、
総
合
順
位
が
決
ま
る
も
の
で
す
。

　
国
内
で
の
レ
ー
ス
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
歴
史

は
古
く
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
、
大
学
探
検

部
を
中
心
に
利
根
川
、
長
良
川
、
天
竜
川
、

北
山
川
な
ど
全
国
各
地
で
大
会
が
開
催
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
世
界
選
手
権
2017
を
振
り
返
っ
て

三
好
市
政
策
監　

春
　
木
　
尚
　
登

スタート地点付近（H2H）
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ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
、
パ
ド
ル
を
漕
ぐ
瞬
発

力
や
持
久
力
と
い
っ
た
運
動
能
力
に
加
え
、

川
を
読
む
力
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
ど
総
合
的

な
力
が
試
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。世

界
選
手
権
の
誘
致
に
至

る
ま
で

　
平
成
二
十
九
年
十
月
二
日
（
月
）
か
ら
十

月
九
日
（
月
）
に
か
け
て
、
吉
野
川
中
流
域

の
徳
島
県
三
好
市
・
高
知
県
大
豊
町
で
「
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
世
界
選
手
権
２
０
１
７
」
が
、

日
本
で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
世
界
選
手
権
は
、
世
界
的
に
も

こ
れ
ほ
ど
の
水
量
が
あ
り
な
が
ら
清
流
で
あ

る
と
い
う
四
国
吉
野
川
中
流
域
の
特
徴
、
強

み
を
活
か
し
た
開
催
で
あ
り
ま
し
た
。

　
三
好
市
と
し
て
は
、
こ
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

世
界
選
手
権
開
催
を
契
機
と
し
、
吉
野
川
で

の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
貴
重
な
「
地
域
の

資
源
・
宝
物
」
を
全
世
界
に
発
信
し
、「
三

好
市
」
の
名
前
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら

お
う
と
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　
ま
た
、
地
域
活
性
化
の
観
点
か
ら
、
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
世
界
選
手
権
を
開
催
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
様
々
な
と
こ
ろ
で
か
か

わ
っ
て
い
た
だ
き
、
故
郷
の
良
さ
を
再
認
識

し
て
い
た
だ
く
、
ま
た
、
外
国
人
選
手
と
交

流
す
る
こ
と
で
何
か
し
ら
今
ま
で
に
な
か
っ

た
も
の
を
心
に
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
世
界
選
手
権

で
は
、
日
本
勢
は
男
女
オ
ー
プ
ン
チ
ー
ム

（
チ
ー
ム
テ
イ
ケ
イ
、
ザ
・
リ
バ
ー
フ
ェ
イ

ス
）
が
優
勝
す
る
な
ど
の
素
晴
ら
し
い
成
績

を
残
し
て
き
ま
し
た
が
、
日
本
で
の
開
催
は
、

そ
の
大
会
規
模
、
予
算
、
地
域
の
協
力
な
ど
、

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
多
く
あ

り
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
の
大
会
開
催
に
至
ら

な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
、
地
方
自
治
体
の
三
好
市
が
中
心

と
な
っ
て
こ
の
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
、

(
)

West-West

West-West

競技会場
競技会場全体図

大会ロゴマーク
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大
会
成
功
に
向
け
て
多
く
の
課
題
を
克
服
で

き
る
期
待
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
会
誘
致
に
つ
い
て
は
、
少
子
・
過
疎
・

高
齢
化
の
問
題
に
直
面
し
、
ウ
ォ
―
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
や
観
光
を
起
爆
剤
と
し
て
地
域
を

盛
り
上
げ
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
た

い
と
い
う
三
好
市
の
考
え
と
、
何
と
か
日
本

初
開
催
を
し
た
い
と
い
う
日
本
の
競
技
団
体

や
地
元
関
係
者
の
思
い
が
一
致
し
、
国
際
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
連
盟
の
ジ
ョ
ー
・
ウ
ィ
リ
ー
・

ジ
ョ
ー
ン
ズ
会
長
に
三
好
市
へ
の
視
察
を
求

め
、
平
成
二
十
七
年
六
月
、
大
会
誘
致
が
成

功
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
世
界
選
手
権
誘
致
に
取
り

組
ん
で
き
た
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
関
係
者
の
思
い

が
成
就
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

プ
レ
大
会
の
実
施

　
世
界
選
手
権
開
催
決
定
後
、
三
好
市
で
は
、

平
成
二
十
七
年
十
月
、
三
好
市
役
所
産
業
観

光
部
観
光
課
内
に
「
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
世
界
選

手
権
推
進
室
」
を
設
置
し
、
そ
の
準
備
に
取

り
掛
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
関
係
者
が
連
携
し
な
が
ら
事
業

推
進
を
図
る
た
め
、
平
成
二
十
七
年
十
一
月

に
は
、「
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
世
界
選
手
権
実
行

委
員
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
三
好
市
が
中
心
と
な
っ
て
大
会
を
主
催
す

る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の

な
い「
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
」と
い
う
ウ
ォ
ー
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
、
し
か
も
国
内
初
の
世
界

選
手
権
で
あ
り
、
準
備
を
行
う
に
も
、
予
算

の
規
模
感
や
、
そ
の
大
会
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
が

乏
し
い
の
は
事
実
で
あ
り
、
い
か
に
態
勢
を

整
え
る
の
か
が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
世
界
選
手
権
の

一
年
前
に
同
じ
競
技
場
所
で
プ
レ
大
会
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
競
技
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の

取
得
や
課
題
の
把
握
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
プ
レ
大
会
は
練
習
日
を
含
め
、
平
成
二
十

八
年
十
月
六
日
（
木
）
か
ら
十
日
（
月
）
ま

で
五
日
間
、
開
催
し
ま
し
た
が
、
プ
レ
大
会

に
参
加
し
た
海
外
チ
ー
ム
の
参
加
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
男
子
オ
ー
プ
ン
チ
ー
ム
一
チ
ー

ム
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
通
訳
業
務

も
当
初
の
想
定
よ
り
も
少
な
く
、
外
国
人
対

応
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
検
証
が
で
き
な

か
っ
た
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
期
間
中
に
は
台
風
に
よ
る
大

雨
の
予
報
が
あ
っ
た
た
め
、
最
悪
の
場
合
に

備
え
、
大
会
中
止
も
検
討
、
実
際
に
は
日
程

変
更
や
競
技
会
場
の
変
更
も
行
っ
た
た
め
、

か
な
り
厳
し
い
大
会
運
営
と
な
り
ま
し
た
。

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
き
も
の
と
は
い

え
、
天
気
次
第
で
い
ろ
い
ろ
対
応
が
変
化
す

る
難
し
さ
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
プ
レ
大
会
を
開
催
し
、
課
題
と
し
て
把
握

で
き
た
主
な
も
の
と
し
て
、

（
１
）　
川
の
周
辺
は
急
流
で
険
し
い
岩
場
で

あ
り
観
覧
が
困
難
な
こ
と

プレ大会唯一の外国チーム　　　　　
オーストラリア・オープン男子チーム
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（
２
）　
五
〇
〇
人
を
超
え
る
選
手
や
、
ス

タ
ッ
フ
、
観
客
の
宿
泊
確
保
と
輸
送

（
３
）　
外
国
人
選
手
、
家
族
、
報
道
、
大
会

役
員
に
対
応
す
る
た
め
の
通
訳
確
保

（
４
）　
天
候
悪
化
の
場
合
の
対
応
検
討

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

課
題
の
対
応

　
プ
レ
大
会
で
把
握
で
き
た
課
題
の
対
応
と

し
て
、
ま
ず
、
当
日
多
く
の
観
覧
者
が
予
想

さ
れ
た
た
め
、
競
技
会
場
近
く
に
、
観
覧
席

の
設
置
、
支
障
木
の
伐
採
な
ど
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
観
覧
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
行
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
競
技
会
場
が
険
し
い
岩
場
に
あ

る
た
め
、
危
険
な
こ
と
も
あ
り
、
競
技
会

場
で
あ
る
「
リ
バ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ンW
est-

W
est

」
駐
車
場
で
の
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
カ
ー
の

配
置
、
池
田
総
合
体
育
館
を
サ
ブ
会
場
と
し

た
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
の
設
置
、
徳

島
県
内
及
び
三
好
市
内
で
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
生
中
継
な
ど
に
よ
り
、
観
客
が
安
心
し
て

観
覧
で
き
る
環
境
を
提
供
し
、
混
雑
時
や
雨

天
時
の
対
応
も
想
定
し
た
上
で
準
備
に
か
か

り
ま
し
た
。

　
次
に
、
宿
泊
の
確
保
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
市
内
宿
泊
事
業
者
の
意
向
確
認
と
受

け
入
れ
可
能
者
数
の
調
査
を
行
い
、
食
事
の

提
供
と
選
手
輸
送
と
組
み
合
わ
せ
を
行
っ
た

上
で
、
配
宿
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
主
催
者
側
が
確
保
し
た
宿
と
選
手
チ
ー
ム

が
希
望
す
る
宿
が
合
わ
ず
、
最
終
的
な
配
宿

作
業
は
予
定
時
期
を
大
き
く
超
え
、
一
か
月

以
上
も
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
予
想
以

上
に
、
大
変
な
作
業
量
と
調
整
内
容
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
宿
の
予
約
で
問
題

が
生
じ
れ
ば
、
相
手
と
英
語
で
の
メ
ー
ル
で

の
や
り
取
り
を
行
い
ま
し
た
が
、
相
手
に

と
っ
て
も
英
語
が
母
国
語
で
な
い
こ
と
も

あ
っ
た
り
し
た
た
め
、
こ
ち
ら
の
意
思
が
十

分
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
り
、
日
本
と
の
時
差

で
や
り
と
り
な
ど
の
対
応
に
時
間
が
か
か
っ

た
り
し
た
こ
と
で
し
た
。
配
宿
作
業
が
完
了

で
き
な
い
た
め
、
バ
ス
に
よ
る
選
手
輸
送
を

確
定
で
き
ず
、
他
の
作
業
に
し
わ
寄
せ
が
発

生
し
て
、
準
備
時
間
が
短
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
ム
ー
ズ
な
競
技
進
行
を
図
る
た

め
、
そ
し
て
周
辺
で
の
交
通
渋
滞
を
防
ぐ
た

め
に
も
、
選
手
、
観
客
、
ス
タ
ッ
フ
の
バ
ス

輸
送
に
つ
い
て
も
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。
で

き
る
限
り
の
現
地
や
サ
ブ
会
場
で
の
駐
車
場

の
確
保
の
ほ
か
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
ル
ー
ト

の
複
数
化
、
配
車
時
間
の
調
整
な
ど
を
行
い
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
乗
り
場
の
あ
る
三
好
市
池

田
町
か
ら
山
城
町
、
高
知
県
大
豊
町
ま
で
の

約
四
十
㎞
に
わ
た
る
複
数
の
競
技
会
場
、
二

スラローム会場（イド瀬）

大型ビジョンカー（リバーステーション West-West 風景）
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十
を
超
え
る
宿
泊
施
設
と
の
調
整
を
図
り
ま

し
た
。

　
結
果
と
し
て
、
選
手
、
観
客
等
の
バ
ス
輸

送
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
か
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ

も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は

な
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
通
訳
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
英
語
通
訳
を

中
心
に
公
募
に
よ
る
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
か
、
阪

南
大
学
国
際
観
光
学
部
、
国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
プ
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
当
日

の
通
訳
業
務
を
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

通
訳
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
、
指
差
し
会

話
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
宿
泊
施
設
へ
の
配
布

を
行
い
ま
し
た
。

　
通
訳
業
務
を
担
当
し
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
皆

さ
ん
が
ス
キ
ル
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
た
だ

い
て
、
選
手
、
観
客
へ
の
適
切
な
対
応
を
実

践
し
て
い
た
だ
き
、本
当
に
素
晴
ら
し
い「
お

も
て
な
し
」
が
実
現
で
き
た
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

選
手
権
の
実
施

　
大
会
期
間
中
は
、
競
技
の
ほ
か
、
そ
の
他

多
く
の
関
連
行
事
も
実
施
し
、
大
会
直
前
に

は
、
出
場
選
手
に
よ
る
高
齢
者
施
設
へ
の
訪

問
、
地
元
中
学
生
と
の
交
流
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
月
二
日
の
選
手
受
付
の
ほ
か
、

三
日
の
選
手
パ
レ
ー
ド
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
、
毎
日
の
キ
ャ
プ
テ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
、
競
技
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
表
彰
式
、

そ
し
て
最
終
日
の
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
、
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
、
期
間
中
か
な
り

の
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
こ
な

し
て
い
ま
す
。

　
特
に
阿
波
池
田
駅
前
商
店
街
で
実
施
し
た

選
手
パ
レ
ー
ド
は
多
く
の
市
民
の
方
も
参
加

し
、
選
手
と
の
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　■大会日程
10/2（月）	 受付　キャプテンミーティング
10/3（火）	 公式練習（スプリント・H2H）　オープニングパレード
	 開会式
10/4（水）	 公式練習（スラローム）　キャプテンミーティング
10/5（木）	 公式練習（ダウンリバー）　キャプテンミーティング
10/6（金）	 競技　スプリント・H2H　表彰式
	 キャプテンミーティング
10/7（土）	 競技　スラローム　表彰式　キャプテンミーティング
10/8（日）	 競技　スラローム　表彰式　キャプテンミーティング
10/9（月）	 競技　ダウンリバー　表彰式
	 クロージングセレモニー　閉会式

Countrys・Teams list

№ Country
Masters Open Junior（U23） Youth（U19） Total

Men Women Men Women Men Women Men Women athlete Teams

1 アルゼンチン ○ 7 ○ 8 ○ 8 ○ 7 30 4

2 オーストラリア ○ 7 7 1

3 ブラジル ○ 8 ○ 8 16 2

4 カナダ ○ 8 ○ 7 15 2

5 コスタリカ ○ 8 ○ 8 ○ 6 ○ 7 29 4

6 チェコ ○ 7 ○ 8 ○ 8 ○ 7 ○ 8 ○ 8 46 6

7 ドイツ ○ 8 8 1

8 イギリス ○ 6 ○ 8 ○ 8 ○ 7 ○ 7 ○ 8 ○ 8 52 7

9 インドネシア ○ 7 ○ 8 ○ 8 ○ 8 ○ 8 ○ 8 ○ 8 55 7

10 イタリア ○ 7 ○ 7 14 2

11 モンゴル ○ 8 8 1

12 ネパール ○ 8 8 1

13 オランダ ○ 7 ○ 6 13 2

14 ニュージーランド ○ 7 ○ 7 ○ 7 ○ 7 ○ 8 36 5

15 ノルウェー ○ 8 8 1

16 ロシア ○ 6 ○ 7 ○ 6 ○ 7 ○ 6 ○ 8 ○ 8 48 7

17 スロバキア ○ 8 8 1

18 スロベニア ○ 8 8 1

19 トルコ ○ 7 ○ 7 14 2

20 アラブ首長国連邦 ○ 8 8 1

21 アメリカ ○ 6 ○ 6 ○ 6 ○ 6 ○ 8 32 5

22 日本 ○ 8 ○ 7 ○ 8 ○ 8 ○ 6 ○ 6 ○ 8 ○ 8 59 8

Total 22 10 70 4 30 17 130 12 84 10 72 6 43 7 53 5 40 522 71

シャトルバス乗り場

選手パレード・阿波池田駅前通り
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競
技
の
成
功

　
競
技
に
つ
い
て
は
、
天
気
に
恵
ま
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
運
営
面
で
は
、
ほ
ぼ
予
定
通
り

の
進
行
で
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
世
界
選
手
権
で
は
二
時
間
、
三
時

間
遅
れ
は
当
た
り
前
で
、
予
定
時
間
ど
お
り

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
海
外
の

選
手
や
関
係
者
か
ら
は
高
い
評
価
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
の
一
因
と
し
て
、
競
技
会
場
内
に
架
線

を
設
置
し
、
ラ
フ
ト
ボ
ー
ト
を
吊
り
上
げ
、

競
技
の
ス
タ
ー
ト
に
間
に
合
う
よ
う
、
ゴ
ー

ル
地
点
か
ら
ス
タ
ー
ト
地
点
ま
で
輸
送
し
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
三
好
市
の
林
業
関

係
の
技
術
を
用
い
た
取
り
組
み
で
あ
り
ま
し

た
。

　
一
方
で
、
地
元
女
子
オ
ー
プ
ン
の
チ
ー
ム

で
あ
る
「
ザ
・
リ
バ
ー
フ
ェ
イ
ス
」
が
総
合

Countrys・Teams list

№ Country
Masters Open Junior（U23） Youth（U19） Total

Men Women Men Women Men Women Men Women athlete Teams

1 アルゼンチン ○ 7 ○ 8 ○ 8 ○ 7 30 4

2 オーストラリア ○ 7 7 1

3 ブラジル ○ 8 ○ 8 16 2

4 カナダ ○ 8 ○ 7 15 2

5 コスタリカ ○ 8 ○ 8 ○ 6 ○ 7 29 4

6 チェコ ○ 7 ○ 8 ○ 8 ○ 7 ○ 8 ○ 8 46 6

7 ドイツ ○ 8 8 1

8 イギリス ○ 6 ○ 8 ○ 8 ○ 7 ○ 7 ○ 8 ○ 8 52 7

9 インドネシア ○ 7 ○ 8 ○ 8 ○ 8 ○ 8 ○ 8 ○ 8 55 7

10 イタリア ○ 7 ○ 7 14 2

11 モンゴル ○ 8 8 1

12 ネパール ○ 8 8 1

13 オランダ ○ 7 ○ 6 13 2

14 ニュージーランド ○ 7 ○ 7 ○ 7 ○ 7 ○ 8 36 5

15 ノルウェー ○ 8 8 1

16 ロシア ○ 6 ○ 7 ○ 6 ○ 7 ○ 6 ○ 8 ○ 8 48 7

17 スロバキア ○ 8 8 1

18 スロベニア ○ 8 8 1

19 トルコ ○ 7 ○ 7 14 2

20 アラブ首長国連邦 ○ 8 8 1

21 アメリカ ○ 6 ○ 6 ○ 6 ○ 6 ○ 8 32 5

22 日本 ○ 8 ○ 7 ○ 8 ○ 8 ○ 6 ○ 6 ○ 8 ○ 8 59 8

Total 22 10 70 4 30 17 130 12 84 10 72 6 43 7 53 5 40 522 71

ラフトボートの輸送ザ・リバーフェイスのレース（H2H）
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優
勝
を
飾
り
、
男
子
マ
ス
タ
ー
ズ
で
も
「
Ｒ

６
マ
ス
タ
ー
ズ
」
が
総
合
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
中
高
生
で
構
成
し
た
男
女
「
Ｔ

Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｔ
（
ト
ラ
ク
ト
）」
も
種
目
別
で
活

躍
し
、
そ
れ
ぞ
れ
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
こ
れ

ら
地
元
チ
ー
ム
の
活
躍
で
、
三
好
市
は
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

選
手
権
を
終
了
し
て

　
こ
の
大
会
期
間
中
、
三
好
市
、
吉
野
川
中

流
域
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
市
内
、
県
内
、
全

国
、
そ
し
て
世
界
に
向
け
て
の
発
信
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
そ
し
て
新
聞
や

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
等
で
行
わ
れ
、
メ
デ
ィ
ア

等
の
取
り
扱
い
回
数
が
増
す
こ
と
で
、
日
々
、

三
好
市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
、
日
々
の
地
元
徳
島
新
聞
の
一
面
で

の
掲
載
、
池
田
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

テ
レ
ビ
ト
ク
シ
マ
で
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
生
中
継
の

効
果
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
選
手
権
終
了
後
の
十
二
月
に
は
、

ア
メ
リ
カ
の
大
手
旅
行
雑
誌
「
ト
ラ
ベ
ル
・

ア
ン
ド
・
レ
ジ
ャ
ー
」
誌
で
、
二
〇
一
八
年

に
訪
れ
る
べ
き
世
界
の
旅
行
地
五
十
選
に

「
祖
谷
渓
」
が
日
本
で
唯
一
選
ば
れ
、
そ
の

き
っ
か
け
と
し
て
、「
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
世
界

選
手
権
開
催
」
と
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
三
好
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
面
に
お

い
て
、
さ
ら
な
る
期
待
感
が
持
て
る
出
来
事

と
な
り
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
お
い
て
は
大
会
の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
番
組
を
制
作
し
て
い
た
だ
き
、
複
数

回
に
わ
た
る
全
国
や
海
外
へ
の
放
送
、
四
国

放
送
に
お
い
て
も
番
組
制
作
と
放
送
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
情
報
発
信
は
、
や
は
り
メ
デ
ィ
ア
の
取
り

扱
い
と
個
人
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
情
報
発

信
が
う
ま
く
融
合
す
る
こ
と
が
重
要
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
自
治
体
で
あ
る
三
好
市
と
し
て
は
、
単
に

総合成績

カテゴリー １位 ２位 ３位

オープン男子 ブラジル 日本 チェコ

オープン女子 日本 ニュージーランド イギリス

ユース男子 トルコ イギリス インドネシア

ユース女子 ロシア ニュージーランド インドネシア

ジュニア男子 ロシア アルゼンチン ニュージーランド

ジュニア女子 チェコ ロシア イギリス

マスターズ男子 日本 チェコ ニュージーランド

マスターズ女子 ニュージーランド チェコ 日本

日本代表チームの成績

カテゴリー チーム名 順位

オープン男子 チームテイケイ 第 2 位

オープン女子 ザ・リバーフェイス 第 1 位

ユース男子 チームトラクト 第 5 位

ユース女子 チームトラクト 第 4 位

ジュニア男子 タマ 第 5 位

ジュニア女子 ブルーム 第 4 位

マスターズ男子 Ｒ６マスターズ 第１位

マスターズ女子 サクラ 第 3 位

■競技結果

Ｒ６マスターズのレース（スラローム）
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競
技
大
会
を
開
催
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域

へ
の
経
済
波
及
効
果
や
選
手
権
開
催
後
の
レ

ガ
シ
ー
が
必
要
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

外
国
人
選
手
と
中
学
生
と
の
交
流
事
業
を
実

施
し
、
小
中
高
校
生
に
も
選
手
パ
レ
ー
ド
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
外
国

選
手
と
触
れ
合
う
こ
と
に
よ
り
、
児
童
、
生

徒
に
は
新
た
な
視
点
や
思
い
が
生
ま
れ
た
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
方
々

も
こ
の
大
会
に
参
加
、
選
手
と
触
れ
合
う
こ

と
で
、
地
域
の
可
能
性
を
感
じ
て
い
た
だ
い

た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
大
会
を
通
し
て
、
多
く
の
外
国
人
選

手
か
ら
は
三
好
市
の
す
ば
ら
し
さ
、
吉
野
川

中
流
域
の
美
し
さ
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
り
、

国
際
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
連
盟
の
ジ
ョ
ー
会
長
か

ら
は
、
過
去
最
高
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
持

つ
大
会
で
あ
っ
た
と
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
思
い
出
深
い
出
来

事
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は
、
今

年
八
月
開
催
の
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ト
世
界
選
手

権
に
も
引
き
継
い
で
、さ
ら
に「
ウ
ォ
ー
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
・
三
好
市
」
の
実
現
を
図

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

最
後
に

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、こ
の「
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
世
界
選
手
権
２
０
１
７
」
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
、
大
豊
町
、
県
、
自
衛
隊
、

消
防
、
医
療
関
係
、
マ
ス
コ
ミ
を
は
じ
め
と

し
た
多
く
の
関
係
者
、
ス
タ
ッ
フ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
地
域
の
皆
様
、
そ
し
て
協
賛
い
た

だ
き
ま
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
の
皆
様
に
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
皆
様
の
協
力
な
く
し
て
、

成
功
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
大
会
事
務
局
と
し
て
多
く
の
不
十
分

な
点
が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
と
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
「
大
会
を
成

功
さ
せ
る
ぞ
」
と
い
う
意
識
の
高
さ
に
救
わ

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
世
界
選
手
権
の
開

催
は
、「
三
好
市
」、「
三
好
市
民
」、そ
し
て「
三

好
市
職
員
」
に
と
っ
て
大
き
な
自
信
と
財
産

に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
三
好
市
で
は
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
ま
ち
・
三
好
市
」
を
推
進
し
て
い
く
と

思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
着
実
に
進
め
て
き

て
い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
と
融
合
す
る
こ

と
で
、
よ
り
一
層
、
世
界
や
日
本
中
か
ら
注

目
さ
れ
、
楽
し
み
な
地
域
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
三
好
市
の
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

観客席から応援
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地
方
自
治
雑
感

世
代
を
越
え
て
、
夢
紡
ぐ
ま
ち
・
吉
野
川
市

   

　
〜
新
・
生
活
創
造
都
市
を
め
ざ
し
て
〜

　

吉
野
川
市
政
策
監
兼
総
務
部
長
　

日
　
下
　
浩
　
一

ま
で
残
っ
た
空
海
の
道
」
と
し
て
保
存
さ
れ
る
四
国
霊
場

第
十
一
番
札
所
・
藤
井
寺
か
ら
第
十
二
番
札
所
・
焼
山
寺
へ

の
遍
路
道
、
阿
波
忌
部
氏
に
よ
り
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
現
代

に
受
け
継
が
れ
る
阿
波
和
紙
な
ど
、
誇
り
う
る
歴
史
・
文
化

が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
二
〇
一
九
年
四
月
三
十

日
に
現
天
皇
が
退
位
さ
れ
、
五
月
一
日
に
新
天
皇
が
即
位

さ
れ
ま
す
が
、
天
皇
が
即
位
後
最
初
に
行
う
新
嘗
祭
で
あ

る
一
代
一
度
の
大
嘗
祭
に
は
、
阿
波
忌
部
一
族
が
麻
布
な

ど
を
献
上
す
る
故
、
郡
の
名
を
麻
植
と
い
う
と
さ
れ
て
お

り
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
の
天
皇
即
位
後
の
大
嘗
祭
で
も
山

川
町
の
忌
部
神
社
で
織
ら
れ
た
麁あ

ら
た
え服
が
献
上
さ
れ
ま
し
た
。

世
代
を
越
え
て
、
夢
紡
ぐ
ま
ち

  

吉
野
川
市
で
は
、「
世
代
を
越
え
て
夢
紡
ぐ
ま
ち
　
～

新
・
生
活
創
造
都
市
を
め
ざ
し
て
～
」
を
市
政
運
営
の
理

念
に
掲
げ
、
こ
の
理
念
の
下
、
政
策
テ
ー
マ
、
施
策
の
方

向
性
、
そ
し
て
、「
吉
野
川
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
や
各
分
野
の
基
本
計
画
等
を
体
系
化
し
、

市
政
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

  

市
総
合
戦
略
で
は
、「
若
い
世
代
の
就
労･

結
婚･

子

育
て
の
希
望
実
現
」、「
転
出
抑
制
と
転
入
増
加
へ
の
挑

戦
」、「
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
課
題
解
決
と
地
域
社
会

の
形
成
」
の
三
つ
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。
市
役

所
玄
関
に
は
、「
暮
ら
し
や
す
さ
　
ま
か
せ
て
み
ん
で
！
　

吉
野
川
市
」、「
子
育
て
な
ら
　
ま
か
せ
て
み
ん
で
！
　
吉

野
川
市
」
の
二
本
の
幟
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
子
育
て
支

援
の
充
実
、
移

住･

定
住
の
促

進
を
図
る
た
め
、

住
ま
い
や
医
療

･

福
祉
と
い
っ

た
生
活
、
子
育

て
と
仕
事
を
両

立
で
き
る
就

労
・
保
育
、
子

ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
支
え

る
教
育
と
い
っ

た
面
で
の
環
境

整
備
や
、
出
産

･

子
育
て
に
か

は
じ
め
に

　
吉
野
川
市
は
、
旧
麻
植
郡
の
鴨
島
町
、
川
島
町
、
山
川

町
及
び
美
郷
村
の
四
町
村
が
合
併
し
、
二
〇
〇
四
年
十
月

一
日
、
平
成
の
合
併
に
お
い
て
県
内
で
初
め
て
誕
生
し
た

市
で
す
。
県
北
部
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
総
面
積
一
四

四
・
一
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
二
〇
一
八
年
四
月
一
日

現
在
の
住
民
基
本
台
帳
に
よ
る
人
口
は
、
四
一
、
五
九
二

人
、
う
ち
一
四
、
六
七
三
人
が
六
五
歳
以
上
と
な
っ
て
い

ま
す
。  

　
阿
波
富
士
と
も
呼
ば
れ
る
霊
峰
・
高
越
山
に
抱
か
れ
、

悠
久
に
流
れ
行
く
四
国
の
命
・
吉
野
川
に
育
ま
れ
た
自
然

は
豊
か
で
、
春
に
な
る
と
各
種
桜
や
シ
バ
ザ
ク
ラ
、
国
天

然
記
念
物
の
船
窪
の
オ
ン
ツ
ツ
ジ
な
ど
に
彩
ら
れ
、
川
田

川
や
東
山
谷
川
の
ホ
タ
ル
の
光
が
夏
の
到
来
を
知
ら
せ
、

秋
に
は
市
の
花
に
制
定
さ
れ
て
い
る
菊
の
人
形
・
花
展
で

に
ぎ
わ
い
、
全
国
で
初
め
て
梅
酒
特
区
に
認
定
さ
れ
た
美

郷
の
梅
の
開
花
が
冬
の
終
わ
り
を
告
げ
ま
す
。

  

ま
た
、
か
つ
て
主
産
地
で
あ
っ
た
阿
波
藍
、
千
二
百
年
前

弘
法
大
師
が
歩
い
た
と
き
の
ま
ま
の
自
然
が
残
る
「
最
後

高開石積みのシバザクラ

最後まで残った空海の道ウォーク
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か
る
経
済
的
負

担
の
軽
減
な
ど

に
関
す
る
施
策

を
総
合
的
に
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、

若
い
世
代
へ
の

住
宅
取
得
支
援

（「
来
て
観
て
住

ん
で
事
業
」）、

新
婚
世
帯
へ
の

家
賃
補
助
、
子

ど
も
の
医
療
費

や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
費
の
助
成
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料

の
軽
減
、
出
産
祝
い
金
の
給
付
や
育
児
用
品
購
入
費
の
助

成
、
子
育
て･

女
性
活
躍
等
応
援
サ
イ
ト
・
ア
プ
リ
「
チ
ャ

チ
ャ
ナ
ビ
」
の
開
設
、若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
シ
テ
ィ

･

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。
ま

た
、
二
〇
一
八
年
度
か
ら
は
新
た
に
特
定
不
妊
治
療
費
の

助
成
、「
高
越
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
、
保
育

料
の
第
二
子
半
額
に
か
か
る
所
得
制
限
の
撤
廃
、
婚
姻
や

出
産
を
記
念
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
届
の
作
成
、
き
め
細
や
か

な
相
談
や
各
種
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
移
住
支
援
事
業
な
ど
を

展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

  

こ
う
し
た
な
か
、
県
内
の
大
半
の
市
町
村
と
同
様
に
人

口
減
少
や
転
出
超
過
が
進
行
し
て
い
ま
す
が
、
施
策
の
効

果
も
見
え
て
き
て
い
ま
す
。
本
市
の
出
生
数
は
、
二
〇
一

三
年
が
二
百
五
十
二
人
、
二
〇
一
七
年
が
二
百
五
十
五
人

と
、
こ
の
五
年
間
で
年
に
よ
っ
て
の
増
減
は
あ
る
も
の
の

三
人
の
増
加
、
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
四
年
ま
で
の
年

平
均
が
二
百
四
十
八
人
、
二
〇
一
五
年
か
ら
二
〇
一
七
年

ま
で
の
平
均
が
二
百
六
十
二
人
で
あ
り
、
三
年
間
平
均
の

比
較
で
十
四
人
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
こ
う

し
た
推
移
と
施
策
の
効
果
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
中
長

期
的
な
展
望
を
見
据
え
、
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

合
併
か
ら
十
四
年
目
を
迎
え
て

  

二
〇
〇
四
年
十
月
の
合
併
か
ら
十
四
年
目
を
迎
え
て
い

ま
す
。
普
通
地
方
交
付
税
の
合
併
算
定
替
え
や
合
併
特
例

債
の
発
行
な
ど
の
合
併
優
遇
措
置
が
終
了
す
る
二
〇
一
九

年
度
（
合
併
特
例
債
の
発
行
可
能
期
間
に
つ
い
て
は
、
執

筆
中
に
法
改
正
さ
れ
、さ
ら
に
五
年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
）

を
見
据
え
、
二
〇
一
七
年
度
か
ら
の
三
年
間
を
「
合
併
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
総
仕
上
げ
」
の
期
間
と
し
て
位
置
づ

け
、
集
中
的
に
事
業
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

  

「
吉
野
川
市
幼
保
再
編
計
画
」
に
よ
る
認
定
こ
ど
も
園

の
整
備
は
、
本
年
四
月
に
山
川･

美
郷
地
区
の
「
市
立
高

越
こ
ど
も
園
」、
来
年
四
月
に
は
鴨
島
東
部
地
区
の
市
立

認
定
こ
ど
も
園
が
開
園
し
、
二
〇
二
〇
年
四
月
の
鴨
島
中

央
部
の
私
立
の
こ
ど
も
園
開
園
に
よ
り
、
市
内
全
域
の
整

備
が
整
い
ま
す
。

  

ま
た
、「
都
市
再
生
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
進
め
る
中

心
市
街
地
の
活
性
化
で
は
、
旧
麻
植
協
同
病
院
跡
地
に
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
な
ど
も
配
置
し
た
ア
リ
ー
ナ
、
ま
た
、
併

設
す
る
交
流
セ
ン
タ
ー
に
は
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
図

書
館
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
複
合
し
た
文
化･

芸
術･

情
報
の
交
流
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
設
け
ま
す
。

両
施
設
の
一
体
的
な
整
備
に
よ
る
相
乗
効
果
で
、
ま
ち
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
「
新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
」
と
し

て
、
本
年
度
、
建
設
工
事
に
着
手
し
、
二
〇
一
九
年
度
中

の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

  

さ
ら
に
は
、
中
央
美
化
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
サ
ッ
カ
ー

フ
ィ
ー
ル
ド
な
ど
に
活
用
で
き
る
人
工
芝
の
多
目
的
運
動

場
を
整
備
し
て
お
り
、
二
〇
一
九
年
春
頃
に
供
用
開
始
す

る
予
定
と
し
て
い
る
ほ
か
、
大
規
模
災
害
時
の
物
流
拠
点

と
な
り
、
平
時
に
は
消
防
団
員
の
育
成
、
自
主
防
災
組
織

の
担
い
手
養
成
施
設
と
し
て
利
用
で
き
る
「
消
防
防
災
活

動
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
等
の
整
備
も
進
め
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

  

二
〇
一
七
年
四
月
に
人
事
交
流
に
よ
り
県
か
ら
吉
野
川

市
に
派
遣
と
な
り
、
二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

ご
紹
介
し
た
よ
う
な
様
々
な
取
組
を
進
め
て
い
る
こ
の
時

期
に
、
市
政
運
営
に
参
画
で
き
る
こ
と
は
本
当
に
貴
重
な

経
験
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
け
た
こ
と
を

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
住
民
に
最
も
近
い
基
礎
自
治
体
で

あ
る
市
町
村
と
県
が
、
ど
の
よ
う
に
連
携
す
れ
ば
、
住
民

の
た
め
に
、
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に
行
政
を
運
営
で
き

る
の
か
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

微
力
な

が
ら
も
、
で

き
る
だ
け
多

く
の
こ
と
を

感
じ
、
学
び
、

そ
れ
を
活
か

し
、
世
代
を

越
え
て
、
ひ

と
と
ま
ち
の

夢
が
紡
が
れ

て
い
く
よ
う
、

取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と

考
え
て
い
ま

す
。

アリーナ・交流センターの外観イメージ

高越こども園
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石
井
町
で
は
平
成
二
十
七
年
度
よ
り
徳
島

版
「
地
方
創
生
特
区
」
の
認
定
を
受
け
、
石

井
町
「
次
世
代
育
成
・
六
次
産
業
集
積
特
区
」

事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
徳
島

県
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
、
徳

島
大
学
生
物
資
源
産
業
学
部
（
石
井
農
場
）

な
ど
を
中
核
に
、
町
内
全
域
を
エ
リ
ア
と
し

た
「
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
ゾ
ー
ン
」
が
立
地

す
る
石
井
町
に
お
い
て
、
産
学
官
連
携
に
よ

り
、
新
し
い
特
産
品
に
よ
る
農
業
振
興
・
担

い
手
育
成
、「
農
」
に
関
連
す
る
六
次
関
連

産
業
等
の
集
積
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

１
．石
井
町
農
業
振
興
連
絡
協
議
会

  

本
事
業
の
方
向
性
等
を
協
議
す
る
た
め
、

町
・
県
・
産
直
市
・
商
工
会
・
徳
島
大
学
・

農
業
団
体
等
の
各
機
関
の
方
々
に
委
員
に

な
っ
て
い
た
だ
き
、「
石
井
町
農
業
振
興
連

絡
協
議
会
」
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
ア
グ

リ
サ
イ
エ
ン
ス
ゾ
ー
ン
の
状
況
、
連
携
テ
ー

マ
（
農
業
振
興
、
人
材
育
成
、
地
域
の
活
性

化
）
に
つ
い
て
情
報
共
有
、
意
見
交
換
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

２
．特
区
関
連
の
取
組
①
～
周
辺
整
備
～

 

　
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
ゾ
ー
ン
の
中
核
で

あ
る
徳
島
県
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン

タ
ー
、
徳
島
大
学
生
物
資
源
産
業
学
部
（
石

井
農
場
）
の
周
辺
整
備
を
進
め
、
産
業
集
積

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
基
幹
道
路
の
整
備

　
徳
島
大
学
生
物
資
源
産
業
学
部
（
石
井
農

場
）
へ
の
基
幹
道
路
と
な
る
町
道
一
二
三
号

線
及
び
町
道
五
〇
号
線
を
整
備
し
ま
す
。
国

道
か
ら
の
延
伸
を
図
り
、
大
型
車
の
通
行
を

可
能
に
す
る
こ
と
で
、
六
次
産
業
関
連
の
集

積
を
図
り
ま
す
。
町
道
一
二
三
号
線
は
平
成

二
十
九
年
度
に
完
了
、
町
道
五
〇
号
線
は
平

成
三
十
年
度
に
完
了
予
定
で
す
。

（
２
）
企
業
が
進
出
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

　
徳
島
県
の
地
域
再
生
計
画
で
あ
る
「『
と

く
し
ま
回
帰
』新
た
な
し
ご
と
づ
く
り
計
画
」

に
よ
る
、「
拡
充
型
事
業
対
象
地
域
」
の
変

更
申
請
を
行
い
、
国
の
承
認
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
東
京
二
十
三
区
及

び
そ
れ
以
外
の
地
域
か
ら
も
本
社
機
能
の
移

転
や
、
本
社
機
能
の
拡
充
を
図
る
場
合
に
お

い
て
、
税
額
控
除
等
の
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
３
）
施
設
の
整
備

　
平
成
二
十
八
年
度
に
は
石
井
地
区
に
Ｔ

フ
ァ
ー
ム
い
し
い
㈱
に
よ
り
総
面
積
一
〇
、

四
五
六
㎡
（
ハ

ウ
ス
三
棟
）
の

大
型
ハ
ウ
ス
施

設
が
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
二
十
九
年

度
に
は
浦
庄
地

区
に
み
の
る

フ
ァ
ー
ム
㈱
に

よ
る
総
面
積
五
、

八
八
〇
㎡
（
ハ

ウ
ス
一
棟
）
の

施
設
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
県

内
で
の
高
度
環

境
制
御
施
設
の

モ
デ
ル
と
し
て
、

他
地
域
へ
の
波
及
、
ま
た
町
内
外
で
の
雇
用

創
出
と
農
業
人
材
育
成
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。３

．特
区
関
連
の
取
組
②
～
連
携
事
業

　
　
（
藤
色（
紫
色
）野
菜
の
特
産
品
化
）～

　
町
の
花
で
あ
る
「
藤
」
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
「
紫
色
」
や
「
藤
色
」
を
持
つ
野
菜
を
「
い

徳
島
版「
地
方
創
生
特
区
」に
つ
い
て

　
～
石
井
町「
次
世
代
育
成
・
六
次
産
業
集
積
特
区
」～

石
井
町
総
合
政
策
課
長

田
　
中
　
達
　
也

マルシェ「秋の大収穫祭」（東京都有楽町） カリフラワー出荷検討会議

次世代型農業研究実証実験施設

農産物品評会
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し
い
の
藤
や
さ
い
」
と
称
し
、
新
た
な
特
産

品
と
し
て
売
り
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
藤

や
さ
い
を
通
じ
石
井
町
及
び
石
井
町
産
の
農

産
物
に
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
町

内
に
お
け
る
農
業
全
体
の
振
興
に
繋
げ
て
い

き
ま
す
。

（
１
）
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
へ
の
支
援

　
生
産
者
に
対
し
藤
や
さ
い
の
生
産
に
係
る

費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｊ
Ａ
名
西
郡
に
対
し
藤
や
さ
い
の
販
路
を
開

拓
す
る
費
用
の
一
部
に
対
し
補
助
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
関
東
・
関
西
へ
の
販
路

を
獲
得
し
、
出
荷
量
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
市
場
か
ら
の
需
要
が
増
え
て
い

る
た
め
生
産
者
の
意
欲
も
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
生
産
者
を
増
や
し
、
作
付
面
積

を
拡
大
す
る
予
定
で
す
。

（
２
）
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、

　
　

レ
シ
ピ
開
発

　
藤
や
さ
い
の
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
と
し
て
、
ポ
ス

タ
ー
、
の
ぼ
り
、
チ
ラ
シ
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
徳
島
県
出

身
の
料
理
研
究
家
で
あ
る
浜
内
千
波
さ
ん
監

修
に
よ
る
藤
や
さ
い
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
販

路
拡
大
の
た
め
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
商
談
会
等

で
配
布
し
た
り
、
ス
ー
パ
ー
等
で
の
販
売
促

進
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

（
３
）
東
京
・
大
阪
で
の
Ｐ
Ｒ
、
商
談
会

　
東
京
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
生
産
者
も
参
加

し
、
藤
や
さ
い
を
始
め
石
井
町
産
の
野
菜

の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
阪
で

の
商
談
会
で
は
Ｊ
Ａ
名
西
郡
と
と
も
に
参

加
し
、
バ
イ
ヤ
ー
と
商
談
し
関
西
圏
の
ス
ー

パ
ー
等
、
新
た
な
販
路
を
獲
得
し
ま
し
た
。

商
談
会
で
興
味
を
持
っ
た
京
都
の
企
業
が
、

石
井
町
の
圃
場
視
察
を
経
て
取
引
が
始
ま

る
な
ど
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
目

に
見
え
る
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

（
４
）
県
内
・
町
内
で
の
藤
や
さ
い
の
Ｐ
Ｒ

　
町
内
に
お
い
て
は
、
石
井
町
農
産
物
品
評

会
に
合
わ
せ
て
県
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
借
り

上
げ
、
藤
や
さ
い
の
料
理
実
習
・
試
食
に
よ

る
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
町
商
工

会
主
催
の
「
ふ
じ
っ
こ
ち
ゃ
ん
わ
く
わ
く
土

曜
市
」
で
は
販
売
・
試
食
に
よ
り
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
し
た
。
地
域
情
報
誌
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

町
内
外
の
レ
ス
ト
ラ
ン
等
に
お
い
て
期
間
限

定
で
藤
や
さ
い
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

い
た
し
ま
し
た
。

　
町
内
の
産
直
市
で
あ
る
、
百
姓
一
、
阿
波

食
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
ほ
か
、
フ
ジ
グ
ラ
ン
石

井
や
イ
オ
ン
徳
島
（
阿
波
食
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
コ
ー
ナ
ー
）
に
お
い
て
も
販
売
し
、
県
内

で
の
販
売
強
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
５
）
小
学
校
児
童
に
よ
る
「
藤
や
さ
い
」
の

　
　

作
付
け
及
び
学
校
給
食

　
浦
庄
小
学
校
二
年
生
の
児
童
が
、
石
井
町

農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
の
方
か
ら
指
導
を
受
け
、

藤
や
さ
い
の
作
付
け
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た

平
成
三
十
年
一
月
二
十
九
日
に
は
町
内
の

幼
・
小
・
中
学
校
の
学
校
給
食
に
お
い
て
藤

や
さ
い
を
使
っ
た
献
立
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

給
食
を
通
じ
て
、
藤
や
さ
い
に
親
し
ん
で
も

ら
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
６
）
徳
島
大
学
と
の
連
携
・
藤
や
さ
い
の
成

　
　

分
分
析

　
藤
や
さ
い
の
栄
養
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
を
検

証
す
る
た
め
、
徳
島
大
学
生
物
資
源
産
業
学

部
に
お
い
て
、
抗
酸
化
作
用
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
総
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
量
を
分
析
し

ま
し
た
。
紫
カ

リ
フ
ラ
ワ
ー

に
お
い
て
は

既
存
野
菜
の

一
〇
・
三
倍
も

の
総
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し

た
。
こ
の
結
果

に
つ
い
て
は
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や

パ
ネ
ル
で
紹
介

し
販
売
促
進
等

に
活
用
し
て
い

ま
す
。

（
７
）
徳
島
大
学
の
学
生
に
よ
る
地
域
活
動

　
徳
島
大
学
生
物
資
源
産
業
学
部
の
ア
グ
リ

ク
ラ
ブ
が
石
井
町
内
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て

地
域
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
産
者
の
指
導

に
よ
る
藤
や
さ
い
の
作
付
け
体
験
、
農
産
物
品

評
会
、
フ
ジ
グ
ラ
ン
石
井
で
の
藤
や
さ
い
の
Ｐ

Ｒ
イ
ベ
ン
ト
等
へ
参
加
し
ま
し
た
。
地
域
住
民

と
の
交
流
を
通
じ
て
、
学
生
な
ら
で
は
の
視
点

か
ら
石
井
町
の
持
つ
魅
力
を
再
発
見
し
、
地
域

住
民
と
学
生
の
協
働
に
よ
る
地
域
活
性
の
創

出
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
石
井
町
「
次
世
代
育
成
・
六
次
産
業
集
積

特
区
」
事
業
は
三
年
間
の
事
業
と
し
て
県
よ

り
指
定
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
年

度
は
最
終
年
度
で
あ
る
三
年
目
と
な
り
ま
す
。

今
後
も
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
新
し

い
特
産
品
に
よ
る
農
業
振
興
・
担
い
手
育
成
、

六
次
関
連
産
業
等
の
集
積
を
目
指
す
と
と
も

に
、
藤
や
さ
い
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農産物品評会徳島大学の学生による藤やさいＰＲ

総ポリフェノール量の分析結果
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私
が
研
修
生
と
し
て
県
地
域
振
興
局
市
町

村
課
で
お
世
話
に
な
っ
た
の
が
、
鳴
門
市
役

所
で
働
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
四
年
目
に
な

る
平
成
十
九
年
度
。
月
日
が
経
つ
の
は
本
当

に
早
く
、
あ
れ
か
ら
十
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
い
つ
か
は
来
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
「
阿

波
の
自
治
　
研
修
生
だ
よ
り
」。
そ
う
い
え

ば
、
ち
ょ
っ
と
前
に
同
じ
平
成
十
九
年
度
研

修
生
だ
っ
た
阿
波
市
の
藤
原
さ
ん
と
美
馬
市

の
金
原
さ
ん
の
記
事
を
立
て
続
け
に
見
た
ん

だ
よ
な
ぁ
…
。
と
い
う
こ
と
は
、
私
の
順
番

も
そ
う
遠
く
は
な
い
か
？
と
思
っ
て
い
た
ら
、

や
っ
ぱ
り
来
た
。
即
答
で
お
受
け
し
た
も

の
の
、
私
も
四
十
代
に
な
り
記
憶
が
古
い

も
の
か
ら
順
に
ど
ん
ど
ん
忘
却
の
彼
方
へ

…
。
十
年
前
の
こ
と
だ
と
半
分
く
ら
い
は

ア
ウ
ト
だ
な
。
そ
れ
で
も
残
り
の
半
分
で

二
、
五
〇
〇
字
、
頑
張
り
ま
す
。

　
研
修
生
と
言
え
ば
、
ま
ず
思
い
出
さ
れ
る

の
が
新
聞
記
事
の
切
り
抜
き
で
す
。
現
在
も

続
い
て
い
る
の
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

早
朝
に
研
修
生
が
会
議
室
に
集
ま
り
、
主
要

新
聞
の
記
事
を
最
初
か
ら
最
後
ま
で
一
読
し
、

徳
島
県
に
関
係
す
る
記
事
を
切
り
抜
い
た
あ

と
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
取
り
込
み
掲
示
板
に
貼

り
付
け
る
作
業
で
す
。
こ
れ
、
結
構
時
間
の

か
か
る
地
味
な
作
業
で
し
た
が
、
市
町
村
課

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
徳
島
県
内
の
最
新

ニ
ュ
ー
ス
が
毎
日
一
覧
に
さ
れ
て
見
る
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
資
料
だ
っ
た
は
ず
で
す
。

私
に
と
っ
て
も
、
こ
の
と
き
ほ
ど
真
面
目
に

新
聞
記
事
を
読
む
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
し
、

他
市
町
か
ら
来
た
研
修
生
の
皆
さ
ん
と
雑
談

で
き
る
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

　
さ
て
、
研
修
前
期
は
財
政
担
当
に
配
属
と

な
り
、
主
に
県
内
市
町
村
の
公
共
施
設
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
調
査
や
決
算
統
計
な
ど
を

し
ま
し
た
。
私
の
場
合
、
他
市
町
か
ら
来
て

い
る
研
修
生
の
皆
さ
ん
よ
り
一
ヶ
月
ほ
ど
遅

れ
て
配
属
と
な
っ
た
こ
と
と
、
研
修
生
と
し

て
県
庁
に
派
遣
さ
れ
る
ま
で
の
三
年
間
、
鳴

門
市
役
所
で
税
務
課
固
定
資
産
税
の
実
務
し

か
経
験
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が

相
俟
っ
て
、
不
安
で
一
杯
だ
っ
た
こ
と
を
鮮

明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
既
に
引
き
継
ぎ
を
終

え
、
猛
烈
に
仕
事
を
し
て
い
る
市
町
村
課
の

皆
さ
ん
と
研
修
生
の
皆
さ
ん
を
横
目
で
見
な

が
ら
、
長
年
継
ぎ
足
し
さ
れ
て
き
た
秘
伝
の

引
継
資
料
を
片
手
に
、
自
分
の
す
べ
き
こ
と

を
せ
っ
せ
と
勉
強
し
て
い
た
記
憶
が
よ
み
が

え
り
ま
す
。
総
務
省
か
ら
出
向
し
て
い
た
岡

市
町
村
課
長
（
当
時
、
以
下
同
じ
）
や
、
三

好
課
長
補
佐
、
森
口
係
長
を
は
じ
め
財
政
担

当
の
皆
様
に
は
、
未
熟
で
不
安
一
杯
の
私
を

温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
的
確

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
な
ど
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　
研
修
後
期
は
総
務
・
税
政
担
当
に
配
属
と

な
り
、
主
に
固
定
資
産
税
の
家
屋
・
償
却
資

産
の
事
務
を
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
市
役
所

で
三
年
間
固
定
資
産
税
の
評
価
事
務
を
し
て

い
た
の
で
、
前
期
ほ
ど
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン

な
こ
と
が
な
く
、
交
付
税
検
査
な
ど
初
め
て

の
経
験
と
な
る
事
務
に
つ
い
て
も
清
久
課
長

補
佐
を
は
じ
め
、
佐
藤
事
務
主
任
や
上
野
事

務
主
任
に
大
い
に
助
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
穏
や
か
な
半
年
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
一
年
間
の
研
修
を
通
じ
て
勉
強
に
な
っ
た

こ
と
は
、
事
務
の
内
容
は
も
と
よ
り
、
市
町

村
課
の
皆
さ
ん
が
本
当
に
親
切
で
、
勉
強
熱

心
で
、
仕
事
ぶ
り
が
徹
底
的
で
あ
る
こ
と
で

し
た
。
そ
れ
と
、
お
酒
が
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
好

き
で
強
い
こ
と
で
す
（
お
酒
に
関
し
て
は
市

町
村
課
の
皆
さ
ん
と
い
う
よ
り
は
、
県
職
員

ほ
ぼ
全
員
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
印
象
を
持
っ

研
修
の
思
い
出

鳴
門
市
経
済
建
設
部
経
済
局
観
光
振
興
課
副
課
長

吉
　
田
　
　
　
大

花火大谷焼

渦潮
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て
い
ま
す
が
）。
お
酒
を
浴
び
る
ほ
ど
飲
ん

で
い
る
の
に
、
次
の
日
職
場
に
行
く
と
、
何

事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
猛
烈
に
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
人
柄
、
仕
事
の
徹
底
ぶ
り
、

オ
ン-

オ
フ
の
切
り
替
え
の
妙
。
十
年
経
っ

た
今
で
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

　
研
修
を
終
え
、
鳴
門
市
に
戻
っ
て
か
ら
企

画
調
整
課
・
廃
棄
物
対
策
課
・
危
機
管
理
課

を
経
て
、
現
在
は
観
光
振
興
課
と
い
う
所
で

市
の
交
流
人
口
増
加
や
地
域
活
性
化
を
実
現

す
べ
く
、
様
々
な
取
り
組
み
に
従
事
し
て
い

ま
す
。
観
光
部
門
に
お
い
て
は
徳
島
県
の

方
々
と
の
連
携
事
業
が
多
く
、
観
光
政
策
課

や
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
課
、
総
合
政
策
課
な
ど

日
頃
か
ら
色
々
と
ご
教
示
を
い
た
だ
き
な
が

ら
業
務
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
の
で
、
観
光
振
興

課
の
業
務
紹
介
を
兼
ね
て
、
鳴
門
市
の
Ｐ
Ｒ

に
紙
面
を
割
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
手
前
味
噌
で
す
が
、
鳴
門
市
に
は
、
世
界

遺
産
登
録
を
目
指
す
鳴
門
の
渦
潮
や
四
国

遍
路
を
は
じ
め
、
阿
波
お
ど
り
や
「
第
九
」、

大
谷
焼
、
鳴
門
鯛
・
鳴
門
金
時
に
代
表
さ
れ

る
「
食
」
な
ど
豊
か
な
自
然
・
歴
史
・
文
化

に
裏
付
け
ら
れ
た
魅
力
あ
る
観
光
資
源
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
鳴
門
の
渦
潮

で
し
ょ
う
。
鳴
門
海
峡
の
潮
流
に
よ
り
発
生

す
る
世
界
最
大
級
の
渦
潮
は
、
古
来
よ
り
多

く
の
人
々
を
魅
了
し
、
文
学
・
芸
術
作
品
に

描
か
れ
る
な
ど
「
観
光
都
市
鳴
門
」
の
土
台

部
分
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
鳴
門
の
渦
潮
で
す
が
、
平
成
二
十
六
年

十
二
月
に
兵
庫
県
知
事
、
徳
島
県
知
事
を
会

長
と
す
る
『
兵
庫
・
徳
島
「
鳴
門
の
渦
潮
」

世
界
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
』
が
発
足
し
、

両
県
知
事
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
、
そ
の
名
の
通
り
世
界
遺
産
登
録
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
推
進

協
議
会
に
お
い
て
は
、
主
に
、
鳴
門
の
渦
潮

が
世
界
遺
産
と
し
て
相
応
し
い
「
顕
著
な
普

遍
的
価
値
」
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
立
証
し

て
い
く
「
学
術
調
査
」。
そ
れ
か
ら
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
イ
ベ

ン
ト
出
展
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
グ
ッ
ズ
作
成
な
ど

「
普
及
啓
発
活
動
」
が
主
な
取
り
組
み
内
容

で
す
。
推
進
協
議
会
設
立
以
降
、
特
に
「
普

及
啓
発
活
動
」
に
お
い
て
徳
島
県
の
皆
さ
ん

と
の
連
携
を
深
め
て
お
り
、
実
は
こ
の
仕
事

の
関
係
で
、
平
成
十
九
年
度
市
町
村
課
職
員

の
方
と
再
会
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
ど

な
た
か
は
秘
密
）。
私
も
微
力
な
が
ら
頑
張

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
方
々
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
来
る
の
が
、
鳴
門
の
夏
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
納
涼
花
火
大
会
と
阿
波
お
ど
り

で
し
ょ
う
か
。
納
涼
花
火
大
会
に
つ
い
て
は
、

例
年
八
月
七
日
（
私
の
誕
生
日
）
に
開
催
し

て
お
り
、
多
く
の
方
が
鳴
門
に
来
ら
れ
ま
す
。

昨
年
の
花
火
大
会
は
、
市
制
施
行
七
十
周
年

に
因
ん
で
打
上
発
数
七
、
〇
〇
〇
発
を
計
画

し
て
い
ま
し
た
が
（
通
常
五
、
〇
〇
〇
発
）、

台
風
接
近
に
よ
る
影
響
で
中
止
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
そ
の
リ
ベ
ン
ジ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
「
第

九
」
交
響
曲
の
ア
ジ
ア
初
演
一
〇
〇
周
年
に

因
ん
で
一
〇
、
〇
〇
〇
発
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
毎
年
八
月
九
日
か
ら
十
一
日
ま

で
の
三
日
間
開
催
さ
れ
る
鳴
門
の
阿
波
お
ど

り
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
と
は
一
味
違
っ

た
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
、
夏
の
思
い
出
づ
く
り
に
鳴
門
へ
お
越

し
下
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
ご
紹
介
し
た
い
も
の
が
ま
だ

ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
、

鳴
門
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。
な
ん
か
あ
り

ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
研
修
生
活
の
一
年

間
は
私
に
と
っ
て
貴
重
な
時
間
で
し
た
。
地

域
振
興
局
の
皆
さ
ん
、
研
修
生
の
皆
さ
ん
に

改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第九演奏会

霊　山　寺
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は
じ
め
に

　
二
月
中
旬
頃
（
忙
し
く
て
記
憶
は
曖
昧
で

す
が
）
事
務
仕
事
に
追
わ
れ
て
い
る
と
、
突

然
の
市
町
村
課
か
ら
の
電
話
…
「
な
ん
だ
ろ

う
？
阿
波
の
自
治
は
研
修
生
で
一
緒
だ
っ
た

原
井
さ
ん
が
こ
の
前
執
筆
し
て
た
し
、
ま
さ

か
違
う
だ
ろ
う
。」
と
思
い
な
が
ら
電
話
に

出
る
と
、
ま
さ
か
の
阿
波
の
自
治
の
執
筆
依

頼
…
（
汗
）「
年
度
末
、
年
度
初
め
は
結
構

忙
し
い
し
ど
う
し
よ
う
か
…
」
と
一
瞬
受
け

る
の
を
た
め
ら
い
ま
し
た
が
、
研
修
当
時
財

政
担
当
で
お
世
話
に
な
っ
た
森
口
課
長
も
い

る
と
い
う
こ
と
で
恩
返
し
の
つ
も
り
で
原
稿

の
執
筆
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

　
私
が
市
町
村
課
で
お
世
話
に
な
っ
た
の
は

平
成
二
十
一
年
度
で
、
は
や
九
年
が
経
ち
ま

し
た
。
そ
の
間
、
総
務
課
→
福
祉
課
→
教
育

委
員
会
と
三
つ
の
部
署
を
経
て
現
在
に
至
っ

て
お
り
、
当
時
の
記
憶
も
曖
昧
に
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
記
憶
違
い
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
ど
う
ぞ
最
後
ま
で
温
か
い
目
で

ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
私
は
、
平
成
十
六
年
に
旧
宍
喰
町
で
採
用

と
な
り
、
そ
の
二
年
後
に
は
平
成
の
大
合
併

に
よ
り
旧
海
南
町
・
旧
海
部
町
・
旧
宍
喰
町

の
三
町
が
合
併
、
海
陽
町
が
誕
生
し
、
総
務

課
へ
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
仕
事
に
も
慣
れ
て

き
た
平
成
二
十
年
度
末
、
上
司
に
呼
び
出
さ

れ
、「
研
修
生
と
し
て
県
へ
出
向
し
て
み
な

い
か
？
」
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
断
れ
る
は
ず
も
な
く
…
久
し
ぶ
り
に
一
人

暮
ら
し
が
で
き
る
し
、
色
々
な
経
験
が
積
め

る
し
い
い
か
と
思
い
、
市
町
村
課
で
お
世
話

に
な
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

前
期
研
修

　
前
期
は
、
行
政
担
当
に
配
属
に
な
り
、
主

に
定
員
管
理
調
査
や
住
民
基
本
台
帳
事
務
を

担
当
し
ま
し
た
。
人
見
知
り
の
た
め
最
初
は

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
多
く
の
方
に

助
け
ら
れ
な
が
ら
、
忙
し
く
も
楽
し
い
研
修

に
な
り
ま
し
た
。

　
定
員
管
理
調
査
で
は
、
配
属
後
す
ぐ
に
市

町
村
担
当
者
説
明
会
が
あ
る
と
聞
か
さ
れ
、

大
勢
の
前
で
喋
る
の
が
人
一
倍
苦
手
だ
っ
た

た
め
夜
も
眠
れ
ぬ
日
々
を
過
ご
し
た
の
を
今

で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
説
明
会
で
は
、
案
の

上
あ
が
っ
て
し
ま
い
、
自
分
が
何
を
喋
っ

た
の
か
も
あ
ま
り
覚
え
て
い
ま
せ
ん
（
笑
）。

幸
い
に
も
出
向
前
に
所
属
し
て
い
た
総
務
課

で
は
定
員
管
理
調
査
を
一
度
経
験
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
ど
ん
な
調
査
か
と
い
う
の
は
分

か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

す
る
側
に
な
る
と
、
市
町
村
か
ら
の
す
る
ど

い
質
問
も
あ
り
ま
す
し
、
回
答
す
る
際
に
は

不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
何
と
か
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
終
え
、
行
政
担

当
の
皆
さ
ん
の
指
導
・
助
言
を
受
け
な
が
ら

や
っ
と
の
思
い
で
回
答
を
と
り
ま
と
め
、
総

務
省
へ
報
告
書
を
提
出
で
き
た
と
き
は
何
と

も
言
え
な
い
達
成
感
で
し
た
。
そ
の
後
の
打

ち
上
げ
で
飲
ん
だ
ビ
ー
ル
が
凄
く
美
味
し

か
っ
た
の
を
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
（
笑
）。

　
こ
の
年
の
夏
に
は
衆
議
院
選
挙
も
あ
り
、
吉

岡
さ
ん
の
熱
血
指
導
の
も
と
、
選
挙
公
報
の

事
前
審
査
や
投
票
用
紙
の
検
品
に
立
ち
会
う

な
ど
、
町
で
は
あ
ま
り
経
験
で
き
な
い
経
験
を

数
多
く
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
仕
事
が
長
丁

場
に
な
る
時
に
「
先
に
ご
飯
を
食
べ
て
力
を
つ

け
ん
と
。」
と
言
っ
て
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た

う
ど
ん
屋
（「
み
な
み
」
だ
っ
た
か
な
？
）
に
は
、

県
庁
に
出
張
の
時
は
今
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
前
期
の
研
修
で
一
番
辛
か
っ
た

の
が
、
行
政
担
当
所
管
業
務
に
対
す
る
市
町

村
か
ら
の
質
疑
に
対
す
る
回
答
で
す
。
総
務

課
に
い
た
も
の
の
、
法
令
執
務
等
の
実
務
経

験
が
全
く
な
か
っ
た
た
め
、
市
町
村
か
ら
の

質
問
内
容
を
理
解
す
る
の
に
時
間
が
か
か

り
、
ま
た
急
ぎ
の
回
答
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

も
多
々
あ
り
、
自
分
の
回
答
が
県
の
回
答
に

な
る
と
い
っ
た
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
押
し
つ
ぶ

さ
れ
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。（
な

　
　
海
陽
町
教
育
委
員
会
主
査

寺
　
﨑
　
由
　
人

研
修
の
思
い
出

宍喰八坂神社（祇園祭り・能） サーフィン宍喰道の駅
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宍喰道の駅

ぜ
か
地
元
海
陽
町
か
ら
急
ぎ
の
質
疑
が
多

か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
…
涙
）
し
か

し
、
そ
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の

後
の
仕
事
で
法
令
を
解
釈
し
た
り
、
条
例
・

規
則
を
改
正
し
た
り
、
要
綱
を
作
っ
た
り
す

る
の
に
非
常
に
役
に
た
っ
て
い
ま
す
。

　
当
時
何
も
分
か
ら
な
い
自
分
に
厳
し
く
も

優
し
く
指
導
し
て
く
れ
た
島
尾
課
長
補
佐

（
当
時
）
を
は
じ
め
行
政
担
当
の
皆
さ
ん
に

は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

後
期
研
修

　
後
期
は
財
政
担
当
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
。

主
に
地
方
交
付
税
と
市
町
村
財
政
概
要
の
編

集
を
担
当
し
ま
し
た
。
出
向
前
に
は
総
務
課

で
財
政
（
主
に
地
方
交
付
税
と
地
方
債
）
を

担
当
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
経
験
が
生
き
、

心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
仕
事
が
で
き
ま
し
た

（
注

‥
決
し
て
暇
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
！
笑
）。

　
地
方
交
付
税
の
担
当
で
は
、
そ
の
年
検
査

に
該
当
す
る
市
町
村
へ
交
付
税
検
査
に
行
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
分
が
受
検
す
る

側
だ
っ
た
の
に
、
ま
さ
か
検
査
す
る
側
に
な

る
と
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
が
受

検
し
た
時
に
は
色
々
と
指
摘
さ
れ
、
す
ご
く

辛
か
っ
た
思
い
出
が
あ
っ
た
た
め
、
少
し
ぐ

ら
い
大
目
に
見
て
あ
げ
よ
う
か
な
…
と
い
っ

た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
な
く
、
心
を
鬼
に
し
て

検
査
を
行
い
ま
し
た
。
検
査
に
行
っ
た
市
町

村
で
は
色
々
な
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
人
生
で
初
め
て
の

経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
県
職
員
向

け
の
財
政
担
当
研
修
が
総
務
省
（
間
違
っ
て

た
ら
す
い
ま
せ
ん
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

出
張
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
実
は
私
、

東
京
に
も
行
っ
た
こ
と
が
な
く
、
飛
行
機
に

乗
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
す
。
確
か
日

帰
り
だ
っ
た
の
で
東
京
は
満
喫
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
そ
の
経
験
に
よ
り
今
で
は
何
の
苦
も
な
く

飛
行
機
に
乗
れ
ま
す
（
笑
）。
と
余
談
は
こ

れ
く
ら
い
に
し
て
、
後
期
の
研
修
も
無
事
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
当
時
お
世
話
に

な
っ
た
森
口
課
長
を
は
じ
め
財
政
担
当
の
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

研
修
を
終
え
て

　
研
修
期
間
を
終
え
、
海
陽
町
で
は
再
び
総

務
課
へ
配
属
に
な
り
ま
し
た
。
帰
任
早
々
訳

の
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
国
の
経
済
対
策
交
付

金
の
実
績
報
告
に
追
わ
れ
、
心
が
折
れ
か
け

ま
し
た
が
、
研
修
当
時
お
世
話
に
な
っ
た
財

政
担
当
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
何
と
か

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
や
は
り
、
人

の
つ
な
が
り
と
い
う
の
は
非
常
に
大
事
だ
な

あ
、
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

研
修
で
得
た
「
人
と
の
つ
な
が
り
」
と
い
う

財
産
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に

　
最
後
に
我
が
町
「
海
陽
町
」
の
こ
と
に
つ

い
て
少
し
だ
け
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
全
国
で
も
最
も
水
の
き
れ
い
な
川
の
一
つ

で
あ
る
究
極
の
清
流
「
海
部
川
」
で
は
毎
年

六
月
一
日
の
鮎
釣
り
（
友
釣
り
）
解
禁
以
降
、

清
流
の
鮎
を
求
め
県
内
外
か
ら
多
く
の
釣
り

人
が
訪
れ
ま
す
。

　
海
部
川
上
流
の
「
轟
の
滝
」（
マ
イ
ナ
ス

イ
オ
ン
で
癒
や
さ
れ
ま
す
）
や
、「
水
床
湾
」

な
ど
の
美
し
い
景
勝
地
が
数
多
く
あ
り
、
室

戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る

青
く
美
し
い
海
岸
部
で
は
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク

や
ダ
イ
ビ
ン
グ
な
ど
の
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
竹
ヶ
島
で
は
海
中
観

光
船
ブ
ル
ー
マ
リ
ン
で
竹
ヶ
島
海
中
公
園
の

美
し
い
サ
ン
ゴ
や
熱
帯
魚
た
ち
を
座
っ
た
ま

ま
で
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

海
部
川
河
口
付
近
や
大
手
海
岸
（
宍
喰
川
河

口
付
近
）
な
ど
有
名
な
サ
ー
フ
ス
ポ
ッ
ト
が

あ
り
、
多
く
の
サ
ー
フ
ァ
ー
で
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
見
所
や
豊
富
な
海

の
幸
や
旬
の
食
も
豊
富
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
自

然
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
海
陽
町
に
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
世
話
に
な
っ

た
当
時
の
市
町
村
課
の
皆
様
、
同
期
の
研
修

生
の
皆
様
に
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
、
本

稿
を
閉
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

赤ちゃんの土俵入り
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は
じ
め
に

　
平
成
三
十
年
二
月
十
三
日
（
火
）
か
ら

二
十
一
日
（
水
）
ま
で
の
九
日
間
、
千
葉
市

に
あ
る
市
町
村
職
員
中
央
研
修
所
（
市
町
村

ア
カ
デ
ミ
ー
）
に
て
「
選
挙
事
務
」
の
研
修

に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
時
期
の
松
茂
町
選

挙
管
理
委
員
会
は
、
平
成
二
十
九
年
七
月

二
十
三
日
執
行
の
「
松
茂
町
長
選
挙
」、
同

年
十
月
二
十
二
日
執
行
の
「
第
四
十
八
回
衆

議
院
議
員
総
選
挙
」
を
終
え
、
次
回
の
統
一

地
方
選
挙
ま
で
約
一
年
間
の
期
間
が
あ
り
、

じ
っ
く
り
九
日
間
の
研
修
を
行
う
に
は
最
適

な
時
期
で
し
た
。

　
研
修
を
受
講
す
る
に
あ
た
り
、
事
前
に

「
課
題
演
習
」
の
テ
ー
マ
を
選
ぶ
よ
う
ア
カ

デ
ミ
ー
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
選
ん
だ

テ
ー
マ
に
よ
っ
て
五
～
七
名
程
度
の
班
に
分

か
れ
討
議
を
行
い
、
最
後
に
討
議
内
容
を
発

表
す
る
時
間
が
あ
る
為
で
す
。
テ
ー
マ
は

「
選
挙
管
理
執
行
の
適
正
化
」「
投
票
率
向

上
」「
選
挙
事
務
従
事
者
の
意
識
改
革
」「
居

住
実
態
の
な
い
学
生
の
選
挙
権
」
等
が
あ
り

ま
し
た
。
ど
れ
も
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ

り
悩
み
ま
し
た
が
、
先
の
衆
議
院
議
員
総
選

挙
で
は
、
徳
島
県
の
投
票
率
は
全
国
最
下
位

の
四
六
・
四
七
％
で
あ
り
、
松
茂
町
は
徳
島

二
区
の
平
均
（
四
四
・
四
一
％
）
を
や
や
下

回
る
四
三
・
六
三
％
の
投
票
率
だ
っ
た
こ
と
。

一
昨
年
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
で
も
徳
島

県
の
投
票
率
は
全
国
で
下
位
で
あ
り
、
町
だ

け
で
な
く
県
全
体
で
投
票
率
の
向
上
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、「
投
票
率
の

向
上
」
を
選
び
ま
し
た
。
全
国
の
選
管
職
員

が
集
ま
る
ア
カ
デ
ミ
ー
で
、
他
の
選
管
は
ど

の
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
い
、
投
票
率
の
向

上
に
努
め
て
い
る
の
か
情
報
を
得
る
こ
と
で
、

今
後
の
選
挙
事
務
の
参
考
に
し
よ
う
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。

　
ち
な
み
に
松
茂
町
で
は
、
平
成
二
十
九
年

度
の
松
茂
町
長
選
挙
時
に
始
め
て
町
の
マ
ス

コ
ッ
ト
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
啓
発
グ
ッ

ズ
（
別
添
写
真
参
照
）
の
作
成
を
行
い
ま
し

た
。
今
後
は
さ
ら
に
効
果
的
な
啓
発
グ
ッ
ズ

の
作
成
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

研
修
の
内
容

　
今
回
の
研
修
「
選
挙
事
務
」
は
、
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
か
ら
八
十
六
名
の
受
講

者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
市
町
村
の
規
模
は
仙

台
市
や
千
葉
市
と
い
っ
た
政
令
市
か
ら
、
地

方
の
町
役
場
の
職
員
ま
で
様
々
で
し
た
。
研

修
の
内
容
は
大
規
模
な
教
室
で
全
員
が
受
講

す
る
講
義
と
、
小
さ
な
会
議
室
で
班
ご
と
に

話
し
合
い
を
す
る
討
議
が
あ
り
ま
し
た
。

　
全
員
で
受
講
す
る
講
義
で
は
、
主
に
川
崎

市
選
挙
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
小
島
勇
人
教

授
に
よ
る
「
選
挙
執
行
の
ポ
イ
ン
ト
」
が
メ

イ
ン
で
、
選
挙
の
準
備
段
階
で
あ
る
立
候
補

予
定
者
の
説
明
会
か
ら
投
開
票
所
の
準
備
、

選
挙
後
の
収
支
報
告
ま
で
、
一
連
の
流
れ
に

沿
っ
て
詳
し
く
説
明
す
る
と
い
っ
た
も
の
で

し
た
。
ア
カ
デ
ミ
ー
に
到
着
し
て
初
日
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
時
に
配
布
さ
れ
た
資

料
を
見
て
驚
き
ま
し
た
が
、
厚
さ
約
七
㎝
の

フ
ァ
イ
ル
が
全
員
に
配
布
さ
れ
、
資
料
に
は

小
島
教
授
が
長
年
川
崎
市
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
携
わ
っ
て
き
た
内
容
が
詰
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
講
義
向
け
の
レ
ジ
ュ
メ
と
い
う
よ
り

は
川
崎
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
実
際
に
使

用
し
て
い
る
資
料
、
様
式
、
職
員
向
け
の
し

「
選
挙
事
務
」
を

　
　
受
講
し
て

　
　
松
茂
町
総
務
課
上
級
主
事

　
　（
松
茂
町
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
）

津
　
川
　
大
　
作

町マスコットを使った啓発グッズ
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お
り
等
を
集
め
た
も
の
で
あ
り
、
デ
ー
タ
も

頂
い
た
の
で
今
後
の
町
選
管
に
と
っ
て
も
良

い
財
産
を
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
他
に
も
東
北
大
学
大
学
院
の
河
村

教
授
に
よ
る
「
投
票
環
境
向
上
へ
の
取
り
組

み
」
や
、
警
察
庁
刑
事
局
の
北
課
長
補
佐
に

よ
る
「
選
挙
犯
罪
の
実
態
と
自
治
体
と
の
連

携
」
の
講
義
も
あ
り
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま

し
た
。

　
討
議
で
は
、
私
達
の
班
（
Ｆ
班
）
は
事
前

の
提
出
書
類
で
「
投
票
率
の
向
上
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
選
ん
だ
人
達
が
集
ま
り
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
都
道
府
県
も
自
治
体
規
模
も
年

齢
も
様
々
で
、
茨
城
県
茨
城
町
（
人
口
約
三

万
三
千
人
）
千
葉
県
船
橋
市
（
人
口
約
六
三

万
人
）
神
奈
川
県
相
模
原
市
（
人
口
約
七
一

万
人
）
新
潟
県
小
千
谷
市
（
人
口
約
三
万
六

千
人
）
佐
賀
県
佐
賀
市
（
人
口
約
二
三
万
人
）

沖
縄
県
那
覇
市
（
人
口
約
三
二
万
人
）
に
私

の
七
人
で
し
た
。

　
こ
れ
は
余
談
で
す
が
、
全
体
の
受
講
者
も
、

班
の
メ
ン
バ
ー
も
、
比
較
的
関
東
の
人
が
多

い
中
で
阿
波
弁
は
結
構
目
立
ち
、
発
言
す
る

の
を
た
め
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
逆

に
四
国
の
訛
り
を
始
め
て
聞
い
た
と
い
う
人

も
い
て
、
そ
れ
を
ネ
タ
に
交
流
を
図
る
こ
と

も
出
来
ま
し
た
。

　
討
議
で
は
投
票
率
向
上
に
向
け
た
施
策
を

話
し
合
う
前
に
、
交
流
も
兼
ね
て
お
互
い
の

選
挙
事
務
に
お
け
る
悩
み
を
話
し
合
い
ま
し

た
。
人
口
の
多
い
市
の
方
と
話
を
す
る
と
、

投
票
所
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
数
が
松
茂
町

の
十
倍
以
上
で
、
規
模
が
違
い
す
ぎ
て
お
互

い
参
考
に
な
る
の
か
ど
う
か
…
と
い
っ
た
点

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
逆
に
大
き
な
市

で
も
投
票
立
会
人
を
集
め
る
の
に
苦
労
す
る
、

成
人
式
で
啓
発
冊
子
を
渡
す
が
な
か
な
か
読

ん
で
く
れ
な
い
、
と
い
っ
た
同
じ
よ
う
な
悩

み
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。

討
議
を
通
じ
て
見
え
て
き
た
こ
と

　
投
票
率
向
上
を
テ
ー
マ
に
討
議
を
し
て
わ

か
っ
た
こ
と
は
、
都
心
に
近
い
市
で
は
地
元

の
地
方
選
挙
よ
り
国
政
選
挙
の
方
が
投
票
率

が
高
く
な
り
、
松
茂
町
の
よ
う
に
人
口
の
少

な
い
地
方
の
市
町
村
ほ
ど
、
国
政
選
挙
よ
り

地
元
の
選
挙
の
方
が
投
票
率
は
上
が
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
で
す
。
徳
島
県
で
は
多
く
の
市

町
村
が
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
地
元
の
首

長
選
挙
・
議
員
選
挙
こ
そ
が
関
心
も
高
く
、

最
も
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
が
常
識
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
同
じ
班
の
メ
ン

バ
ー
の
相
模
原
市
、
船
橋
市
の
方
と
話
を
す

る
と
全
く
逆
で
、
地
元
の
選
挙
こ
そ
投
票
率

が
低
く
悩
ま
し
い
と
い
っ
た
課
題
で
あ
る
と

知
り
ま
し
た
。

　
こ
の
傾
向
か
ら
私
達
の
班
が
気
づ
い
た
こ

と
は
、
選
挙
の
投
票
率
が
低
い
の
は
選
挙
で

選
ば
れ
た
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
で

ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
連
携

す
る
行
政
も
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
、

有
権
者
に
十
分
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
原

因
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
考
え
た
こ
と
は
、
小
中
学
生
に
積

極
的
に
行
政
の
仕
事
を
経
験
し
て
も
ら
う
こ

と
で
す
。
例
え
ば
、
船
橋
市
で
は
当
日
投
票

所
に
て
投
票
事
務
従
事
者
の
補
助
員
と
し
て

中
学
生
を
起
用
す
る
政
策
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
正
式
な
投
票
事
務
従
事
者
で
は
な
い
の

で
報
酬
も
発
生
せ
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
よ

う
な
形
で
内
容
も
職
員
の
指
示
に
従
っ
て
用

紙
を
取
っ
て
も
ら
う
な
ど
簡
単
な
仕
事
で
す

が
、
選
挙
を
全
く
別
の
角
度
か
ら
見
る
こ
と

が
出
来
、
行
政
の
仕
事
も
知
る
こ
と
が
出
来

る
よ
い
方
法
だ
と
感
じ
、
私
達
の
班
で
大
き

な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

ま
と
め

　
研
修
全
体
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
全

国
か
ら
様
々
な
選
管
職
員
が
集
ま
っ
て
い
ま

し
た
が
、
ほ
ぼ
全
員
が
先
の
衆
議
院
議
員
総

選
挙
を
経
験
し
て
お
り
、
同
じ
苦
労
を
分
か

ち
合
え
る
仲
間
が
全
国
に
い
る
と
知
っ
た
の

は
よ
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
研
修
で

得
た
こ
と
は
、
知
識
も
あ
り
ま
す
が
そ
れ
以

上
に
同
じ
選
挙
事
務
を
経
験
し
た
全
国
の
仲

間
に
出
会
え
た
こ
と
で
す
。
こ
の
繋
が
り
を

今
後
の
仕
事
で
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

９日間宿泊した部屋
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は
じ
め
に

　
総
務
省
は
、
地
方
公
共
団
体
の
経
営
す
る
企
業
（
以

下
、「
公
営
企
業
」
と
い
う
）
の
経
営
基
盤
強
化
と
財

政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
二
十
七

年
度
か
ら
平
成
三
十
一
年
度
ま
で
を
集
中
取
組
期
間
と

し
、
公
営
企
業
会
計
を
適
用
す
る
こ
と
を
各
地
方
公
共

団
体
へ
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
特
に
、
下
水
道
事
業
及
び
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て

は
、「
重
点
事
業
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
都
道
府
県
及

び
人
口
三
万
人
以
上
の
市
区
町
村
等
に
つ
い
て
は
、
集

中
取
組
期
間
内
に
移
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し

て
い
る
。

　
こ
の
結
果
、
重
点
事
業
で
あ
る
下
水
道
事
業
及
び
簡

易
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
及
び
人
口
三
万
人

以
上
の
市
区
町
村
等
で
は
、
そ
の
九
割
超
の
団
体
で
公

営
企
業
会
計
の
適
用
が
進
捗
し
て
い
る
一
方
、
そ
の
他

の
事
業
で
は
大
き
な
進
捗
は
見
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
公
営
企
業
会

計
適
用
の
意
義
等
に
つ
い
て
、
整
理
を
行
う
。

公
営
企
業
会
計
の
特
徴
に
つ
い
て

　
公
営
企
業
会
計
は
、
公
営
企
業
が
、
企
業
と
し
て
の

経
済
性
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
本
来
の
目
的
で

あ
る
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
向
け
て
運
営
さ
れ
る
よ
う
、

民
間
の
企
業
会
計
と
同
様
に
、
発
生
主
義
・
複
式
簿
記

を
採
用
し
て
お
り
、
以
下
を
そ
の
主
な
特
徴
と
す
る
。

（
１
）　
経
営
、
資
産
等
の
正
確
な
把
握
に
よ
る
経
営
管

　
　
理
の
向
上

　
発
生
主
義
を
導
入
し
、
民
間
企
業
と
同
様
の
精
度
の

高
い
財
務
諸
表
（
貸
借
対
照
表
（B

S

）、
損
益
計
算
書

（P
L

）、
固
定
資
産
台
帳
等
）
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

公
営
企
業
の
経
営
、
資
産
等
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。
よ
っ
て
、
よ
り
計
画
的
な
経
営
基
盤

の
強
化
、
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
、
経
営
に
要
す

る
経
費
の
的
確
な
原
価
計
算
に
よ
り
、
さ
ら
に
適
切
な

料
金
算
定
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
経
営
の
透
明
性
が

向
上
し
、
他
団
体
と
の
比
較
可
能
性
も
確
保
さ
れ
、
議

会
・
住
民
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
向
上
す
る
。

（
２
）　
弾
力
的
な
経
営

　
予
算
を
超
え
る
弾
力
的
な
支
出
、
効
率
的
な
資
産
管

理
等
が
可
能
と
な
り
、
経
営
の
自
由
度
が
向
上
す
る
。

よ
っ
て
、
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な

り
、
経
営
の
効
率
化
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
に
つ

な
が
る
。

公
営
企
業（
地
方
公
営
企
業
法
上
の「
地

方
公
営
企
業
」）の
類
型
に
つ
い
て

　
地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
二
百
九
十

二
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
は
す
べ
て
の
公
営
企

業
に
一
律
に
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
特
定
の
事

業
に
適
用
さ
れ
る
。
法
の
適
用
関
係
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

　
第
一
に
、
地
方
公
共
団
体
が
、
①
水
道
（
簡
易
水
道

を
除
く
）、
②
工
業
用
水
道
、
③
軌
道
、
④
自
動
車
運
送
、

⑤
鉄
道
、
⑥
電
気
、
⑦
ガ
ス
の
七
事
業
（
以
下
「
法
定

事
業
」
と
い
う
。）
を
経
営
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら

の
事
業
に
は
法
の
規
定
の
全
部
が
当
然
に
適
用
さ
れ
る
。

公営企業会計の適用について

市町村課主事（行政担当）　前　野　志　歩
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合
は
、
結
果
的
に
法
の
規
定
の
全
部
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
法
第
二
条
第
二

項
及
び
第
三
項
、
地
方
公
営
企
業
法
施
行

令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
三
号
。

以
下
「
令
」
と
い
う
。）
第
一
条
第
一
項
）。

　
第
三
に
、
法
定
事
業
及
び
病
院
事
業
以

外
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
条
例
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
法
の
規
定
の
全
部
又
は

一
部
（
財
務
規
定
等
）
を
適
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
法
第
二

条
第
三
項
、
令
第
一
条
第
二
項
）

　
こ
れ
は
、
法
定
事
業
及
び
病
院
事
業
以

外
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
一
般
行
政
と
の

関
連
が
密
接
で
、
経
費
の
相
当
な
部
分
を

一
般
財
源
で
賄
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
で
あ
っ
た
り
、
一
定
の
工
事
が
完
了
す

る
と
そ
の
事
業
そ
の
も
の
が
完
結
し
、
継

続
的
事
業
体
た
る
企
業
と
は
い
い
難
い
も

の
で
あ
っ
た
り
、
事
業
の
内
容
が
施
設
の

提
供
と
い
う
極
め
て
単
純
な
も
の
で
、
企

業
の
経
営
と
い
う
実
態
を
有
し
な
い
等
の

性
格
を
有
す
る
た
め
、
法
の
規
定
を
一
律

に
適
用
す
る
実
益
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ

る
た
め
で
あ
る
。（
資
料
１
）

公
営
企
業
会
計
の
適
用
拡
大
に
つ
い
て

　
公
営
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
事
業
・
サ
ー
ビ
ス

の
普
及
・
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い
た
時
代
か
ら
、
事
業
・

（
法
二
条
一
項
）。

　
第
二
に
、
病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、
法
の
規
定
の
う

ち
財
務
規
定
等
が
当
然
に
適
用
さ
れ
る
。
な
お
、
条
例

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
財
務
規
定
等
を
除
く
法
の

規
定
を
全
部
適
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
場

サ
ー
ビ
ス
が
も
た
ら
す
便
益
を
確
保
す
る
た
め
、
経
営

資
源
を
効
果
的
に
管
理
・
活
用
す
る
事
業
経
営
が
求
め

ら
れ
る
時
代
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
各
公
営

企
業
に
お
い
て
は
、
経
営
基
盤
の
強
化
と
財
政
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
向
上
等
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
、

そ
の
前
提
と
し
て
、
公
営
企
業
会
計
を
導
入
し
、
事
業

の
経
営
成
績
（
損
益
情
報
）
や
財
政
状
態
（
ス
ト
ッ
ク

情
報
）
を
基
礎
と
し
た
経
営
状
況
を
的
確
に
把
握
す
る

と
と
も
に
、
経
済
性
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
を
検
証
す

る
た
め
、
他
団
体
と
の
比
較
等
を
効
果
的
に
行
う
必
要

性
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
法
定
事
業
及
び
病
院
事
業
以
外
の
事

業
に
つ
い
て
も
公
営
企
業
会
計
を
適
用
す
る
意
義
が
よ

り
い
っ
そ
う
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
、
総
務
省
は

「
公
営
企
業
会
計
の
適
用
の
推
進
に
つ
い
て
」（
平
成

二
十
七
年
一
月
二
十
七
日
付
け
総
務
大
臣
通
知
）
に
よ

り
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
平
成
三
十
一
年
度
ま
で
を

公
営
企
業
会
計
適
用
の
集
中
取
組
期
間
と
位
置
づ
け
る

と
と
も
に
、
特
に
公
営
企
業
会
計
を
適
用
す
る
必
要
性

が
高
い
下
水
道
事
業
及
び
簡
易
水
道
事
業
を
「
重
点
事

業
」
と
位
置
づ
け
、
集
中
取
組
期
間
内
に
以
下
の
と
お

り
公
営
企
業
会
計
の
適
用
に
取
り
組
む
よ
う
各
地
方
公

共
団
体
に
要
請
し
て
い
る
。

・
人
口
三
万
人
以
上
の
団
体
の
下
水
道
事
業
（
公
共
下

水
道
（
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
及
び
特
定
公
共

下
水
道
を
含
む
）
・
流
域
下
水
道
）
及
び
簡
易
水
道

事
業
は
公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行
が
必
要
。

・
人
口
三
万
人
未
満
の
団
体
の
下
水
道
事
業
及
び
簡
易

水
道
事
業
は
で
き
る
限
り
公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行

（資料１）
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が
必
要
。

・
そ
の
他
の
公
営
企
業
会
計
を
適
用
し

て
い
な
い
事
業
は
、
各
地
方
公
共
団

体
の
実
情
に
応
じ
て
公
営
企
業
会
計

へ
移
行
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
そ
の
結
果
、
人
口
三
万
人
以
上
の
団

体
に
お
け
る
重
点
的
事
業
に
つ
い
て
は
、

公
営
企
業
会
計
を
「
適
用
済
」、「
適
用

に
取
組
中
」
で
あ
る
割
合
が
簡
易
水

道
で
九
二
・
六
％
、
下
水
道
で
九
八
・

八
％
（
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
時
点
）

と
進
捗
が
見
ら
れ
る
。
一
方
で
、
そ
れ

以
外
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
人
口
三
万

人
未
満
の
団
体
の
重
点
事
業
に
お
い
て
、

公
営
企
業
会
計
を
「
適
用
済
」、「
適
用

に
取
組
中
」
で
あ
る
割
合
は
簡
易
水
道

で
四
二
・
〇
％
、
下
水
道
で
二
四
・
八
％

（
平
成
二
十
九
年
四
月
一
時
点
）
重
点

事
業
以
外
の
事
業
に
お
い
て
、
公
営
企

業
会
計
を
「
適
用
済
」
の
割
合
は
八
・

六
％
（
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

時
点
。
平
成
二
十
七
年
度
公
営
企
業
決

算
状
況
調
査
の
対
象
事
業
に
お
け
る
公

営
企
業
会
計
の
適
用
割
合
）
と
、
大
き

な
進
捗
は
見
ら
れ
な
い
。（
資
料
２
）

公
営
企
業
会
計
の
適
用
推
進
に
係
る
支
援

　
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
平
成
三
十
一
年
度
ま
で
の
五

年
間
（
集
中
取
組
期
間
）
に
お
い
て
、
現
在
、
公
営
企

業
会
計
が
適
用
さ
れ
て
い
な
い
事
業
に
つ
い
て
、
重
点

事
業
（
下
水
道
事
業
及
び
簡
易
水
道
事
業
）
を
中
心
に
、

そ
の
適
用
を
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
適

用
に
あ
た
り
、
地
方
公
共
団
体
の
事
務
負
担
や
経
費
負

担
を
軽
減
し
、
円
滑
化
す
る
た
め
、
以
下
の
支
援
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。

（
１
）　
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定

　
公
営
企
業
会
計
の
適
用
に
関
す
る
具
体
的
な
業
務
の

処
理
手
順
・
留
意
点
や
、
固
定
資
産
台
帳
の
整
備
に
関

す
る
考
え
方
・
標
準
的
な
水
準
等
に
つ
い
て
取
り
ま
と

め
た
「
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
策
定
・
公
表
す
る
。
併
せ
て
、
以
降
事
務
の
着

手
と
全
体
像
等
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
「
地
方
公
営
企
業

法
の
適
用
に
関
す
る
簡
易
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
策
定
・
公
表
。

（
２
）　
地
方
財
政
措
置

　
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
平
成
三
十
一
年
度
ま
で
の
間
、

公
営
企
業
会
計
の
適
用
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
当

す
る
た
め
の
公
営
企
業
債
を
措
置
。
ま
た
、
下
水
道
事

業
及
び
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
当
該
公
営
企
業
債
の

元
利
償
還
金
に
対
す
る
普
通
交
付
税
措
置
を
講
じ
る
。

（
３
）　
先
行
事
例
の
紹
介
等

　
各
地
方
公
共
団
体
が
、
類
似
す
る
団
体
の
法
適
用
に

か
か
る
取
組
等
を
参
照
で
き
る
よ
う
に
、
先
行
し
て
地

方
公
営
企
業
法
を
任
意
適
用
し
た
団
体
の
事
例
を
取
り

ま
と
め
、
公
表
。
要
請
や
法
令
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
具

体
的
な
考
え
方
、
取
り
扱
い
等
に
つ
い
て
、
質
疑
応
答

集
を
取
り
ま
と
め
、
公
表
す
る
。

（
４
）　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
、
研
修
の
実
施

　
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
に
つ
い
て
、
公
営
企

業
会
計
の
適
用
に
取
り
組
む
団
体
を
重
点
的
に
拡
充
し
、

直
接
支
援
。
市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
（JA

M
P
)

、
全
国
市

町
村
国
際
文
化
研
修
所
（JIA

M

）
等
に
お
い
て
、
公

営
企
業
会
計
の
適
用
に
関
す
る
自
治
体
職
員
向
け
の
研

修
を
実
施
。（
資
料
３
・
資
料
４
）

（資料２）
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各
企
業
に
お
け
る
適
用
の
意
義
に
つ
い
て　
　
　
　
　

（
１
）　
人
口
三
万
人
以
上
の
団
体
の
重
点
事
業

　
重
点
事
業
は
、
資
産
規
模
が
大
き
く
、
ま
た
、
住
民

生
活
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
資
産
の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
た
上
で
経
営
改
革

を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
特
に
適
用
の
必
要
性

が
高
い
事
業
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）　
人
口
三
万
人
未
満
の
団
体
の
重
点
事
業

　
人
口
三
万
人
未
満
の
団
体
に
つ
い
て
は
、
職
員
数
が

少
な
い
場
合
等
は
、
事
務
負
担
の
観
点
か
ら
、
適
用
の

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
場
合
が
あ
る
一
方
、
公
営
企
業
会
計

適
用
の
必
要
性
そ
の
も
の
は
人
口
三
万
人
以
上
の
団
体

と
変
わ
り
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
資
産
規
模
が
小
さ
い
場
合
等
、
少
な
い
職
員

数
で
対
応
で
き
る
場
合
も
見
込
ま
れ
、
民
間
企
業
で
は

零
細
企
業
で
も
企
業
会
計
方
式
を
実
施
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
で
き
る
限
り
公
営
企
業
会
計
を
適
用
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）　
重
点
事
業
以
外
の
事
業

　
重
点
事
業
以
外
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
直
近
に
廃
止

等
を
予
定
し
て
い
る
事
業
を
除
き
、
公
営
企
業
と
し
て

の
経
営
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
た
め
、
各
団
体

の
実
情
に
応
じ
、
経
営
状
態
の
見
え
る
化
を
進
め
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
後
の
公
営
企
業
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
損
益
情
報

や
ス
ト
ッ
ク
情
報
等
の
経
営
情
報
を
正
確
に
把
握
し
た

上
で
、
経
営
効
率
化
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
公
営
企
業
会
計
は
、
こ
う
し
た
取
組
み
の
前
提
と
し

て
装
備
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
公
営
企
業
会

計
の
適
用
に
よ
り
、
各
企
業
が
経
営
状
況
を
踏
ま
え
た

的
確
な
経
営
改
善
や
経
営
判
断
を
行
う
こ
と
で
、
経
営

の
質
と
効
率
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
人
口
三
万
人
未
満
の
団
体
に
お
け
る
事
業
や
重
点
事

業
以
外
の
事
業
に
つ
い
て
も
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
的

な
経
営
を
行
う
た
め
、
団
体
の
実
情
を
踏
ま
え
つ
つ
積

極
的
に
適
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（資料４）

（資料３）

開催要領

平成29年度

地方公営企業法の適用に
向けた実務

　公営企業が、住民に必要なサービスを将来にわたり安定的に提供していくためには、中長期的な視点に立った計画的
な経営基盤の強化と財政マネジメントの向上等に取り組んでいくことが求められます。
　これらについて、より的確に取り組むためには、公営企業会計を適用し、貸借対照表や損益計算書等の財務諸表の作
成を通じて、自らの経営・資産等を正確に把握することが必要となります。
　このため、平成２７年度から平成３１年度までの５年間で、地方公営企業法の全部又は一部（財務規定等）を適用するこ
とが総務大臣通知により要請されているところです。
　本研修では、このような背景のもと、講義や演習を通して、次のような項目を学びます。

〒520-0106 滋賀県大津市唐崎二丁目13番1号　TEL. 077-578-5932　FAX. 077-578-5906
[e-mail] kenshu@jiam.jp　[ホームページ] http://www.jiam.jp

公益財団法人 全国市町村研修財団　全国市町村国際文化研修所（JIAM）教務部

地方公営企業の制度概要及び最近の動向
公営企業会計適用の意義及び効果
地方公営企業法の適用に関する手続き及び先行事例
固定資産台帳の作成、発生主義、複式簿記による予算、決算の作成及び消費税の経理処理

募集人数を大幅に上回るお申し込みをいただいた場合は、先着順とさせていただきます。そのため、申込期限前に締め切らせていただく
場合があります。その場合は、ＪＩＡＭホームページのトップページ「受講者募集中の研修」でお知らせいたしますので、適宜ご確認ください。

左記金額は、研修、宿泊、食事（朝食2回、昼食3回、夕食2回）、資料等にかかる費用です。   
なお、事前準備・事前学習にかかる費用は含まれておりません。      
           

研修受講にあたって、事前課題に取り組んでいただく予定です。詳細は受講決定通知書送付時にお知らせします。

平成29年7月5日（水）～7月7日（金）（3日間）

平成29年5月22日（月）まで

全国市町村国際文化研修所　JR京都駅より湖西線約15分　唐崎駅下車徒歩約3分
地方公営企業法をまだ適用していない下水道事業や簡易水道事業等の公営企業担当職員
3日間全日程をご受講いただける方を対象とします。途中退所や一時帰庁はできませんのでご注意ください。

50人

10,500円

日程

場所

募集人数

申込期限

申込方法

受講決定

事前課題

対象

経費

宿泊 研修所宿泊棟（宿泊型研修）　※外泊はできません。

JIAMホームページ内「研修Web申込みフォーム」 からお申し込みください。
「Web申込み」が難しい場合は、受講申込書によりFAXでも受け付けています。
※受講申込書はJIAMホームページの書類様式集（http://www.jiam.jp/doc/）にも掲載しております。

受講の可否については、開講日の約1か月前までに通知をお送りします。
経費納入方法等の手続きについては、受講決定通知書によりお知らせします。

1

2

3

4

問い合わせ先● ●

共催：総務省
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市町村職員等を対象とした
研修の活用について

市町村課主事（行政担当）　木　村　俊　宏

す
。

　
研
修
の
種
類
は
、
大
き
く
分
け
て
「
一
般
研
修
」
と

「
特
別
研
修
」
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、「
一
般
研
修
」
は
、
地
方
公
共
団
体
職
員
と

し
て
の
経
験
年
数
及
び
役
職
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
各
階

層
ご
と
に
受
講
す
る
研
修
で
す
。
一
般
研
修
の
種
類
と

対
応
す
る
階
層
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
新
規
採
用
職
員
研
修

　
→
（
新
規
採
用
後
一
年
未
満
の
職
員
）

②
職
員
研
修
Ⅰ

　
→
（
新
規
採
用
後
四
年
を
経
過
し
た
職
員
）

③
職
員
研
修
Ⅱ

　
→
（
新
規
採
用
後
八
年
を
経
過
し
た
職
員
）

④
係
長
級
研
修

　
→
（
係
長
（
相
当
職
含
む
）
の
職
に
あ
る
職
員
）

⑤
課
長
補
佐
級
研
修

　
→
（
課
長
補
佐
（
相
当
職
含
む
）
の
職
に
あ
る
職
員
）

⑥
課
長
級
研
修

　
→
（
課
長
（
相
当
職
含
む
）
の
職
に
あ
る
職
員
）

　
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
に
は
、
各
階
層
に
お
い
て
必
要
性

の
高
い
知
識
・
技
能
等
を
習
得
す
る
た
め
の
内
容
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
例
と
し
て
、
新
規
採
用
職
員
研

修
で
は
、
地
方
自
治
制
度
や
地
方
公
務
員
制
度
、
文
書

事
務
な
ど
地
方
公
共
団
体
職
員
と
し
て
の
基
礎
知
識
を

学
ぶ
ほ
か
、
県
内
の
先
進
的
な
取
組
に
つ
い
て
の
市
町

村
担
当
者
に
よ
る
講
演
や
、
市
町
村
長
か
ら
の
講
話
な

ど
、
地
方
公
共
団
体
の
現
況
を
認
識
す
る
た
め
の
内
容

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
課
長
級
研
修
で
は
、
市

町
村
経
営
の
あ
り
方
や
部
下
の
指
導
・
育
成
に
つ
い
て

な
ど
、
管
理
者
と
し
て
の
能
力
向
上
を
図
る
内
容
が
中

心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、「
特
別
研
修
」
は
、
受
講
希
望
者
が
市
町
村

は
じ
め
に

　
県
内
の
各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、「
地
方
創

生
」
の
加
速
化
を
は
じ
め
と
し
て
、
防
災
・
減
災
対
策
、

多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な
ど
の
様
々
な
行

政
課
題
に
対
し
、
待
っ
た
な
し
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
一
方
、
長
時
間
労
働
を
是
正
す

る
「
働
き
方
改
革
」
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
に
お
い
て

は
、
多
岐
に
わ
た
る
業
務
を
効
率
的
か
つ
正
確
に
進
め

て
い
く
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育
成
が
、
地
方
公
共
団

体
の
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
各
市
町
村
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
内
容
を
実
施
す
る
市
町
村
職
員
研
修
は
、
職
員

個
人
の
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
の
で
き
る
重
要
な
機

会
で
あ
り
、
そ
の
有
効
な
活
用
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
で
、

一
つ
一
つ
の
行
政
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、

地
方
公
共
団
体
の
新
し
い
働
き
方
を
リ
ー
ド
し
、
支
え

て
い
く
人
材
が
育
成
さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
市
町
村
職
員
研
修
の
更
な
る

活
用
の
推
進
を
見
据
え
、
研
修
制
度
の
概
要
、
運
営
の

仕
組
み
、
近
年
実
施
し
て
い
る
新
た
な
研
修
事
例
等
に

つ
い
て
、
解
説
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
町
村
職
員
研
修
の
概
要

　
徳
島
県
市
町
村
職
員
研
修
は
、
徳
島
県
、
徳
島
県
市

長
会
、
徳
島
県
町
村
会
の
三
者
で
締
結
し
て
い
る
協
定

に
よ
り
、
市
町
村
職
員
の
研
修
の
う
ち
自
治
研
修
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
実
施
す
る
方
が
効
果
的
な
研
修
に
つ
い

て
、
県
が
受
託
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
該
研
修
の
対
象
は
、
県
内
の
市
町
村
の
ほ
か
、
一

部
事
務
組
合
及
び
広
域
連
合
か
ら
希
望
が
あ
っ
た
場
合

も
、
参
加
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
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か
ら
の
推
薦
を
受
け
て
受
講
す
る
研
修
で
す
。
特
別
研

修
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
例
え
ば
パ
ソ
コ

ン
研
修
、
税
務
職
員
研
修
な
ど
、
業
務
を
進
め
る
上
で

直
接
必
要
と
な
る
実
務
的
な
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
研
修
も
あ
れ
ば
、
新
未
来
創
造
実
践
型
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
講
座
、
大
学
と
の
連
携
講
座
な
ど
、
地
方
公
共

団
体
の
業
務
に
関
す
る
新
た
な
知
見
を
見
出
し
、
課
題

解
決
力
を
高
め
る
こ
と
を
趣
旨
と
す
る
研
修
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

　「
一
般
研
修
」「
特
別
研
修
」
と
も
に
、
県
職
員
と
合

同
で
実
施
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
、
互
い
に
異
な
る
立
場
や
考
え
方
に
触

れ
た
り
、
議
論
す
る
こ
と
で
、
視
野
の
拡
大
や
意
識
改

革
が
図
ら
れ
、
研
修
の
効
果
が
よ
り
高
ま
る
ほ
か
、
職

員
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
受
講
者
数
等
の
関
係
で
、
市
町
村
職
員
だ
け
で

は
開
催
し
に
く
い
研
修
で
も
、
合
同
で
行
う
こ
と
に
よ

り
実
施
可
能
と
な
り
、
結
果
と
し
て
研
修
の
選
択
肢
が

増
え
て
い
る
こ
と
も
、
大
き
な
利
点
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。

　
な
お
、
平
成
三
十
年
度
に
実
施
を
予
定
し
て
い
る
各

種
研
修
の
体
系
は
、【
資
料
１
】
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

市
町
村
職
員
研
修
協
議
会
の
設
置
及
び
運
営

　
市
町
村
職
員
研
修
の
運
営
等
に
関
し
て
は
、
協
定
に

基
づ
き
協
議
会
を
設
置
し
、
研
修
に
関
す
る
基
本
的
事

項
に
つ
い
て
検
討
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
の
所
掌
事
務
及
び
組
織
は
、
要
綱
に
よ
り
、

次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
所
掌
事
務
〉

①
委
託
研
修
並
び
に
委
託
研
修
に
係
る
研
修
課
程
及
び

年
間
実
施
計
画
の
協
議

②
市
町
村
職
員
の
研
修
に
関
す
る
情
報
の
交
換
及
び
資

料
の
提
供

③
そ
の
他
市
町
村
職
員
の
研
修
に
関
し
必
要
な
事
務

〈
組
織
（
協
議
会
委
員
の
構
成
）〉

①
市
長
会
事
務
局
長
及
び
市
長
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
者

五
人
（
八
市
の
う
ち
五
市
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市

を
代
表
す
る
者
（
副
市
長
又
は
研
修
担
当
部
課
長
）

各
一
人
と
し
て
い
る
）

②
町
村
会
事
務
局
長
及
び
町
村
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
者

四
人
（
勝
名
地
区
、
那
賀
・
海
部
地
区
、
板
野
地
区
、

美
馬
・
三
好
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
を
代
表
す
る

者
（
副
町
村
長
又
は
研
修
担
当
課
長
）
各
一
人
と
し

て
い
る
）

③
県
市
町
村
課
長
及
び
県
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー
所
長

　
協
議
会
は
、
地
方
公
共
団
体
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢

が
変
化
し
て
い
く
中
で
、
そ
の
時
々
の
状
況
に
応
じ
て
、

直
近
の
課
題
に
対
応
し
た
研
修
を
実
施
し
て
い
く
た
め

に
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

(45)

(40)
(40)

(30)

(45)

(40)
(40)

(20)

(30)
(20)

(35)

(30)

(25)
(40)

(40)

(40)

(40)

(40)

(40)

(25)

(20)

(35)

(40)

(250)

(200)

(150)

(210)

(160)

(35)

(35)

(40)
(40)

(40)

(20)

【資料１】
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協
議
会
運
営
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
平
成
二
十
九

年
度
実
績
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

四
月
　
　
市
長
会
・
町
村
会
か
ら
協
議
会
委
員
の
推
薦

七
月
　
　
第
一
回
会
議

九
月
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
・
取
り
ま
と
め

十
月
　
　
次
年
度
研
修
計
画
（
案
）
の
作
成

十
二
月
　
第
二
回
会
議

三
月
　
　
次
年
度
研
修
案
内
の
送
付

　
ま
ず
、
第
一
回
会
議
で
は
、
研
修
に
つ
い
て
の
調
査

研
究
と
し
て
、
研
修
の
方
法
や
内
容
等
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
各
委
員
が
そ
れ

ぞ
れ
の
視
点
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
が
ど
の
よ
う
な
課

題
に
直
面
し
て
い
る
か
、
課
題
解
決
の
た
め
に
ど
う

い
っ
た
研
修
が
必
要
か
な
ど
の
意
見
を
出
し
合
い
、
そ

れ
を
集
約
し
ま
す
。

　
次
に
、
第
一
回
会
議
で
集
約
し
た
意
見
を
基
に
、
研

修
の
参
加
対
象
と
な
る
県
内
の
市
町
村
、
一
部
事
務
組

合
及
び
広
域
連
合
に
対
し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
こ
れ
と
併
せ
て
、
各
種
研
修
の
終
了
後
に

実
施
し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
、
各
団
体
の
意
向

や
希
望
を
集
計
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
を
次
年
度
の
研
修

計
画
（
案
）
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
作
成
し
た
研
修
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
、

第
二
回
協
議
会
に
て
審
議
を
行
い
ま
す
。
こ
こ
で
も
、

計
画
の
内
容
が
委
員
に
よ
り
審
議
さ
れ
、
活
発
な
意
見

の
交
換
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
細
や
か
な
部
分
ま
で
改

善
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
協
議
会
の
運
営
を
中
心
と
し
て
、
研
修

内
容
の
精
査
を
行
い
、
行
政
の
現
場
に
と
っ
て
真
に
必

要
と
な
る
こ
と
が
何
か
を
的
確
に
捉
え
、
よ
り
実
用
性

の
高
い
内
容
の
研
修
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
実
例
と
し
て
、
市
町
村
の

要
望
を
受
け
て
、平
成
二
十
九
年
度
に
新
設
さ
れ
た「
保

育
士
等
の
保
護
者
対
応
研
修
」
は
、
参
加
者
か
ら
も
好

評
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
三
十
年
度
は
更

に
回
数
を
増
や
し
て
実
施
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

「
新
未
来
創
造
実
践
型
Ｆ
Ｗ
講
座
」
に
つ
い
て

　
こ
こ
ま
で
、
市
町
村
職
員
研
修
の
運
営
等
、
全
体
的

な
流
れ
を
説
明
し
て
き
ま
し
た
が
、
各
種
研
修
の
う
ち
、

課
題
解
決
能
力
の
向
上
を
図
る
実
践
的
な
研
修
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
る
「
新
未
来
創
造
実
践
型
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
講
座
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
本
講
座
は
、
本
県
が
「
課
題
解
決
の
処
方
箋
・
徳
島

モ
デ
ル
」
の
創
出
を
加
速
し
、
全
国
に
発
信
し
て
い
く

た
め
、
地
方
創
生
の
最
前
線
の
現
場
を
新
た
な
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
、
大
学
や
民
間
な
ど
現
地
の
多
様
で
多
彩

な
人
材
と
交
流
・
連
携
し
た
「
課
題
解
決
型
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
研
修
」
で
あ
り
、
平
成
二
十
八
年
度
の
試

行
実
施
を
経
て
、
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
市
町
村
職
員

研
修
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
九
年

度
に
実
施
し
た
内
容
に
つ
い
て
は
、【
資
料
２
】
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
地
方
創
生
の
先
進
的
な
取
組
が
注
目
さ
れ
て
い
る

「
神
山
町
」
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
、
本
講
座
の
大

き
な
特
徴
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
数
多
く
の
着
目

す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
当
講
座
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
神
山
で
の
取
組
事
例

や
地
方
創
生
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
講
義
形
式
」
の
研
修

と
、
現
地
視
察
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
「
実
習
形

式
」
の
研
修
が
織
り
交
ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

多
様
な
形
式
で
の
研
修
の
実
施
は
、
三
日
間
の
研
修
を

計
二
回
と
い
う
、
十
分
な
活
動
時
間
の
確
保
に
よ
り
実

現
で
き
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、
研
修
参
加
者
は
、
自
ら
研
修
の
目
標
を
定
め
、

そ
の
達
成
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
先
に

述
べ
た
よ
う
に
豊
富
な
内
容
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
用
意

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
様
々
な
角
度
か
ら
自
己
の
目
標

達
成
に
向
け
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
き

な
学
び
の
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
参
加
者
を
対
象
と
し
て
、
二
回
の
講
座
そ
れ
ぞ
れ
の

終
了
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
研

修
目
的
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
、
延
べ
二
十
八
人
中

二
十
七
人
が
、「
達
成
さ
れ
た
」
ま
た
は
「
ま
あ
ま
あ

達
成
さ
れ
た
」
と
回
答
し
て
お
り
、
研
修
内
容
の
評
価

に
つ
い
て
は
、
二
十
八
人
全
て
が
、「
有
意
義
だ
っ
た
」

ま
た
は
「
ま
あ
ま
あ
有
意
義
だ
っ
た
」
と
回
答
し
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
の
職
場
で
の
実
践
や
仕

事
で
の
活
用
に
つ
い
て
も
多
く
の
意
見
が
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、
本
講
座
で
の
学
び
が
参
加
者
に
と
っ
て
非
常
に

意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
平
成
二
十
九
年
度
の
本
講

座
の
参
加
者
の
実
人
数
は
、
県
職
員
が
十
一
人
に
対

し
、
市
町
村
職
員
が
四
人
と
や
や
少
数
と
な
っ
て
い
ま

す
。
様
々
な
団
体
か
ら
幅
広
く
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
る
相
乗
的
な
効
果
と
、
本
講
座
で
の
学
び
を
よ

り
多
く
の
職
員
に
実
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し

て
、
更
な
る
広
報
・
周
知
等
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

自
治
振
興
セ
ミ
ナ
ー
の
活
用

　
こ
こ
ま
で
解
説
し
て
き
た
内
容
と
は
少
し
離
れ
ま
す

が
、
市
町
村
職
員
研
修
と
同
様
に
、
地
方
公
共
団
体
職

員
の
資
質
の
向
上
と
研
さ
ん
を
図
る
た
め
の
取
組
と
し

て
、
自
治
振
興
セ
ミ
ナ
ー
共
同
事
業
に
つ
い
て
触
れ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
地
方
創
生
の
推
進
、
地
方
分
権
改
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革
の
進
展
に
伴
っ
て
、
地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
か
つ

主
体
的
に
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
施
策
を
展
開
す
る
た

め
、
地
方
公
共
団
体
の
職
員
等
の
政
策
形
成
能
力
、
法

務
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、（
一
財
）

地
方
自
治
研
究
機
構
と
都
道
府
県
の
共
同
に
よ
り
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
本
県
で
は
過
去
、
平
成
二
十
年
度
と
平
成
二
十
七
年

度
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
三
十
年
八
月
に
、
再

度
、
本
県
で
の
開
催
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
内
容
と
し

て
は
、
地
方
行
財
政
や
地
方
創
生
な
ど
、
地
方
公
共
団

体
の
主
た
る
課
題
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
学
識
経
験
の
豊

富
な
先
生
方
に
御
講
演
い
た
だ
く
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
地
方
公
共
団
体
職
員
に
と
っ
て
重
要
な
、
地
方
自
治

に
関
す
る
見
識
を
深
め
る
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、
参

加
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

○
平
成
三
十
年
度
自
治
振
興
セ
ミ
ナ
ー

日
時
　
平
成
三
十
年
八
月
二
十
七
日
（
月
）

　
　
　
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時

場
所
　
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル

　
　
　（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
ー
ル
）

講
師
　
首
都
大
学
東
京
大
学
院
教
授
　
大
杉 

覚 

氏

　
　
　
関
西
学
院
大
学
教
授
　
小
西 

砂
千
夫 

氏

　
　
　
慶
應
義
塾
大
学
教
授
　
大
屋 

雄
裕 

氏

終
わ
り
に

　
市
町
村
職
員
研
修
は
、
地
方
公
共
団
体
の
業
務
を
円

滑
に
進
め
て
い
く
た
め
に
必
要
と
な
る
、
職
員
の
能
力

向
上
の
手
段
と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
今
後
、
そ
の
更
な
る
充
実
を
図
る
た
め

に
は
、
市
町
村
等
か
ら
意
見
を
発
信
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　
地
方
自
治
の
現
場
で
多
種
多
様
な
課
題
と
対
峙
し
て

い
る
の
は
、
他
で
も
な
い
市
町
村
等
の
職
員
で
あ
り
、

そ
こ
で
感
じ
て
い
る
様
々
な
思
い
こ
そ
が
、
研
修
を
よ

り
良
い
も
の
に
変
え
て
い
く
材
料
と
な
り
、
こ
の
先
の

研
修
制
度
を
形
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
研
修
へ
の
参
加
は
、
能
力
向
上
の
た
め
の
手

段
で
あ
る
と
同
時
に
、
研
修
の
改
善
に
向
け
て
の
意
見

を
生
み
出
す
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。
そ
の
意
見
を

ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
り
発
信
す
る
こ
と
で
、
研
修
制
度

が
よ
り
充
実
し
、
更
な
る
職
員
の
能
力
向
上
へ
と
つ
な

が
る
好
循
環
を
生
み
出
し
ま
す
。

　
各
市
町
村
等
の
職
員
の
皆
様
に
は
、
日
々
の
業
務
を

進
め
て
い
く
中
で
、
自
己
の
能
力
を
磨
く
た
め
の
研
修

に
も
目
を
向
け
て
い
た
だ
き
、
そ
の
積
極
的
な
活
用
と

意
見
の
発
信
に
よ
り
、
研
修
制
度
を
中
心
と
し
た
好
循

環
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
研
修
担
当
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

様
々
な
立
場
の
職
員
の
意
見
を
幅
広
く
集
約
し
て
い
た

だ
き
、
自
団
体
の
要
望
を
伝
え
る
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と

し
て
、
今
後
も
市
町
村
職
員
研
修
の
運
営
に
御
協
力
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

【資料２】
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１　

は
じ
め
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
津
波
に
よ
っ
て
地
方
公
共
団

体
が
保
有
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
や
デ
ー
タ
が
流
失
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
再
開
等
に
時
間
を
要
す
る
事
例
が
生

じ
、
ま
た
、
政
府
機
関
や
民
間
企
業
等
に
対
す
る
サ
イ

バ
ー
攻
撃
の
多
発
な
ど
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
案
も

後
を
絶
た
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
地
方
公
共
団
体

の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
取
り
巻
く
環
境
は
と
て
も
厳
し
い

も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
近
年
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
及
び
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
最
新
技
術
を
活
用
し
て
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

に
業
務
シ
ス
テ
ム
を
集
約
し
、
利
用
者
は
情
報
シ
ス
テ

ム
を
保
有
せ
ず
安
価
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
形
態

（
ク
ラ
ウ
ド
）
が
民
間
企
業
等
で
普
及
し
て
き
て
い
る
。

　
地
方
公
共
団
体
も
堅
牢
な
外
部
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
た
ク
ラ
ウ
ド
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災

害
に
伴
う
情
報
シ
ス
テ
ム
や
デ
ー
タ
の
流
失
が
起
こ
っ

て
も
、
業
務
の
継
続
性
を
保
持
で
き
、
ま
た
高
度
な
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
水
準
を
確
保
で
き
る
。
さ
ら
に
、
複

数
団
体
に
よ
る
共
同
利
用
で
団
体
あ
た
り
の
費
用
を
抑

え
、
生
み
出
し
た
リ
ソ
ー
ス
を
新
た
な
住
民
サ
ー
ビ
ス

へ
投
入
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
ク
ラ
ウ
ド
の
共
同

化
を
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
と
呼
ぶ
。

　
地
方
公
共
団
体
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
の
中
、
地

域
を
元
気
に
す
る
便
利
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
、

効
率
的
で
災
害
に
強
い
電
子
自
治
体
の
実
現
に
向
け
て
、

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
推
進
が
一
層
期
待
さ
れ
て
い
る
と

言
え
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
現
状
や
取

組
、
今
後
の
展
望
等
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

自治体クラウドについて

地域振興課主事（情報企画担当）　前　田　康　晴

２　

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
に
つ
い
て

　
自
治
体
が
単
独
で
情
報
シ
ス
テ
ム
の
基
幹
系
シ
ス
テ

ム
（
住
民
情
報
関
連
シ
ス
テ
ム
・
税
務
関
連
シ
ス
テ

ム
・
国
民
健
康
保
険
関
連
シ
ス
テ
ム
・
国
民
年
金
関
連

シ
ス
テ
ム
・
福
祉
関
連
シ
ス
テ
ム
）
を
自
庁
舎
で
管

理
・
運
営
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
外
部
の
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
に
お
い

て
管
理
・
運

用
す
る
取
組

を
「
単
独
ク

ラ
ウ
ド
」
と

言
う
の
に
対

し
、
複
数
の

自
治
体
で
共

同
利
用
す
る

取
組
を
「
自

治
体
ク
ラ
ウ

ド
」
と
言
う
。

　
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
に
つ
い
て
は
、

○
情
報
シ
ス
テ
ム
の
コ
ス
ト
削
減
、
業
務
負
担
の
軽
減

○
業
務
の
共
通
化
・
標
準
化

○
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
水
準
の
向
上
、
災
害
に
強
い
基
盤
構

築
（
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
確
保
、
業
務
の
継

続
性
）

等
の
観
点
か
ら
有
効
な
取
組
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
導
入
を
契
機
と
し
て
コ

ン
ビ
ニ
収
納
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
等
の
新
し
い
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上

し
た
り
、
他
の
自
治
体
と
情
報
提
供
・
情
報
共
有
を
相

互
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
自
治
体
の
取
組
を
参

考
に
自
ら
の
団
体
の
業
務
の
改
善
を
図
っ
た
り
し
た
取
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組
事
例
も
見
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
導
入
に
よ
り
削
減
さ

れ
た
費
用
や
そ
こ
に
投
入
さ
れ
て
い
た
人
的
資
源
を
他

の
分
野
で
有
効
活
用
す
る
こ
と
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化

や
、
付
加
価
値
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
）
が
可
能
と
な

り
、
そ
の
結
果
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
、

セ
キ
ュ
ア
な
情
報
シ
ス
テ
ム
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

３　
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
現
状
に
つ
い
て

　
平
成
十
八
年
度
以
降
、
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
取
組
が

進
み
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
時
点
で
、
全
国
で

三
五
六
団
体
、
六
○
グ
ル
ー
プ
が
導
入
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
徳
島
県
に
お
い
て
は
、五
団
体
、二
グ
ル
ー

プ
が
導
入
し
て
い
る
。

　
都
道
府
県
別
の
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
導
入
状
況
は
、
岐

阜
県
が
最
も
進
ん
で
お
り
、
宮
城
県
、
栃
木
県
、
千
葉

県
、
三
重
県
、
鳥
取
県
、
山
口
県
、
香
川
県
、
愛
媛
県
、

鹿
児
島
県
、
沖
縄
県
が
導
入
に
至
っ
て
い
な
い
。

４　
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
取
組
に
つ
い
て

　
取
組
の
特
徴
と
し
て
は
、
全
国
的
に
推
進
さ
れ
、
地

域
的
に
極
端
な
偏
り
は
な
い
。
ま
た
、
構
成
団
体
数
は

全
国
的
に
は
五
団
体
以
上
一
〇
団
体
未
満
の
割
合
が
高

い
一
方
、
一
般
財
団
法
人
岐
阜
県
市
町
村
行
政
情
報
セ

ン
タ
ー
（
三
四
団
体
）
を
筆
頭
に
一
〇
団
体
以
上
の
グ

ル
ー
プ
も
一
割
ほ
ど
存
在
す
る
な
ど
様
々
で
あ
る
。
構

成
団
体
の
組
合
せ
に
つ
い
て
は
、
人
口
五
万
人
以
下
の

自
治
体
同
士
の
組
合
せ
が
多
い
な
ど
規
模
が
類
似
し
て

い
る
自
治
体
同
士
の
組
合
せ
が
見
ら
れ
る
一
方
、
次
の

例
の
よ
う
に
様
々
な
団
体
の
組
合
せ
も
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
グ
ル
ー
プ
の
作
成
は
柔
軟
な
組
合
せ
が
可
能
で

あ
る
。

　
例

○
中
核
市
同
士
の
組
合
せ

：

愛
知
県
豊
橋
市
（
三
七
・

八
万
人
）・
岡
崎
市
（
三
八
・
一
万
人
）

○
異
な
る
人
口
規
模
の
団
体
の
組
合
せ

：

新
潟
県
市
町

村
情
報
シ
ス
テ
ム
共
同
利
用
連
絡
会
議
（
新
潟
県
長

岡
市
（
二
七
・
九
万
人
）・
三
条
市
（
一
○
・
二
万
人
）・

見
附
市
（
四
・
二
万
人
）・
魚
沼
市
（
三
・
九
万
人
）・

粟
島
浦
村
（
四
○
○
人
））

○
都
道
府
県
の
枠
を
越
え
た
組
合
せ

：

総
合
行
政
シ
ス

テ
ム
共
同
化
推
進
機
構
（
宮
崎
県
川
南
町
・
都
農
町
・

高
原
町
・
木
城
町
・
え
び
の
市
・
熊
本
県
錦
町
）
等

○
島
に
位
置
す
る
自
治
体
を
含
む
組
合
せ

：

新
潟
県
市

町
村
情
報
シ
ス
テ
ム
共
同
利
用
連
絡
会
議
（
新
潟
県

長
岡
市
・
三
条
市
・
見
附
市
・
魚
沼
市
・
粟
島
浦
村
）

　
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
導
入
団
体
の
ほ
ぼ
全
て
が
、
自
治

体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占

め
る
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
の
全
て
を
ク
ラ
ウ
ド
化
し
て
お

り
、
う
ち
約
半
数
が
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
に
加
え
て
内
部

管
理
系
シ
ス
テ
ム
（
人
事
給
与
シ
ス
テ
ム
・
財
務
会
計
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328
57

293
56

211
45

356
59

378
62

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

54.4

29 4 1



2018.6 AWA no JICHI No.92　50

Business corner

シ
ス
テ
ム
・
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
等
）
の
ク
ラ
ウ
ド
化

も
行
っ
て
い
る
。

５　
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
に
関
す
る
政
府

　
　
の
方
針

　
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
が
政
府
の
決
定
文
書
に
盛
り
込

ま
れ
た
の
は
、
平
成
二
十
五
年
六
月
十
四
日
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方

針
」（
以
下
「
骨
太
の
方
針
二
〇
一
三
」
と
い
う
。）
及

び
「
世
界
最
先
端
Ｉ
Ｔ
国
家
創
造
宣
言
」（
以
下
「
Ｉ

Ｔ
宣
言
二
〇
一
三
」
と
い
う
。）
で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
宣
言

二
〇
一
三
に
お
い
て
は
、「
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
に
つ
い

て
（
略
）
番
号
制
度
の
導
入
と
併
せ
て
共
通
化
・
標
準

化
を
行
い
つ
つ
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
取
組
を
加

速
す
る
。」
こ
と
と
さ
れ
、
骨
太
の
方
針
二
〇
一
三
に

お
い
て
も「
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
取
組
を
加
速
さ
せ
る
」

こ
と
と
さ
れ
、
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
推
進
は
政
府
の
重

要
施
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
総
務
省
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
六

年
三
月
二
十
四
日
に
「
電
子
自
治
体
の
取
組
み
を
加
速

す
る
た
め
の
一
〇
の
指
針
」
を
策
定
し
、
地
方
公
共
団

体
に
対
し
て
通
知
を
行
う
と
と
も
に
公
表
を
行
い
、
平

成
二
十
六
年
六
月
二
十
四
日
に
は
「
経
済
財
政
運
営
と

改
革
の
基
本
方
針
二
〇
一
四
」「「
日
本
再
興
戦
略
」
改

訂
二
〇
一
四
」、「
世
界
最
先
端
Ｉ
Ｔ
国
家
創
造
宣
言（
改

定
）」
が
そ
れ
ぞ
れ
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
お

い
て
は
、
国
・
地
方
行
政
の
Ｉ
Ｔ
化
と
業
務
改
革
を
同

時
・
一
体
的
に
推
進
す
る
こ
と
、
ク
ラ
ウ
ド
導
入
市
区

町
村
の
倍
増
（
二
〇
一
七
年
度
ま
で
に
約
一
○
○
○
団

体
）
を
目
指
す
こ
と
、
地
方
公
共
団
体
の
情
報
シ
ス
テ

ム
の
運
用
コ
ス
ト
を
圧
縮
す
る
（
三
割
減
を
目
指
す
）

こ
と
と
い
っ
た
具
体
的
な
目
標
が
初
め
て
盛
り
込
ま
れ

る
な
ど
、
引
き
続
き
政
府
の
重
要
施
策
の
一
つ
と
し
て

具
体
的
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
平
成
二
十
七
年
度
に
入
る
と
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
と
し
て
内
閣
情
報
通
信
政
策
監
（
政
府
Ｃ
Ｉ
Ｏ
）
を

主
査
と
す
る
「
国
・
地
方
Ｉ
Ｔ
化
・
Ｂ
Ｐ
Ｒ
推
進
チ
ー

ム
」
が
開
催
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
新

た
な
取
組
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
七
年
六
月
三
十
日
に

閣
議
決
定
さ
れ
た「
世
界
最
先
端
Ｉ
Ｔ
国
家
創
造
宣
言
」

で
は
、「
国
・
地
方
Ｉ
Ｔ
化
・
Ｂ
Ｐ
Ｒ
推
進
チ
ー
ム
第

一
次
報
告
書
」
を
踏
ま
え
、「
地
方
公
共
団
体
の
情
報

シ
ス
テ
ム
改
革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
自
治
体
ク
ラ

ウ
ド
未
実
施
の
団
体
に
お
い
て
は
、
業
務
の
共
通
化
・

標
準
化
を
行
い
つ
つ
、
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
導
入
の
取
組

を
加
速
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
情
報
シ
ス
テ
ム
の
コ

ス
ト
削
減
を
図
る
。
ま
た
、
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
導
入
団

体
に
あ
っ
て
も
更
な
る
業
務
の
共
通
化
・
標
準
化
の
実

施
に
よ
る
ク
ラ
ウ
ド
化
業
務
範
囲
の
拡
大
等
ク
ラ
ウ
ド

の
質
の
一
層
の
向
上
を
図
る
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
地

方
公
共
団
体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
コ
ス
ト
の
圧
縮

（
三
割
減
）
を
図
る
と
と
も
に
、
更
な
る
コ
ス
ト
削
減

に
向
け
た
方
策
や
質
の
向
上
策
に
つ
い
て
、
二
〇
一
六

年
夏
に
結
論
を
得
る
べ
く
、
検
討
を
進
め
る
」
こ
と
と

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
平
成
二
十
八
年
度
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
、「
国
・

地
方
Ｉ
Ｔ
化
・
Ｂ
Ｐ
Ｒ
推
進
チ
ー
ム
」
の
下
で
自
治
体

ク
ラ
ウ
ド
取
組
事
例
の
深
掘
り
・
分
析
、
整
理
・
類
型

化
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
、
今
般
、
同
チ
ー
ム
に
お
い

て
、
目
標
等
を
更
新
し
た
、「
国
・
地
方
Ｉ
Ｔ
化
・
Ｂ

Ｐ
Ｒ
推
進
チ
ー
ム
第
二
次
報
告
書
」
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
た
。

６　

ク
ラ
ウ
ド
導
入
に
係
る
ロ
ー
ド

　
　
マ
ッ
プ

　
平
成
二
十
九
年
度
に
は
、「
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
二
〇
一
七
」（
平
成
二
十
九
年
六
月
九
日

閣
議
決
定
）
や
「
世
界
最
先
端
Ｉ
Ｔ
国
家
創
造
宣
言
・

官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
計
画
」（
平
成
二
十
九
年

五
月
三
十
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、「
地
方
公
共
団

体
は
ク
ラ
ウ
ド
導
入
等
の
計
画
を
策
定
し
、
国
は
そ
の

進
捗
管
理
を
す
る
」
こ
と
と
さ
れ
、
ま
た
、
行
政
改
革

推
進
会
議
等
か
ら
総
務
省
に
対
し
、
地
方
公
共
団
体
に

お
け
る
ク
ラ
ウ
ド
の
導
入
に
つ
い
て
更
に
取
組
を
加
速

し
て
い
く
た
め
、
そ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
提
示
や

2017 2018 2019 2020
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導
入
に
向
け
た
道
筋
を
示
す
べ
き
と
の
指
摘
が
な
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
総
務
省
で
は
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ド
導
入
に
向
け
た
今
後
の
具
体

的
な
検
討
を
進
め
て
い
く
た
め
の
工
程
等
を
内
容
と
す

る
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ド
導
入
に
係
る

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
が
策
定
・
公
表
さ
れ
る
と
と
も
に
、

各
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ド
導
入
等
に
関
す

る
計
画
の
策
定
が
要
請
さ
れ
た
。

７　

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
導
入
を
支

　
　
援
す
る
財
政
措
置

　
平
成
二
十
九
年
度
地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
、
①
自

治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
推
進
、
②
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
、

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
シ
ス
テ
ム
の
運
用
、
④
地
方
公

会
計
シ
ス
テ
ム
の
整
備
・
運
用
、
⑤
デ
ジ
タ
ル
方
式
に

移
行
し
た
消
防
救
急
無
線
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
要
す
る

経
費
を
、「
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
構
造
改
革
推
進
事

業
」
と
し
て
計
上
（
一
、五
〇
〇
億
円
）。

　
本
事
業
に
お
け
る
、
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
推
進
の
た

め
の
措
置
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

○
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
推
進
に
係
る
特
別
交
付
税
措
置

【
対
象
経
費
】

共
同
化
計
画
に
要
す
る
経
費

情
報
シ
ス
テ
ム
の
共
同
利
用
に
向
け
た
団
体
間
の
調

整
（
業
務
の
見
直
し
や
、
再
構
築
等
）
を
実
施
し
、

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
導
入
に
よ
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の

最
適
化
に
向
け
た
計
画
の
策
定
等
に
要
す
る
経
費
や
、

同
計
画
を
踏
ま
え
た
情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
要
求
仕

様
書
の
作
成
や
選
定
等
の
経
費
。

（
例

：

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
推
進
組
織
と
し
て
の
町
村
会

事
務
局
が
、
共
同
化
計
画
を
策
定
す
る
経
費
。
都
道

府
県
が
、
域
内
市
町
村
の
共
同
化
計
画
を
策
定
支
援

す
る
際
の
経
費
。）

導
入
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
要
す
る
経
費

共
同
化
計
画
に
基
づ
く
調
達
に
向
け
た
Ｒ
Ｆ
Ｉ
／
Ｒ

Ｆ
Ｐ
や
シ
ス
テ
ム
構
築
時
の
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ン
ダ
や
複

数
団
体
と
の
調
整
な
ど
、
移
行
作
業
を
円
滑
に
実
施

す
る
た
め
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
要
す
る
経
費
。

（
例

：

Ｒ
Ｆ
Ｉ
／
Ｒ
Ｆ
Ｐ
を
行
う
際
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
か
ら
助
言
を
受
け
る
経
費
、
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
導

入
自
治
体
か
ら
職
員
の
派
遣
を
受
け
る
場
合
の
旅
費

等
の
経
費
。）

デ
ー
タ
移
行
経
費

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
導
入
に
当
た
り
、
現
行
の
情
報

シ
ス
テ
ム
に
格
納
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
の
移
行
に
要

す
る
経
費
。

（
例

：

異
な
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
間
の
デ
ー
タ
移
行
の
際
に

必
要
な
移
行
デ
ー
タ
仕
様
設
計
費
、
デ
ー
タ
移
行

ツ
ー
ル
開
発
費
等
。）

実
務
処
理
研
修
に
要
す
る
経
費

事
業
者
か
ら
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
応
じ
た
シ
ス

テ
ム
の
管
理
体
制
や
各
業
務
シ
ス
テ
ム
端
末
の
画

面
・
操
作
方
法
等
に
つ
い
て
、
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理

者
た
る
情
報
政
策
担
当
職
員
や
窓
口
担
当
職
員
等
に

対
す
る
シ
ス
テ
ム
操
作
研
修
等
に
要
す
る
経
費
。

（
例

：

業
務
担
当
職
員
を
対
象
に
、
業
務
シ
ス
テ
ム
の

研
修
や
操
作
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
際
の
経
費
。）

【
算
定
方
法
】　

対
象
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
し
て

総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
　
×
　
○
・
五
　
×
　
財
政

力
補
正

○
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
推
進
に
係
る
普
通
交
付
税
措
置

　
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
導
入
に
必
要
な
業
務
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
及
び
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
整
備
等
に
係
る
経
費
や
、

途
中
解
約
等
シ
ス
テ
ム
移
行
に
係
る
経
費
（
自
治
体
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
を
含
む
。）
を
計
上
。

８　

終
わ
り
に

　
こ
の
よ
う
に
、
全
国
的
に
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
導
入
へ

の
取
組
が
進
ん
で
い
る
。
徳
島
県
は
グ
ル
ー
プ
作
成
の

た
め
の
自
治
体
同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
、
現
行
シ
ス
テ

ム
と
の
利
用
料
金
見
直
し
等
、
ク
ラ
ウ
ド
導
入
に
お
け

る
検
討
に
当
た
っ
て
の
「
事
前
準
備
作
業
」
と
し
て
、

ベ
ン
ダ
ー
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
や
総
務
省
地
域
情
報
政
策

室
に
よ
る
講
演
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
視
察
、
さ
ら
に

基
幹
系
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
製
品
説
明
・
デ
モ
等
の
実
施
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
は
、
地
方
公
共
団
体
は
保
有

す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
や
デ
ー
タ
を
堅
守
し
、
災
害
後
も

同
様
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
る
。
今
後
自
治
体

ク
ラ
ウ
ド
の
導
入
が
進
み
、
更
な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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は
じ
め
に

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
現
在
、
地
方
圏
か

ら
東
京
圏
へ
の
転
出
超
過
は
い
ま
だ
十
万
人
を
超
え
全

国
的
に
東
京
一
極
集
中
の
是
正
が
叫
ば
れ
て
い
る
。

　
特
に
過
疎
地
域
で
は
人
口
減
少
が
深
刻
化
し
て
お
り
、

各
自
治
体
と
も
そ
の
克
服
に
向
け
た
様
々
な
施
策
を
展

開
し
、
地
域
の
暮
ら
し
の
維
持
や
仕
事
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
過
疎
地
域
で
は
、
地
域
の
維
持
・
強
化

を
図
る
た
め
、
地
域
の
担
い
手
の
育
成
・
確
保
が
大
き

な
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
移
住
定
住
施
策
等
を

通
じ
て
積
極
的
に
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
回
は
美
波
町
で
行
っ
た
「
移
住
者
が
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
実
践
事
業
」
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。

経　

緯

　
美
波
町
で
は
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く

様
々
な
移
住
定
住
施
策
を
行
っ
て
お
り
、平
成
二
十
七
・

二
十
八
の
二
年
間
で
一
〇
〇
名
を
超
え
る
移
住
・
定
住

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
行
政
と
し
て
移
住
定
住
を
考
え
る
上
で
一
番
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
移
住
者
が
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
近
年
、
全
国
で
住
民
生
活
を
脅
か
す
ほ
ど
の
巨
大
地

震
が
多
発
し
て
お
り
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に

起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
で
は
一
五
、
〇
〇
〇
人
を
超

え
る
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
地
震
で

発
生
し
た
津
波
が
原
因
で
あ
る
。

　
本
県
の
沿
岸
部
の
市
町
で
も
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

に
伴
う
津
波
が
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

で
あ
り
、
昔
か
ら
そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
に
比
べ

滞
在
期
間
の
短
い
移
住
者
に
と
っ
て
は
周
辺
地
理
等
に

疎
く
、
津
波
発
生
時
に
早
急
な
避
難
が
困
難
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
事
か
ら
、
移
住
者
を
対
象
に
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
に
対
す
る
意
識
調
査
を
行
い
、
今
後
の
移
住

定
住
施
策
等
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

事
業
主
体

県
南
部
総
合
県
民
局
と
県
南
五
市
町
で
つ
く
る
「
四

国
の
右
下
」
若
者
創
生
協
議
会

受
託
団
体

　
一
般
社
団
法
人
ア
ン
ド
・
モ
ア

協
力
団
体

　
徳
島
大
学
地
域
創
生
セ
ン
タ
ー

調
査
方
法

美
波
町
へ
の
移
住
者
二
十
名
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

１　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
作
成

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、
個
人
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
等
に
注
意
し
な
が
ら
数
回
の
協
議
を
重
ね
調

査
項
目
を
選
定
し
た
。

移住者における防災意識調査について
～美波町の事例～

南部総合県民局経営企画部主事（地域振興担当）　大　谷　達　也
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２　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
七
月
・
八
月
に
移
住
者
宅
等
へ
伺
い
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
。

３　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

（
※
二
十
五
項
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
が
今
回
は

主
な
項
目
の
み
掲
載
）

①
い
つ
移
住
し
た
か
、
東
日
本
大
震
災
の
前
後
に
つ
い

て
　
・
東
日
本
大
震
災
前
　
三
五
％
（
七
人
）

　
・
東
日
本
大
震
災
後
　
六
五
％
（
一
三
人
）

②
移
住
場
所
を
選
ぶ
際
に
、
考
慮
し
た
項
目
に
つ
い
て

（
複
数
回
答
）

　
・
も
っ
と
も
多
か
っ
た
の
が
「
自
然
環
境
」
（
一
五

　
　
人
）、
ま
た
、
子
育
て
世
代
の
多
く
は
「
子
育
て
・

教
育
環
境
」（
七
人
）「
移
住
助
成
金
・
支
援
の
充

実
」（
六
人
）
も
選
び
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

③
移
住
場
所
を
選
ぶ
際
に「
災
害
か
ら
の
安
全
性
」・「
利

便
性
や
嗜
好
性
」
ど
ち
ら
を
よ
り
重
視
す
る
か

　
・「
利
便
性
や
嗜
好
性
」　
七
五
％
（
一
五
人
）

　
・
無
回
答
　
　
　
　
　
　
二
五
％
（
五
人
） 

④
住
居
を
選
ぶ
際
に
考
慮
し
た
災
害
に
つ
い
て
（
複
数

回
答
）

　
・「
考
慮
し
て
い
な
い
」　
五
〇
％
（
一
〇
人
）

　
・「
津
波
」　
　
　
　
　
　
四
五
％
（
九
人
）

　
・「
地
震
」　
　
　
　
　
　
二
五
％
（
五
人
）　
他

⑤
近
い
将
来
発
生
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま
す
か

　
・「
よ
く
知
っ
て
い
る
」　
五
〇
％
（
一
〇
人
）

　
・「
少
し
知
っ
て
い
る
」　
四
五
％
（
九
人
）

　
・「
全
く
知
ら
な
い
」　
　
　
五
％
（
一
人
）

　
　
九
割
以
上
は
知
っ
て
い
る
と
答
え
た
。

⑥
移
住
す
る
際
、
自
身
や
家
族
で
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
か

　
・「
調
べ
て
い
な
い
」　
九
五
％
（
一
九
人
）

　
・「
調
べ
た
」　
　
　
　
　
五
％
（
一
人
）

⑦
移
住
す
る
際
に
美
波
町
の
誰
か
か
ら
地
震
・
津
波
に

つ
い
て
聞
き
ま
し
た
か

　
・「
聞
か
な
か
っ
た
」　
六
〇
％
（
一
二
人
）

　
・「
聞
い
た
」　
　
　
　
四
〇
％
（
八
人
）

　
役
場
や
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
説
明
し
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
六
割
が
「
聞
か
な
か
っ
た
」
と

答
え
た
。

⑧
移
住
す
る
際
、
地
震
・
津
波
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

情
報
提
供
が
あ
れ
ば
よ
い
で
す
か
（
複
数
回
答
）

　
・「
避
難
場
所
」　
　
　
　
六
〇
％
（
一
二
人
）

　
・「
避
難
経
路
」　
　
　
　
五
五
％
（
一
一
人
）

　
・「
行
政
の
防
災
対
策
」　
五
〇
％
（
一
〇
人
）　
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
ま
と
め

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
移

災害からの
安全性　0%

利便性や嗜好性
75%

無回答
25%

n=20人

移住場所を選ぶ際に、どち
らをより重視しましたか？

近い将来発生が予想されてい
る南海トラフ巨大地震につい
て知っていますか？

移住する際、自身や家族で
地震・津波について調べま
したか？

調べた
5%

調べていない
95%

n=20人

よく知っている
50%少し知って

いる
45%

どちらで
もない　0%

あまり知らない
0% 全く知らない

5%

n=20人
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住
先
を
選
ぶ
際
、
近
い
将
来
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
と
答
え

た
方
が
九
割
以
上
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
安
全
性
よ
り

も
利
便
性
・
嗜
好
性
を
選
ぶ
方
が
多
く
、
地
震
・
津
波

に
つ
い
て
は
調
べ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
ま
た
、
移
住
先
に
求
め
る
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、

「
避
難
経
路
」「
避
難
場
所
」が
最
も
多
い
回
答
で
あ
っ
た
。

５　

対　

策

　
以
上
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
移
住
者
が
移
住
場

所
を
選
ぶ
際
、
利
便
性
・
嗜
好
性
を
重
視
し
、
移
住
先

へ
は
「
避
難
経
路
」「
避
難
場
所
」
の
情
報
提
供
を
求

め
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
た
め
、
移
住
者
用
の
防
災

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
た
。
　

６　

防
災
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
地
図
に
避
難
場
所
・
避
難
所
を
一
目
で
わ
か
る
強
調

色
で
明
記
し
、
な
お
か
つ
日
常
生
活
を
行
う
上
で
必
要

な
情
報
も
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
利
便
性
を
図
る
こ
と

と
し
た
。

７　

報　

告

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
地
元
自
主
防
災
会
、
役
場
、
そ

の
他
関
係
者
等
へ
報
告
を
行
い
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ

い
て
も
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
を
行
っ
た
。

８　

ま
と
め

　
美
波
町
へ
の
移
住
者
数
は
今
後
も
増
加
し
て
い
く
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
行
政
機
関
並
び
に
自
主
防
災
会
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
は
更
な
る
防
災
意
識
の
向
上

と
移
住
者
に
対
す
る
情
報
提
供
を
行
い
、
誰
も
が
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
促
進
を
図
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

防災パンフレット
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１　

は
じ
め
に

　
過
疎
・
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進
行
す
る
に
し
阿
波

（
徳
島
県
西
部
圏
域

：

美
馬
市
、
三
好
市
、
つ
る
ぎ
町
、

東
み
よ
し
町
）
に
お
い
て
、
集
落
再
生
・
活
性
化
に
向

け
て
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。

２　

研
究
の
背
景
及
び
目
的

　
過
疎
地
域
の
主
た
る
消
費
者
で
あ
る
高
齢
者
が
、
交

通
網
の
縮
小
や
運
転
免
許
返
納
者
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、

積
極
的
な
消
費
活
動
を
行
え
な
い
状
況
を
招
い
て
い
る

と
危
惧
さ
れ
る
。

　
こ
の
度
、
モ
デ
ル
集
落
を
選
定
し
、
住
民
の
消
費
活

動
に
関
す
る
現
状
を
調
査
、
分
析
す
る
。

　
ま
た
、
二
市
二
町
と
の
積
極
的
な
連
携
を
進
め
、
地

域
経
済
に
お
け
る
消
費
活
動
の
減
退
を
防
ぐ
施
策
を
検

討
す
る
。

３　

研
究
方
法

　
最
初
に
、
モ
デ
ル
集
落
の
選
定
を
二
市
二
町
に
お
い

て
、〈
表
１
〉
の
条
件
に
適
合
す
る
集
落
を
そ
れ
ぞ
れ

四
集
落
（
Ａ
～
Ｄ
）
選
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
そ
の
結
果
〈
表
２
〉
に
示
す
十
六
集
落
を
選
定
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

＜表２＞モデル集落一覧

項目 モデル 集落名※ 世帯数
（世帯）

集落人口（人） 高齢
化率男 女 計

美馬市 モデルＡ 美馬Ａ 29 48 49 97 42.0%

モデルＢ 美馬Ｂ 42 47 50 97 50.0%

モデルＣ 美馬Ｃ 20 18 21 39 74.0%

モデルＤ 美馬Ｄ 20 20 17 37 54.0%

計 111 133 137 270 55.0%

三好市 モデルＡ 三好Ａ 29 31 45 76 47.4%

モデルＢ 三好Ｂ 27 29 34 63 41.3%

モデルＣ 三好Ｃ 15 9 16 24 56.0%

モデルＤ 三好Ｄ 14 18 12 30 53.3%

計 85 87 107 193 49.5%

つるぎ町 モデルＡ つるＡ 55 56 52 108 48.1%

モデルＢ つるＢ 30 27 31 58 56.9%

モデルＣ つるＣ 22 14 22 36 75.0%

モデルＤ つるＤ 19 17 18 35 51.4%

計 126 114 123 237 57.9%

東みよし町 モデルＡ 東みＡ 31 26 24 50 70.0%

モデルＢ 東みＢ 20 27 23 50 50.0%

モデルＣ 東みＣ 8 12 6 18 72.0%

モデルＤ 東みＤ 14 12 16 28 50.0%

計 73 77 69 146 60.5%

合計 395 411 436 846 55.7%

※集落名＝市町村名の上２文字＋モデル名
　例：美馬市　モデルＡ集落＝美馬Ａ

＜表１＞モデル選定条件

モデル 条　　　　　件

モデルＡ、Ｂ
人口 50 人以上、高齢化率 40％以上
集落から主要施設までの距離５㎞以上

モデルＣ、Ｄ
人口 50 人未満、高齢化率 40％以上
集落から主要施設までの距離５㎞以上

主要施設：市役所・役場、日用品の購入場所、病院。

過疎地域における消費活動に及ぼす
地域交通の現状調査

西部総合県民局企画振興部主事（にし阿波振興担当）　田　中　耕　一
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（
１
）　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

　
選
定
し
た
集
落
の
住
民
に
対
し
て
、
日
用
品
の
購
入

に
絞
り
こ
ん
だ
内
容
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（「
日
用
品
の
購

入
に
お
け
る
交
通
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
」）
を
郵
送
し
記

入
後
返
送
し
て
も
ら
う
。
ま
た
、
集
計
率
の
低
い
集
落

に
対
し
て
は
、
直
接
お
も
む
き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
入

し
て
も
ら
う
。
　

ア
ン
ケ
ー
ト
内
容

・
世
帯
基
本
情
報
（
世
帯
人
数
、
年
齢
、
就
労
者
の
有

無
、
免
許
所
持
者
の
有
無
、
免
許
返
納
者
の
有
無
）

・
日
用
品
の
購
入
方
法
（
複
数
回
答
）

・
日
用
品
の
購
入
に
係
る
交
通
手
段
（
複
数
回
答
）

・
月
あ
た
り
に
お
け
る
日
用
品
の
購
入
頻
度

・
日
用
品
の
購
入
先

・
日
用
品
の
購
入
に
お
け
る
公
共
交
通
の
必
要
性

・
日
用
品
の
購
入
に
お
け
る
移
動
販
売
車
の
必
要
性

・
自
由
記
載

（
２
）　
い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
の
意
見
交
換
会
の
実
施

　
選
定
し
た
モ
デ
ル
集
落
の
う
ち
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
※

を
実
施
し
て
い
る
集
落
で
意
見
交
換
を
行
い
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
見
え
な
い
課
題
を
掘
り
起
こ
す
。

※
い
き
い
き
サ
ロ
ン
と
は
、
地
域
の
仲
間
づ
く
り
を
目

的
に
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
育
て
中
の
親
子
な

ど
と
地
域
住
民
が
自
発
的
に
開
催
し
、協
働
で
企
画
・

運
営
し
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
活
動
。

（
３
）　
二
市
二
町
地
域
交
通
状
況
調
査

　
対
象
と
な
る
二
市
二
町
の
地
域
交
通
の
現
状
を
調
査

し
整
理
す
る
。

４　

研
究
結
果

（
１
）
日
用
品
の
購
入
に
お
け
る
交
通
状
況
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果

①
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
率
　

　
四
七
・
一
％
（
三
九
五
世
帯
の
う
ち
一
八
六
世
帯
）

②
世
帯
あ
た
り
の
人
数

　
全
体
の
一
八
六
世
帯
の
う
ち
七
八
世
帯
（
四
一
・

九
％
）
が
二
人
世
帯
と
い
う
回
答
で
最
も
多
く
、
二
番

目
に
多
い
一
人
世
帯
と
あ
わ
せ
る
と
一
二
〇
世
帯
（
六

四
・
五
％
）
で
半
数
以
上
を
占
め
た
。

③
年
齢
構
成

　
全
体
の
四
四
六
人
の
う
ち
三
一
〇
人
（
六
九
・
五
％
）

が
六
〇
歳
以
上
と
い
う
結
果
で
七
割
近
く
が
高
齢
者
で

あ
っ
た
。
特
に
七
〇
歳
か
ら
七
九
歳
の
割
合
が
全
体
の

四
四
六
人
の
う
ち
一
〇
八
人
（
四
一
・
三
％
）
を
占
め
た
。

④
世
帯
あ
た
り
の
就
労
者
数

　
働
い
て
い
る
人
が
い
る
世
帯
は
、
一
八
六
世
帯
の
う

ち
一
一
二
世
帯
（
六
〇
・
二
％
）
で
あ
っ
た
。

⑤
世
帯
あ
た
り
の
免
許
所
持
者
数

　
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い
る
人
が
い
る
世
帯
に
お
い

て
は
、一
八
六
世
帯
の
う
ち
一
五
七
世
帯（
八
四
・
四
％
）

日用品の購入における交通状況アンケート

（表面）

（裏面）
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と
多
く
の
世
帯
が
運
転
免
許
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
と
な
る
。

⑥
世
帯
あ
た
り
の
免
許
返
納
者
数

　
世
帯
に
お
い
て
、
免
許
を
返
納
し
た
人
が
い
る
と
回

答
し
た
世
帯
は
一
八
六
世
帯
の
う
ち
二
三
世
帯（
一
二
・

四
％
）
で
あ
っ
た
。

⑦
日
用
品
の
購
入
方
法
（
複
数
回
答
）

　「
ス
ー
パ
ー
や
商
店
」
の
購
入
が
最
も
多
く
一
八
六

世
帯
の
う
ち
一
七
五
世
帯
（
九
四
・
一
％
）
の
方
の
回

答
が
あ
っ
た
。
つ
い
で
「
移
動
販
売
車
」
で
の
購
入
が

一
八
六
世
帯
の
う
ち
二
六
世
帯
（
一
四
・
〇
％
）
で
あ
っ

た
。

⑧
日
用
品
の
購
入
に
係
る
交
通
手
段
（
複
数
回
答
）

　「
自
分
で
車
の
運
転
」
が
一
七
五
世
帯
の
う
ち
一
三

五
世
帯
（
七
七
・
一
％
）
と
最
も
多
く
、
つ
い
で
「
家

族
の
運
転
」
が
三
七
世
帯
（
二
一
・
一
％
）
で
あ
っ
た
。

　
公
共
交
通
（
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
）
は
、
バ
ス
一
九
世

帯
（
一
〇
・
九
％
）・
タ
ク
シ
ー
一
二
世
帯
（
六
・
九
％
）

で
、あ
わ
せ
る
と
三
一
世
帯
（
一
七
・
七
％
）
で
あ
っ
た
。

⑨
月
あ
た
り
に
お
け
る
日
用
品
の
購
入
頻
度

　
月
五
回
以
上
が
七
八
世
帯
（
四
一
・
九
％
）
で
最
も

多
く
、
月
四
回
が
四
三
世
帯
（
二
三
・
一
％
）
で
あ
っ

た
。
週
あ
た
り
一
回
と
考
え
た
場
合
に
月
四
回
以
上
と

な
る
と
、
一
二
一
世
帯
（
六
五
・
一
％
）
と
半
数
以
上

が
週
一
回
以
上
の
買
い
物
の
頻
度
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
月
五
回
以
上
と
答
え
た
中
に
は
、
毎
日
や
二

〇
～
三
〇
回
な
ど
の
回
答
も
多
か
っ
た
。

⑩
日
用
品
の
購
入
先

　「
市
内
・
町
内
」
が
一
八
六
世
帯
の
う
ち
一
五
三
世

帯
（
八
二
・
三
％
）
と
最
も
多
く
、
つ
い
で
「
近
隣
の

市
町
村
」
が
二
三
世
帯
（
一
二
・
四
％
）
で
あ
っ
た
。

⑪
日
用
品
の
購
入
に
お
け
る
公
共
交
通
の
必
要
性

　「
必
要
と
思
う
」
が
一
八
六
世
帯
の
う
ち
一
一
九
世

帯
（
六
四
・
〇
％
）、「
少
し
必
要
と
思
う
」
が
二
八
世

帯
（
一
五
・
一
％
）
で
、あ
わ
せ
る
と
一
四
七
世
帯
（
七

九
・
〇
％
）
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
回
答
と
な
っ
た
。

⑫
日
用
品
の
購
入
に
お
け
る
移
動
販
売
車
の
必
要
性

　「
必
要
と
思
う
」

が
一
八
六
世
帯
の

う
ち
九
七
世
帯

（
五
二
・
二
％
）、

「
少
し
必
要
と
思

う
」
が
四
五
世
帯

（
二
四
・
二
％
）
で
、

あ
わ
せ
る
と
一
四

二
世
帯
（
七
六
・

三
％
）
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
回
答

と
な
っ
た
。

（
２
）　
い
き
い
き

サ
ロ
ン
で
の

意
見
交
換
会

　
七
集
落
で
意
見

交
換
会
を
実
施
し

た
。
ス
ー
パ
ー
や

商
店
か
ら
離
れ
て

い
る
集
落
に
は
車

が
必
要
で
あ
る
。「
運
転
で
き
な
く
な
っ
た
時
に
困
る
」

「
将
来
不
安
だ
」
と
い
う
意
見
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た
。

（
３
）　
に
し
阿
波
の
地
域
交
通
状
況
調
査
結
果

美
馬
市

　
①
美
馬
ふ
れ
あ
い
バ
ス

　
事
前
に
予
約
し
て
、
乗
り
合
い
形
式
で
自
宅
か

ら
目
的
地
ま
で
デ
マ
ン
ド
方
式
で
移
動
す
る
。

　
②
市
営
バ
ス
（
四
路
線
）

　
③
過
疎
地
有
償
運
送
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
こ
や
だ
い
ら
）

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
こ
や
だ
い
ら
の
会
員
で
、
運
転
を
行
え
る

会
員
が
運
転
免
許
を
持
た
な
い
会
員
等
の
送
迎
を
行

う
。
運
送
車
両
は
、
運
転
会
員
の
自
家
用
車
両
を
使

用
し
、
事
前
に
予
約
の
上
、
デ
マ
ン
ド
方
式
で
送
迎

す
る
。
料
金

：

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
一
三
〇
円

三
好
市

　
①
市
営
バ
ス
（
十
三
路
線
）

　
②
四
国
交
通
バ
ス
（
十
路
線
）

　
③
辺
地
タ
ク
シ
ー

　
交
通
の
便
が
著
し
く
悪
い
地
区
（
最
寄
り
の
バ
ス

停
か
ら
の
距
離
が
一
キ
ロ
以
上
の
地
区
）
に
居
住
す

る
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
等
が
通
院
・
買
い
物
等
に

利
用
す
る
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部（
専
ら
五
割
以
上
）

を
助
成
す
る
。

つ
る
ぎ
町

　
①
町
営
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
（
六
エ
リ
ア
）

　
幹
線（
二
台
）は
三
六
五
日
運
行
。フ
ィ
ー
ダ
ー（
三

台
）
は
平
日
の
み
で
、
各
山
間
集
落
を
月
に
三
～
四

回
運
行
。
全
線
フ
リ
ー
乗
降
可
。
乗
車
料
金
は
、
エ

いきいきサロン意見交換会の様子
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リ
ア
毎
の
金
額
と
し
、
エ
リ
ア
を
超
え
て
乗
車
し
た

場
合
は
、
乗
車
し
た
エ
リ
ア
の
合
計
金
額
と
な
る
。

　
　
○
半
田
・
貞
光
エ
リ
ア
（
二
〇
〇
円
）

　
　
○
八
千
代
エ
リ
ア
（
二
〇
〇
円
）

　
　
○
端
山
エ
リ
ア
（
二
〇
〇
円
）

　
　
○
一
宇
エ
リ
ア
（
二
〇
〇
円
）

　
　
○
ラ
フ
ォ
ー
レ
エ
リ
ア
（
一
、〇
〇
〇
円
）

　
　
○
剣
山
エ
リ
ア
（
四
〇
〇
円
）

　
・
小
学
生
以
下
の
小
人
は
、
半
額
　

　
・
小
学
校
入
学
前
は
、
無
料
（
二
人
目
は
、
小
人

料
金
）

　
・
障
が
い
者
・
要
介
護
等
認
定
者
、
運
転
経
歴
免
許

証
明
書
保
有
者
は
、
半
額

　
・
ラ
フ
ォ
ー
レ
エ
リ
ア
、
剣
山
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、

剣
山
登
山
バ
ス

（
季
節
運
行

：

春
・
夏
・
秋
の
土
日
・
祝
日
運
行
、

八
月
中
旬
は
毎
日
運
行
）

東
み
よ
し
町

　
①
町
営
バ
ス
（
一
路
線
）

　
②
四
国
交
通
バ
ス
（
一
路
線
）

　
③
高
齢
者
移
送
サ
ー
ビ
ス

　
町
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

　
山
間
地
域
に
在
住
す
る
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど

を
町
内
（
一
部
町
外
）
の
医
療
機
関
や
公
共
機
関
に

送
迎
を
行
う
も
の
。

　
対
象
者
は
、「
お
お
む
ね
六
五
歳
以
上
の
交
通
手

段
が
不
便
な
世
帯
の
高
齢
者
」、「
交
通
手
段
が
不
便

な
世
帯
の
障
が
い
者
手
帳
所
持
者
」、「
社
会
福
祉
協

議
会
長
が
特
に
認
め
た
者
」
で
、
登
録
制
。

　
運
営
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
、
社
会
福

祉
協
議
会
が
地
元
タ
ク
シ
ー
業
者
に
運
転
や
利
用
料

収
受
業
務
を
委
託
。

　
利
用
料

：

片
道
二
〇
〇
円
、
介
助
者
二
〇
〇
円

５　

考　

察

　
過
疎
集
落
に
お
い
て
は
、
二
人
世
帯
、
一
人
世
帯
の

高
齢
者
が
も
っ
と
も
多
い
状
況
で
あ
っ
た
。
日
用
品
の

購
入
に
お
い
て
は
、
自
分
や
家
族
の
運
転
で
ほ
ぼ
毎
日

買
い
物
に
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し

か
し
、車
が
運
転
で
き
な
い
世
帯
に
お
い
て
は
、〈
図
１
〉

の
と
お
り
買
い
物
の
頻
度
が
ほ
ぼ
週
一
回
に
満
た
な
い

状
況
で
、
自
家
用
車
の
使
用
世
帯
と
大
き
く
乖
離
し
て

い
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
地
域
交
通
の
状
況
に
お
い
て
は
、
地
理
的
条
件
、
人

口
条
件
、
独
自
の
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
に
よ
り
市
町
毎
に

対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
少
な
い
集
落
、
広
範

囲
に
わ
た
る
地
形
の
中
で
の
運
行
と
い
う
こ
と
か
ら
財

政
面
、
人
員
確
保
等
課
題
が
多
く
あ
る
。

　
こ
の
度
、
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
等
の
結
果
か
ら
、
次
の

施
策
を
提
案
す
る
。

（
１
）　
消
費
活
動
の
問
題
点
を
解
消
す
る
施
策
案

①
地
域
ス
ー
パ
ー
・
商
店
移
動
販
売
連
携

　
移
動
販
売
車
が
来
て
い
な
い
集
落
が
あ
り
、
本
来
は

そ
の
よ
う
な
集
落
こ
そ
が
必
要
と
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
行
政
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
地
域
の

ス
ー
パ
ー
や
商
店
か
ら
各
集
落
の
拠
点
と
な
る
場
所
や

空
き
家
を
活
用
し
て
指
定
さ
れ
た
場
所
へ
配
送
で
き
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

（
２
）　
地
域
公
共
交
通
バ
ス
の
問
題
点
を
解
消
す
る
施

策
案

①
に
し
阿
波
デ
マ
ン
ド
バ
ス

　
利
用
者
は
、
乗
り
場
と
行
き
先
を
事
前
に
予
約
し
、

乗
り
合
い
形
式
で
任
意
の
場
所
か
ら
目
的
地
ま
で
デ
マ

ン
ド
方
式
で
送
る
。
範
囲
は
美
馬
市
、
三
好
市
、
つ
る

ぎ
町
、
東
み
よ
し
町
全
域
。

〈図１〉買い物頻度（免許所持世帯と免許不所持世帯比較）
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ま
た
、
地
域
住
民
の
生
活
交
通
を
対
象
と
す
る
の
が

地
域
公
共
交
通
施
策
の
基
本
で
あ
る
が
、
人
口
減
少
社

会
を
迎
え
る
中
で
十
分
な
需
要
が
確
保
さ
れ
な
い
た
め
、

地
域
住
民
だ
け
で
な
く
、
観
光
客
等
に
も
利
用
し
て
も

ら
う
。
地
域
交
通
と
観
光
面
で
の
施
策
等
を
一
体
的
に

取
り
組
む
こ
と
と
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
利
用
者

増
に
繋
が
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

　②
自
動
運
転
に
よ
る
バ
ス
運
行

　
自
動
運
転
で
常
時
路
線
バ
ス
を
運
行
す
る
こ
と
に
よ

り
、
人
手
不
足
の
解
消
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
テ
レ
ビ

や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
連
携
を
図
り
運
行
状
況
が
誰

に
で
も
把
握
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
ス

ト
レ
ス
な
く
バ
ス
の
乗
車
が
で
き
る
。

（
３
）　
地
域
住
民
等
に
公
共
交
通
を
も
っ
と
知
っ
て
も

ら
う
施
策
案

①
乗
っ
て
み
ん
で
バ
ス
講
座
事
業

　
地
域
住
民
に
公
共
交
通
に
つ
い
て
よ
り
よ
く
知
っ
て

も
ら
う
た
め
の
出
前
講
座
（
バ
ス
の
乗
り
方
教
室
等
）

や
相
談
会
等
を
行
う
。（
い
き
い
き
サ
ロ
ン
、
学
校
の

授
業
等
の
一
環
で
、
事
前
に
教
育
委
員
会
、
社
会
福
祉

協
議
会
を
通
じ
て
募
集
す
る
。）

②
公
共
交
通
利
用
促
進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

　
公
共
交
通
の
現
状
や
バ
ス
の
乗
り
方
等
が
分
か
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
配
付
す
る
。

　
①
の
講
座
等
で
も
利
用
す
る
。

③
地
域
交
通
ア
プ
リ
の
作
成

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
交
通
状
況
の
確
認
。

　
病
院
や
ス
ー
パ
ー
、
市
役
所
、
町
役
場
な
ど
主
要
な

施
設
に
設
置
。

６　

お
わ
り
に

　
過
疎
地
域
に
お
け
る
地
域
交
通
は
、
継
続
的
か
つ
安

定
的
な
提
供
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域
か
ら
の
要
望

は
様
々
で
あ
り
、
日
々
、
変
化
し
て
き
て
い
る
。
今
回
、

調
査
し
た
集
落
内
に
お
い
て
、
移
動
販
売
以
外
の
日
用

品
の
購
入
手
段
が
な
く
、
そ
の
よ
う
な
集
落
に
住
む
住

民
こ
そ
交
通
手
段
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
。

　
集
落
再
生
・
活
性
化
に
は
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活

に
対
す
る
不
安
の
解
消
が
重
要
で
あ
り
、
特
に
過
疎
地

域
の
消
費
活
動
及
び
地
域
交
通
の
現
状
は
、
日
々
把
握

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
つ
で
あ
る
。

　
　

道の駅「にしいや」・かずら橋を拠点とした自動運転
実証実験（平成29年12月9日）
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は
じ
め
に

　
公
立
の
劇
場
・
音
楽
堂
等
は
、
地
方
自
治
法
の
第

二
四
四
条
が
規
定
す
る
「
公
の
施
設
」
に
位
置
づ
け
ら

れ
、
式
典
や
集
会
、
鑑
賞
機
会
の
提
供
、
文
化
活
動
の

発
表
・
創
造
な
ど
「
住
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
を

目
的
」と
し
た
施
設
で
あ
る
。「
文
化
会
館
」「
文
化
ホ
ー

ル
」「
文
化
セ
ン
タ
ー
」「
音
楽
ホ
ー
ル
」「
市
民
プ
ラ

ザ
」
な
ど
様
々
な
名
称
で
各
地
方
自
治
体
に
よ
っ
て
数

多
く
整
備
さ
れ
て
い
る
。（
公
社
）
全
国
公
立
文
化
施

設
協
会
が
発
行
し
て
い
る
全
国
公
立
文
化
施
設
名
簿
に

は
、
現
在
、
二
一
九
八
施
設
の
登
録
が
あ
る
。
そ
の
多

く
は
、
バ
ブ
ル
経
済
期
前
後
に
計
画
さ
れ
、
一
九
九
〇

年
代
に
建
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
築
二
十
年
以
上
を
経
過

し
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
大
規
模
な
修
繕
や
改
修
が

必
要
な
施
設
は
、
全
体
の
約
四
〇
％
に
も
な
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
多
く
の
自
治
体
に
お
い
て
、
財

政
は
厳
し
く
予
算
の
確
保
が
難
し
い
状
況
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
文
化
施
設
に
は
、
舞
台
機
構
・
照
明
・
音
響
設

備
な
ど
の
施
設
特
有
の
設
備
が
あ
り
、
一
般
の
建
築
物

よ
り
も
丁
寧
な
施
設
維
持
・
管
理
が
求
め
ら
れ
、
コ
ス

ト
も
高
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
施
設
利
用
率
や

収
益
の
低
い
場
合
は
、
施
設
の
管
理
・
運
営
は
ま
す
ま

す
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
税
金
で
管
理
・

運
営
す
る
公
立
文
化
施
設
は
必
要
な
の
か
が
問
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
近
年
で
は
、
公
立
文
化
施
設
を
単

な
る
「
ハ
コ
モ
ノ
」
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

地
域
貢
献
活
動
や
芸
術
普
及
活
動
（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活

動
）
な
ど
の
市
民
参
加
型
事
業
に
取
り
組
む
自
治
体
や

施
設
が
増
え
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
活
動
に
よ

り
、
文
化
や
芸
術
に
関
心
の
高
い
限
ら
れ
た
人
々
だ
け

で
な
く
、
普
段
、
文
化
や
芸
術
に
触
れ
る
機
会
の
少
な

い
人
々
に
対
し
て
も
、
積
極
的
に
文
化
芸
術
振
興
を
働

き
か
け
て
い
き
、
地
域
に
お
い
て
広
く
そ
の
効
果
を
還

元
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、

公
立
文
化
施
設
の
機
能
や
役
割
の
理
解
を
促
進
し
、
地

域
や
住
民
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
文
化
施
設
と
し
て
存
在

し
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
本
稿
で
は
、
公
立
文
化
施
設
の
役
割
と
文
化
芸
術
振

興
を
推
進
す
る
こ
れ
ら
の
取
組
活
動
に
つ
い
て
詳
し
く

説
明
し
て
い
き
た
い
。

公
立
文
化
施
設
に
関
す
る
法
律

①
「
文
化
芸
術
基
本
法
」（
平
成
十
三
年
制
定
）

　
文
化
芸
術
に
関
す
る
活
動
を
行
う
人
々
の
自
主
的
な

活
動
を
促
進
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
文
化
芸

術
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図

り
、
心
豊
か
な
国
民
生
活
及
び
活
力
あ
る
社
会
の
実

現
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
十
三
年
に

制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
の
中
で
、「
地
方
公
共
団
体

は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
文
化
芸
術
の
振
興
に
関

し
、
国
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
自
主
的
か
つ
主
体
的

に
、
そ
の
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、
及

び
実
施
す
る
債
務
を
有
す
る
」（
第
四
条
）
と
掲
げ
ら

れ
て
お
り
、
自
治
体
は
、
文
化
振
興
の
た
め
の
条
例
を

制
定
し
、
各
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
特
色
あ
る
文
化

芸
術
振
興
の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

　
図
①
の
文
化
庁
「
地
方
に
お
け
る
文
化
行
政
の
状
況

に
つ
い
て
」（
平
成
二
十
五
年
度
）
に
よ
る
と
、
文
化

振
興
の
た
め
の
条
例
を
制
定
す
る
自
治
体
は
一
一
五
団

体
と
な
っ
て
お
り
、
文
化
振
興
の
た
め
の
条
例
制
定
は
、

公立文化施設の役割と取組活動について

文化創造室主事（文化創造担当）　山　下　恵美子
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文
化
政
策
を
深
化
さ
せ
る
た
め
に
重
要
で
あ
り
、
制
定

す
る
自
治
体
は
、
今
後
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
く
と
考

え
ら
れ
る
。

②
「
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
劇

場
法
）」（
平
成
二
十
四
年
制
定
）

　「
劇
場
、
音
楽
堂
等
」
を
「
文
化
芸
術
を
継
承
し
、

創
造
し
、
及
び
発
信
す
る
場
で
あ
り
、
人
々
が
集
い
、

人
々
に
感
動
と
希
望
を
も
た
ら
し
、
人
々
の
創
造
性
を

育
み
、
人
々
が
共
に
生
き
る
絆
を
形
成
す
る
た
め
の
地

域
の
文
化
拠
点
」
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
を

受
け
た
「
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
事
業
の
活
性
化
の
た
め

の
取
組
に
関
す
る
指
針
」（
平
成
二
十
五
年
）
に
お
い

て
も
、
劇
場
・
音
楽
堂
等
が
「
社
会
参
加
の
機
会
を
開

く
社
会
包
摂
の
機
能
を
有
す
る
基
盤
と
し
て
、
常
に
活

力
あ
る
社
会
を
構
築
す
る
た
め
の
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
」
と
明
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
公
立
文
化
施
設
は
、
住
民
に
感
動

と
希
望
を
も
た
ら
し
、
創
造
性
を
育
む
た
め
の
場
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
や
再
生
、

地
域
発
展
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

公
立
文
化
施
設
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動

（
１
）
地
域
貢
献
活
動
の
方
向
性
・
実
施
状
況

　
公
立
文
化
施
設
や
設
置
者
で
あ
る
自
治
体
に
求
め
ら

れ
て
い
る
地
域
貢
献
活
動
と
は
、
も
て
る
機
能
や
人
材

を
活
用
し
、文
化
芸
術
を
通
じ
た
「
共
生
社
会
の
実
現
」

「
地
域
社
会
の
絆
の
強
化
」「
社
会
参
加
の
機
会
の
拡
充
」

を
目
指
す
こ
と
で
あ
り
（
図
②
）、
文
化
芸
術
の
振
興

だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
市
民
の
参
加
を
促
し
、
教
育
・

福
祉
、
産
業
・
経
済
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
活
動

で
あ
る
と
言
え
る
。

　
ま
た
、「
劇
場
・
音
楽
堂
等
　
地
域
貢
献
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」（
二
〇
一
六
年
）
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

六
十
二
％
の
施
設
が
何
ら
か
の
地
域
貢
献
活
動
を
実
施

し
て
い
る
と
回
答
し
て
い
る
（
図
③
）。

  

そ
の
活
動
の
方
向
性
と
し
て
、
次
頁
①
か
ら
⑥
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

図①
文化振興のための条例、文化政策の指針等の策定状況

文化振興のための条例（注１） 文化政策の指針等（注２）

都道府県 26 38

政令市 5 19

中核市（注 3） 9 26

市区町村 75 151

合計 115 234

〈注〉

１．「文化振興のための条例」とは、地方公共団体における文化振興全般について規定する条

例（基金に関する条例、文化施設等の管理運営に関する条例、文化財保護関係条例などは除く）。

２．「文化政策の指針等」とは、地方公共団体における文化振興全般、市民や文化団体による

文化芸術振興について規定する計画、指針等（計画、指針、ビジョン、プラン、方針、構想

など名称は問わない）。文化芸術振興基本法施行（平成13年12月７日）以降に策定されたもの。

３．「中核市」とは、日本の地方公共団体のうち、地方自治法第252条の22第１項に定める政

令による指定を受けた市。現在の指定要件は、法定人口が30万人以上であること。

図③ 図②

地域貢献活動状況

何らかの
地域貢献活動を
実施していると
回答した施設

未実施と
回答した施設

278施設（62％）

174施設（38％）

公立の劇場・ホールの地域貢献活動の方向性・テーマのイメージ図

共生社会の実現

公立の劇場・ホールの

地域貢献活動

地域社会の絆の強化 社会参加の機会の拡充
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①
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
絆
づ
く
り

・
市
民
参
加
型
事
業
に
よ
る
地
域
の
一
体
感
の
醸
成

・
伝
統
芸
能
な
ど
地
域
文
化
資
源
の
発
見
と
維
持
継
承

②
社
会
的
包
摂
機
能
の
発
揮

・
在
住
外
国
人
、
障
害
者
、
高
齢
者
、
貧
困
世
帯
、
ひ

と
り
親
世
帯
、
引
き
こ
も
り
の
若
者
な
ど
へ
の
文
化

　
芸
術
活
動
を
通
し
た
社
会
参
加
機
会
の
提
供

③
教
育
面
へ
の
寄
与

・
子
ど
も
の
創
造
性
向
上
な
ど
へ
の
支
援

・
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

④
福
祉
面
へ
の
寄
与

・
社
会
的
弱
者
へ
の
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
の
拡
大

・
学
校
や
病
院
、
障
害
者
・
高
齢
者
施
設
等
へ
の
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
活
動

・
音
楽
療
法
や
演
劇
療
法
な
ど
、
心
の
ケ
ア
や
健
康
増

進
へ
の
文
化
芸
術
活
動

⑤
ま
ち
づ
く
り
へ
の
寄
与

・
施
設
開
放
な
ど
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
拠
点
化

・
文
化
芸
術
活
動
に
よ
る
子
育
て
環
境
の
拡
充

・
商
店
街
な
ど
で
の
文
化
芸
術
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
に
ぎ

わ
い
の
創
出

・
空
き
店
舗
や
廃
校
な
ど
遊
休
物
件
を
再
利
用
し
た
文

化
芸
術
活
動
に
よ
る
定
住
者
、
転
入
者
の
拡
大

⑥
観
光
・
産
業
へ
の
寄
与

・
文
化
芸
術
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
観
光
化
、
交
流
人
口
の

拡
大

・
文
化
芸
術
が
も
つ
創
造
性
に
よ
る
地
域
産
物
の
開
発

や
新
地
域
産
業
創
出
及
び
雇
用
の
拡
大

（
２
）
地
域
貢
献
活
動
の
分
野
別
取
組
内
容

　
地
域
貢
献
活
動
の
取
組
内
容
と
し
て
一
番
多
か
っ
た

の
は
、「
教
育
」
分
野
で
あ
り
、「
施
設
活
用
」「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
と
い
っ
た
分
野
の
取
組
も
多
か
っ
た
（
図
④
）。

　
ま
た
、
六
〇
％
の
施
設
で
、
現
在
と
同
規
模
の
内
容

で
引
き
続
き
活
動
・
事
業
を
継
続
し
た
い
と
い
う
内
容

の
結
果
で
あ
っ
た
。

①
教
育

　
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
・
中
学
校
や
高
校
、
専
門
学
校
、

大
学
等
の
教
育
機
関
と
連
携
し
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
、
演
劇
、
伝
統
芸
能
、
ダ
ン
ス
な
ど
を
活
用
し

た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
や
鑑
賞
教
室
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
学
校
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
職
場
体
験
活

動
な
ど
の
取
組
。

②
文
化
施
設
間
連
携

　
他
の
劇
場
や
ホ
ー
ル
、
公
民
館
、
美
術
館
、
博
物
館
、

図
書
館
な
ど
の
施
設
と
連
携
し
、
音
楽
、
演
劇
、
映
画
、

舞
踊
、
伝
統
芸
能
、
講
演
会
、
研
修
会
、
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
を
行
う
。

③
福
祉

  

音
楽
、
演
劇
、
舞
踊
の
鑑
賞
な
ど
を
活
用
し
た
福
祉

施
設
、
病
院
、
特
別
支
援
学
校
な
ど
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
活
動
や
、
障
害
者
、
高
齢
者
、
引
き
こ
も
り
の
若
者

を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
地
域
の
文
化
団
体
、
市
民
団
体
、
地
元
商
店
街
、
自

治
会
な
ど
と
連
携
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
や
演
劇
、
映
画
会
、

お
祭
り
な
ど
の
取
組
。

⑤
商
工
・
ス
ポ
ー
ツ
・
観
光

　
地
元
の
企
業
、
商
店
街
、
商
業
施
設
、
ホ
テ
ル
、
駅

で
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
。

⑥
施
設
活
用

  

ロ
ビ
ー
や
ア
ト
リ
ウ
ム
な
ど
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活

用
し
た
無
料
コ
ン
サ
ー
ト
や
展
示
会
の
開
催
、
ホ
ー
ル

の
空
き
日
を
活
用
し
た
住
民
協
働
コ
ン
サ
ー
ト
や
施
設

見
学
ツ
ア
ー
、
全
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
取
組
。

⑦
そ
の
他

　
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
や
ピ
ア
ノ
の
演
奏
体
験
、
地
元
企

図④
分野別の取組内容

0

50

100

150

200
（施設）

そ
の
他

商
工
・

ス
ポ
ー
ツ
・

観
光

文
化
施
設
間

連
携

福
祉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
活
用

教
育

187

156

104

84 78
66 74
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業
協
賛
に
よ
る
就
学
支
援
家
庭
へ
の
チ
ケ
ッ
ト
提
供
、

劇
場
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
子
ど
も
へ
の
伝
統
芸
能

継
承
の
た
め
の
芸
能
祭
、
避
難
訓
練
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

の
多
様
な
取
組
。

芸
術
普
及
活
動
（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
）

（
１
）「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
」
の
意
味

　
も
と
も
と
は
社
会
福
祉
の
分
野
で
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

の
表
明
さ
れ
な
い
ニ
ー
ズ
把
握
の
手
法
と
し
て
開
発
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
出
発
し
た
文
化
芸
術
に

お
け
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
は
、
芸
術
家
（
芸
術
団
体

な
い
し
文
化
施
設
）
が
、
普
段
、
芸
術
文
化
に
触
れ
る

機
会
の
少
な
い
住
民
に
対
し
て
働
き
か
け
を
行
う
も
の

で
あ
り
、「
芸
術
普
及
活
動
」
又
は
「
教
育
普
及
活
動
」

と
言
わ
れ
る
。

（
２
）
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
分
類

　（
財
）
地
域
創
造
の
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
の
す
す

め
ー
地
域
文
化
施
設
に
お
け
る
芸
術
普
及
活
動
に
関
す

る
調
査
研
究
」（
二
〇
〇
一
年
三
月
）
で
は
、

①
地
域
派
遣
型
事
業

②
体
験
・
創
造
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事
業

③
子
ど
も
、
青
少
年
、
親
子
向
け
普
及
事
業

④
解
説
付
き
芸
術
鑑
賞
事
業

⑤
教
育
普
及
を
主
目
的
と
し
た
展
覧
会
事
業

⑥
実
技
指
導
、
専
門
人
材
育
成
事
業

⑦
教
養
型
セ
ミ
ナ
ー
・
講
座
事
業

⑧
施
設
体
験
型
事
業

な
ど
を
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
」
と
捉
え
て
い
た
が
、

（
財
）
地
域
創
造
の
「
新
・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
す
す
め
　

文
化
・
芸
術
に
よ
る
地
域
政
策
に
関
す
る
調
査
研
究
」

（
二
〇
一
〇
年
三
月
）
に
お
い
て
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の

位
置
づ
け
や
内
容
を
図
⑤
の
よ
う
に
、
４
つ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
し
て
類
型
化
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
公
立
文
化
施
設
を
拠
点
と
し
た
地
域
貢
献
活
動
や
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
の
効
果
は
、
住
民
の
文
化
芸
術
へ
の

興
味
・
関
心
を
向
上
さ
せ
、
ま
た
文
化
芸
術
の
あ
る
環

境
が
身
近
（
日
常
的
）
に
あ
る
と
い
う
感
覚
が
育
ま
れ

る
こ
と
に
よ
り
、文
化
施
設
を
利
用
す
る
人
の
増
加（
公

演
や
展
覧
会
の
観
客
の
増
加
）
に
つ
な
が
る
と
言
え
る
。

　
特
に
教
育
分
野
で
は
、
学
校
だ
け
で
は
で
き
な
い
経

験
を
す
る
こ
と
で
、
優
れ
た
情
操
教
育
を
提
供
で
き
、

個
性
、
表
現
力
、
自
主
性
、
自
尊
心
、
他
者
受
容
な
ど

を
育
む
効
果
が
期
待
で
き
る
。
次
世
代
を
に
な
う
子
ど

も
達
の
育
成
は
、
今
後
の
地
域
活
性
化
の
財
産
と
な
る
。

　
他
に
、
文
化
芸
術
に
対
す
る
住
民
の
理
解
が
促
進
さ

れ
る
こ
と
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
で
き
る
こ
と
、
学
校

や
福
祉
・
医
療
機
関
施
設
等
の
新
た
な
連
携
が
生
ま
れ

る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
再
生
し
、
地
域
に
活
力
を
も
た
ら
せ
る
こ
と
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
文
化
芸
術
を
と
お
し
て
、
地
域

の
住
民
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
へ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　
文
化
芸
術
に
は
、
人
々
に
感
動
や
潤
い
、
生
き
が
い

な
ど
の
精
神
的
な
充
足
感
を
も
た
ら
し
、
人
々
の
交
流

や
相
互
理
解
を
生
み
、
生
活
を
心
豊
か
に
す
る
力
が
あ

る
。
そ
の
拠
点
（
基
盤
）
と
し
て
、
公
立
文
化
施
設
に

は
、
存
在
す
る
意
味
や
価
値
が
あ
る
と
言
え
る
。

　
自
治
体
や
公
立
文
化
施
設
が
中
心
と
な
っ
て
、
住
民

の
ニ
ー
ズ
や
地
域
に
お
け
る
社
会
的
課
題
に
応
じ
た
地

域
貢
献
活
動
や
芸
術
普
及
活
動
を
行
う
こ
と
は
、
法
律

に
示
さ
れ
た
理
念
の
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
文
化

芸
術
の
持
つ
可
能
性
を
信
じ
て
、
多
様
な
活
動
や
施
策

を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

目　　的 戦　　略 効　　果

Ａ．劇場・ホール内での
鑑賞・体験サポート

（高齢者、障害者、子ども等）

 ● 子どもたちや高齢者、障害
者、社会的弱者等の劇場やホー
ルにおける鑑賞活動の促進

 ● 学校におけるアウトリーチ
と劇場・ホールでの鑑賞事業
を連携したプログラムの開発
 ● ハード、ソフト両面からの
バリアフリー化、スタッフの

「心のバリアフリー」の実現

 ● 全ての人に開かれた公立文化施
設の実現
 ● 文化施設の利用者の拡大、サー
ビスの向上

Ｂ．派遣型アウトリーチ①
（単発・集中型）

 ● 文化・芸術に触れる機会の
少ない、あるいは困難な住民
や地域に対して、文化・芸術
を体験する機会を提供

 ● アーティストを学校や福
祉施設等に派遣し、ワーク
ショップやミニコンサートを
実施

 ● 非日常的な体験による自己や他
者の再発見、日常生活の変化
 ● 文化施設の受益者の拡大、支持
者（サイレントパトロン）の形成

Ｃ．派遣型アウトリーチ②
（継続・長期型）

 ● 文化・芸術を教育や福祉現
場の日常的な活動として位置
付け

 ● アウトリーチを長期的、継
続的なプログラムとして展開

 ● 教育や福祉における固定概念や
既存施策の枠組みの変化
 ● 教育や福祉における人々の見方
や価値観の変化

Ｄ．連携・協働型アウトリーチ
（文化以外の政策分野と連
携して企画・実施）

 ● 文化・芸術をとおした地域
の課題（教育・福祉等）への
取組

 ● 教育や福祉等、文化以外の
政策領域、施設や団体との協
働プログラムの展開

 ● 感動を他者と分かち合える学習
機会の提供
 ● 子どもたちのコミュニケーショ
ン能力等の育成
 ● 非日常性や違いを個性や豊かさ
として認め合う社会の実現

（出所）『新〔アウトリーチのすすめ〕　文化・芸術による地域政策に関する調査研究』（平成22年３月）（財団法人地域創造）15頁より作成

図⑤　　　　　　　　　　　　アウトリーチの分類　　　　　　　　　　　　　　



あなたの自慢の写真を『阿波の自治』に掲載

します。徳島県内の景勝、史跡等、徳島に関

するものならテーマは問いません。

まちおこしや、むらおこしに関するあなた

の体験を手記や論文にまとめてみませんか？

詳しくは編集部までお問い合わせください。

『阿波の自治』の読者の皆さんに紹介したい

情報はありませんか？あなたのとっておきの

ニュースをお待ちしております。

「こんな特集を組んで欲しい！」「こんな情

報を知りたい！」「こんな記事にもの申す！」

など『阿波の自治』へのご意見、ご要望もお

寄せください。

阿波の自治より募集のお知らせ

写真

情報

原稿

ご意見

こちら編集部

今日の朝刊の見出し。大きいものから小さいものまで、火種がてんこ盛り。

何年か経って笑える結果になっていればよいのですが…。

　

米朝首脳会談中止、米・車の輸入制限検討、イタリア・ポピュリズム政権発足へ

働き方法案きょう採決、企業参入へ漁業権見直し、阿波踊り例年通り開催へ、

風力発電計画生態系影響を懸念、アメフト関東監督会「日大との対戦拒否」

とりわけ幻の巨大魚「アカメ」が小松島港で釣り上げられたニュース（笑）。

日和佐の真っ暗闇の海から睨み返してきた真っ赤な目は今も鮮明です。

温かくなってるんですかね、海が。

ところでサマージャンボは、7月9日発売開始です。

K

B

再び、お世話になることとなりました。

前回は、初めてのことばかりで、訳も分からずお手伝いをさせて頂いた記憶があ

ります。

今度は、また違う立場でお手伝いさせていただくことになりました。

よろしくお願いします。

ところで、皆さん、宝くじは好きですか？

庶民のささやかな夢として、当方もジャンボ宝くじには毎回のように参加してい

ますが、やはり夢は夢。末等しか当たりません。

しかし、実際には高額当選者が毎回、誕生しているのも事実。

いつかは夢が叶うかなぁと。

皆さんも是非、宝くじを購入してはいかがでしょうか。
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宝くじのイメージキャラクター「クーちゃん」です。

みなさ～ん

宝くじは徳島県内で

買ってね。

なぜ県内で買って欲しいのかって？それは、徳島県内で売られた宝

くじの収益金は、徳島県の収入になるからだよ。そうしたお金が道

路や橋、学校、公園の整備など県内の公共事業に使われているから

さ。みんなの豊かな生活のためにたいへん役立っているのです。
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